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第一章　楽しい異世界ポイ活




「……あれ？」

　気づいた時、僕は見知らぬ森の中にいた。

　見知らぬ森――といっても、僕こと谷たに屋や桂けいは根っからの都会っ子なので、馴な染じみがある森なんてものは存在しないんだけど。

　ここでいう『見知らぬ森』というのは、『四十二年の人生でも見たことがない変な形の木が生い茂っている森』という意味だ。

　うねうねと幹の部分がばねみたいに巻き巻きになっているものや、赤や黄色といったカラフルな色がちりばめられているもの。

　中には人の顔みたいな不気味なものまである。

　はっきり言って、ちょっと怖い。

「ここって日本……じゃないよね、たぶん」

　たぶんというか、絶対違う。

　状況がいまいちわからないけれど、まずはここがどこなのか確認したほうがよさそうだ。

　そう思って立ち上がる僕。

　だが、妙な違和感を覚えた。

　なんだろう。いつもより視線が低いような気がする。

　もしかして周りの木が大きいから？

　なんだか小人のような気分になったけど――気分だけじゃ済まなかった。

　踏み出した歩幅が異様に短くて、足がもつれて転んでしまったのだ。

　それも、大きな水たまりの中に。

「……え？」

　ビショ濡ぬれになってしまった怒りよりも先に、困惑してしまった。

　水たまりに突いた、僕の両手――。

　それは、仕事にあけくれた齢よわい四十二のオッサンの手ではなく、ぷりぷりの子供の手だった。

「あ～、ええっと……」

　ちょっと待って。これって、どういうこと？

　必死に心を落ち着かせ、冷静に状況を確認する。

　僕の目に映る子供の手は、どう見ても僕の体から伸びている。

　ということは、これは僕の手……ということになるけれど、四十二年間、毎日見てきた僕の手じゃない。

　ムダ毛ひとつ生えていない、どこからどう見ても子供の手。

「……あれ？　服も違う」

　そこで気づいた。

　着ている服も、ここ半年くらい毎日着ていた病院の患者衣ではなく、ごく普通の服だった。

　少々大きめの薄いブルーのシャツに、黒いハーフパンツ。それに膝の半分くらいまであるブーツ。

　さらに、水たまりに映る自分の顔を見て、度肝を抜かれてしまった。

　なんともかわいらしい、中性的な子供の顔。

　少し癖がある、白いショートヘア。

　瞳の色は緑。

　半信半疑でぺたぺたと自分の顔に触れると、水たまりの中の子供も不思議そうに自分の顔を触る。

「ウ、ウソでしょ？　本当に、本当なの？」

　そこでようやく、僕は確信した。

　はっきり言って全然信じてなかった。

　だけど、ここまでくると信じざるを得ない。

　どうやら僕は本当に病気で命を落として――子供の姿で異世界に転生したらしい。




＊＊＊




　ことの始まりは、会社で受けた健康診断だった。

　会社で若手だといわれ続けて十数年。

　気がつけば四十二歳のジジイになっていた僕だけれど、これまで一度も大病を患ったことがなかったので「どうせ今年も何もないだろう」と高をくくっていた。

　だが、そんな僕をあざ笑うかのように通達されたのは『要再検査』。

　医師いわく、レントゲン検査で胃に異常が見られたらしい。

　この四十二歳という年齢は、世間一般的には『男の厄年』といわれていて、体調を崩したりすることが多いのだとか。

　そんな迷信みたいなものは全く信じていなかったのだけど、さすがにビビった僕は、半休をもらって大きな病院での精密検査を受けることにして――その足で入院することになった。

　数々の検査の結果、医師の口から放たれた病名は、よく耳にする生活習慣病のひとつだった。

　たぶん、今日に至るまでの不摂生と無理が祟たたったのだろう。

　四十二歳になるまで健康でいられたのは、奇跡だったのかもしれない。

　僕の人生は仕事に明け暮れる毎日だった。

　そこそこのいい大学を出て大手の広告代理店に就職し、新人ながら参加した数億円の企画を通したことがすべての始まりだ。

　上司に「大型新人だ」と褒め称たたえられ、その大きな期待に応えようと僕は必死にがんばった。

　寝る時間を削って仕事をして、休みの日にも仕事をする。

　会社に泊まり込むことも多かった。

　始発で帰って着替えをして、とんぼ返りで会社に戻る。

　そんな生活を何十年も繰り返していた。

　数年ぶりに会った大学時代の友人からは「ブラック企業すぎるだろ」とあきれられたっけ。

　まぁ、聞く耳を持たなかったけど。

「今を楽しむより、未来のことを考えて仕事をがんばれ」

　先輩からそう教えられ、僕は仕事に邁まい進しんした。

　おかげで、立場も給料も上がった。部下もたくさんできた。

　だけど僕を待っていたのは幸せな未来ではなく、四十二歳にしての余命宣告。

　確かにお金や地位はあった。

　同年代のサラリーマンと比べても、裕福な生活を送っていたと思う。

　住んでいたのは誰しもがうらやむような一等地のマンションだったし、クローゼットにはブランド品がずらりと並んでいた。

　――だけど、その先に幸せは待っていなかった。

　苦しみに耐えた先には、もっと大きな苦しみしかなかった。

　僕の人生って、なんだったんだろう。

　なんのために僕はすべてを投げうって、必死にがんばってきたんだろう。

　病院のベッドの上、ひたひたとにじり寄ってくる死の足音を感じながら、僕は死ぬほど後悔した。

　だから僕は、両親に見守られながらしだいに薄れてゆく意識の中でこう誓った。

　もし、もう一度人生をやり直せるなら――全力で人生を楽しもう、と。

「うん。かまわんよ」

　僕の目の前に立っていた老人が、そう言った。

　ふと気づけば、僕の周りにいたはずの両親や看護師は姿を消し、その老人だけが立っていた。

　肩ほどまである白い髪に、長い白ヒゲ。

　さらに白い死装束みたいな服まで着ていたから、最初は死神かと思ったけれど、漠然と危険な存在ではなさそうな気がした。

　たぶん、数年前に他界した祖父と似ていたからだろう。

　小さい頃、よく遊びに行っていた母方の祖父。初孫だったらしく、かなりかわいがられていたし、僕もそんな祖父が大好きだった。

　最後に祖父に似た人に会えてよかったな。

　そんなことをぼんやりと考えていたんだけれど――。

「や、ケイの思っている通り、ワシじゃよ？」

　本当に祖父だった。

　え？　なんで？　なんで爺じいちゃんが？

「いやな？　天国からず～っとケイのことを見ていたんじゃが、どうにもかわいそうすぎての。だから神様に頼んで、こうして今いま際わに駆けつけたというわけじゃ」

　へぇ。神様と顔見知りなんて、爺ちゃんすごいな。

　生前は地域のゴミ拾いとか川掃除とか積極的にしていたし、相当な徳を積んでいたのかもしれない。

　そんな徳の高い祖父が神様の代わりにプレゼントしてくれたのが「第二の人生」だった。

　簡単に言えば、異世界転生。

　どうやら『もとの世界ではなく別の世界で』というよくわからないルールがあるみたいだけど、もう一度人生をやり直すことができるらしい。

　さらに、幸せな人生を送るために『特殊能力』まで用意してくれるとか。

　まさに至れり尽くせり。

　僕は祖父に感謝しまくった。

　そして、今度こそ仕事とかお金とかそういうものにとらわれず、楽しいことをやって人生を謳おう歌かしよう――と思ったのだけれど。

「……いきなり森の中に子供の姿で放置するって、どうなの？」

　いや、感謝していますよ？

　こうして生きていられるのは、徳の高いお祖じ父い様さまのおかげですから。

　どう考えても文句を言える立場じゃない。

　けど、なんていうか……もう少し手心というか、イージーな状況でもよかったんじゃないでしょうか。

　だってほら、このままだとまた爺ちゃんの前に逆戻りしそうだし。

　しかし、と僕は再び水たまりに映る自分の顔を見て思う。

　何度見ても、やっぱり子供だ。

　そういえば、だいぶ昔に会った親戚の子供がこれくらいの年齢だったっけ。

　小学校二、三年というところかな？

「ううむ……」

　改めて見ると、めちゃくちゃかわいい。

　いや、あくまで『子供として好き』というだけで、偏向的な恋愛指向を持っているわけじゃないよ？

　だけど――うん、この顔はいい。すごくいい。

「……いや、今はそんなことよりもだな」

　僕は気を取り直して、立ち上がる。

　こうして子供の姿になっているということは、本当に異世界に転生したということで間違いないと思う。

　異世界。ってことは、ここは剣と魔法のファンタジー世界――なんだろうか。

　そういうジャンルの創作物は広告業という職業柄、少々嗜たしなんでいたのでなんとなくわかる。こういう不気味な森には、危険なモンスターが生息しているというのが定番だとかなんとか。

「モンスターか……」

　思わず身震いしてしまった。

　成人の体ならまだしも、今の僕は十歳くらいの子供だ。

　モンスターどころか、普通の獣でも遭遇してしまったらひとたまりもない。

　何か対策を講じる必要があるな。

「そういえば、爺ちゃんが『幸せな人生を送るための特殊能力を用意してる』って言ってたっけ」

　第二の人生を幸せに送るための特殊能力。

　それを使えば、この森の中でも生きていけるのかも。

　でも、その特殊能力ってなんだろう？

　どうやって確認すればいいんだ？

「……あ」

　そこで僕はふと思い出す。

　別れ際に爺ちゃんは何かを言っていた。

　ええと確か――。

「困ったら、ステータスオープン……だっけ？」

　いきなりのメタっぽい発言でビビったけど。

　ステータスとかゲームっぽい表現だけど、もしかして爺ちゃんってゲーマーだったのかな？

　などと考えていると、光の粒が目の前にキラキラと集まり、青白く輝く板のようなものを形成した。

　そして、そこに浮かぶ文字。





名前：ケイ・タニヤ

レベル：１　経験値：０／10

体力：10／10　魔力：10／10

腕力：１　生命力：１　器用：１

知力：１　俊敏力：１　幸運：２

タレント：幸福ポイント（０pt）






「…………」

　各項目が何を指しているかは、文字の雰囲気でなんとなくわかった。

　これは今の僕の能力……なんだろうけど、うん。

　超絶に弱いな。

　まぁ、見た目は十歳くらいの子供だからしかたないといえばしかたないんだろうけどさ。幸運だけわずかに高いのは、異世界転生して第二の人生をプレゼントされるくらいに運がいいから？

「弱いってのはわかったけど、このタレントってなんだろう？」

　ステータスの端っこに書かれている【タレント：幸福ポイント】の文字。

　もしかして特殊能力って、これのことなんだろうか。

　でも、幸福ポイントってなんだ？

　顧客満足度的なやつかな？

　え？　もしかして異世界でも、仕事の評価をされるの？

　いやいや、ちょっとやめてもらえませんかね。せっかく仕事とかお金にとらわれず、楽しいことをやって人生を謳歌しようと思ってた矢先に。

　きっと何か別の意味があるはず。

　そう考え、『幸福ポイント』の文字に触れると、別の小さな光のウインドウが表示された。




【楽しいことをして、幸福ポイントをゲットしよう♪　幸福ポイントはいろいろなポイントに交換できるよ♪】




　うん、全然わからん。不親切にもほどがある。

　いったい誰がこのＵＩユーザーインターフェイスを考えたんだろう。

　ひょっとして、爺ちゃんかな？

　その『楽しいこと』っていうのがよくわからないし、幸福ポイントがなにに使えるのかもわからない。

　もしかして、買い物とか？

　でも、異世界にＰＯＳシステムとかポイントシステムなんてあるの？

「……あ」

　などと考えていると、盛大に腹の虫が鳴いた。

　この小さな体が食事を欲している。

　病院のご飯はお世辞にもおいしいものじゃなかったから、久しぶりに体に悪そうなジャンクフードでも食べたいところだけど。

「とりあえず食べられそうなものと、飲み水を探すか」

　周りには木がいっぱい生えているし、食べられる木の実くらいあるだろう。

　見知ったものがあると助かるんだけど、カラフルな木が生えているところを見る限り、ちょっと期待できないかもしれない。

　となれば、先に探すのは飲み水か。

　うろ覚えなんだけど、サバイバルにおいて飲み水は体温保持の次に大切なものだと聞いたことがある。

　山が多い日本だったら至るところに川が流れているけれど、果たしてこの世界はどうなんだろう。

「……悩んでいても腹は膨れないし、とりあえず歩こう」

　思い立ったが吉日、って言うしね。

　そうして僕は水を求めて、森の中を歩くことにした。




＊＊＊




　沢の音を探しながら道なき道を進んでいると、ぽっかりと開けた場所にやって来た。

　落雷でもあったのか、目算で周囲百メートルくらい樹木がなくなっていて、まるでスポットライトのように太陽光が降り注いでいる。

　陽の光を一身に受けている野原には一面に色とりどりの小さな草花が咲き乱れ、まるで絵本の世界に迷い込んでしまったような錯覚すらある。

「……わぁ」

　思わず感嘆の声が漏れ出てしまった。

　正直、こんな綺き麗れいな景色は見たことがない。

　誇張なく、四十二年の人生で見た景色の中で一番かもしれない。

　さらに驚いたのは、地面の草がふかふかだったことだ。

　どういう原理なのかわからないけれど、草が羽毛みたいにふわふわなのだ。

　靴を脱いでみたら温かくてもこもこしてて……最高に気持ちよかった。

　――と、その時だ。『ぱんぱかぱーん』という変なファンファーレのような電子音と共に、目の前に光のウインドウが現れた。




【異世界に来て、初めて綺麗な景色を観ました！　15ptゲット！　その調子でこの世界を楽しもう！】




「へ？　なんだこれ？」

　この『pt』って『ポイント』って意味だよね。

　十五ポイント手に入れたってことだろうけど、なんのポイント？

「あ、これってもしかして……ステータスオープン！」





タレント：幸福ポイント（15pt）






　やっぱりだ。幸福ポイントが増えている。

　綺麗な景色に感動して『この世界を楽しんだ』から、ポイントがもらえたのかもしれない。

　え？　つまり、この世界を楽しめばポイントがもらえるってこと？

　楽しむついでにポイントがもらえる、いわば『ポイ活』みたいなものか。

　ほら、サービス利用時にポイントがもらえるやつ。

　ポイ活で貯めたポイントって、確かネットショッピングとかマイルに交換したりできたと思うけど、これも何かに交換できるのかな？

　試しに『15pt』と書かれている部分に触れてみると、別の小さなウインドウが出てきた。




【貯めた幸福ポイントは、経験値やスキルポイント、お金に交換することができます。経験値とスキルポイントは等価交換です】




　等価交換。つまり、幸福ポイント一で、一経験値か一スキルポイントに交換できるってことか。お金は価値によってレートが変わるのかな？

　さらにその下に、いくつか項目が出てきた。




【経験値に交換】

【スキルポイントに交換】

【お金に交換】




　なるほど。ここから交換するのか。

　経験値というのは、レベルアップするために必要なもので、スキルポイントは……たぶん、スキルを覚えるために必要なポイントってところかな？

　試しに十幸福ポイントを十経験値に、五幸福ポイントをお金に交換してみた。




【レベルが２にアップしました！】




　再び『ぱんぱかぱーん』と、気の抜けたようなファンファーレが鳴り響き、目の前にちゃりんと硬貨が五枚落ちてきた。

「おお、本当に交換できた」

　出てきたお金は銅貨のようだ。もっとたくさんのポイントを交換したら銀貨になったりするのだろうか。

　なんだかワクワクしてきたぞ。

　今度はステータス画面を開いてみる。





名前：ケイ・タニヤ

レベル：２　経験値：15／20

体力：20／20

魔力：20／20

腕力：２　生命力：２　器用：２

知力：２　俊敏力：２　幸運：３

タレント：幸福ポイント（０pt）






　レベル一の時と比べると、強くなっていた。

　まぁ、数字で見ても微々たるものだし強くなった実感はないけど、レベルアップしたのだろう。たぶん。

　よし、ここまでわかったことを自分なりにまとめてみようか。

　まず、感動したり楽しいことを見たりやったりすると幸福ポイントがもらえる。そして、幸福ポイントはお金だけじゃなく経験値やスキルポイントに交換できて、自分を強くできる。

　うんうん、なるほど。

「……え？　てことは、このタレントがあれば、綺麗な景色を見たりおいしいものを食べたりして、この世界を楽しむだけで生きていけるってこと？」

　何それ。最高すぎませんか？

　なるほど。これが爺ちゃんの言っていた、『幸せな人生を送るための特殊能力』ってわけか。

　本当にありがとう、爺ちゃん。

　前世でできなかった、人生を楽しむこと――。

　住む世界は違うけれど、今度こそ、それができるかもしれない。

　僕の心は、今まで経験したことがないくらいの高揚感で満ちあふれた。

　瞬間、電子音が鳴り響く。

【新しい人生のスタートに期待は最高潮！　20ptゲット！　その調子でこの世界を楽しもう！】




「…………」

　なんだこのチートタレントは。

　控えめに言って――やっぱり最高じゃないか。




＊＊＊




　とりあえず、ふわふわとした草が生えている『もふもふ野原』を拠点にして、周囲探索を始めることにした。

　この野原は異様に気持ちがいいけど、腹は膨れないからね。

　すぐ近くに小川が流れているのを見つけて喉を潤そうと思ったけど、はっと手を止めた。

「……煮沸殺菌しなくて平気かな？」

　流れている川は無色透明で、変な臭いはしない。

　だけど、寄生虫とかいるかもしれない。

　転生して早々に水あたりで死んじゃいました……なんてことになったら、天国の爺ちゃんもあきれてしまうだろう。

「飲めるかどうかわかる方法はないかな？」

　たとえば、寄生虫の有無を調べる魔法とか。煮沸消毒できる炎の魔法とか。

　そういうのって、たぶん『スキル』だよね。

　そう考えた僕は、ステータス画面を開く。





タレント：幸福ポイント（20pt）






　ついさっき追加で手に入れたポイントが加算されている。

　これを使って、何か有用なスキルを覚えてみようかな。

　ポイントに触れて交換画面を呼び出し、【スキルポイントに交換】をタップした。すると、ステータス画面に【スキルポイント】という項目が追加され、そこに【20pt】と表記された。

「ええっと、これでどうやってスキルを覚えるんだろう？」

　今度は、スキルポイントの部分を押してみる。

　すると、また別の画面が出てきた。

「わっ!?」

　思わず変な声が出てしまった。

　画面におびただしい数のアイコンと文字が敷き詰められていたからだ。

　それらはツリー状になっていて、上にいくほど枝が分かれている。

　これがスキルだろうか。

　スマホのように画面を横にスワイプすると、いろいろな種類のツリーが出てきた。

「剣闘師系統に魔術師系統。なるほど、種別ごとにツリーが分かれているのか」

【剣闘師系統】というのは、名前から想像するに剣を使ったスキルを覚えられるツリーだろう。【魔術師系統】というのは、魔法……いや、魔術かな？

　習得できるのはツリーの一番下にあるレベルが低い基本スキルで、順番に上位スキルを習得できるっぽい。

　とりあえず【魔術師系統】から【炎系魔術】の基本魔術【炎牙フレイムバイト】という魔術を習得してみる。

　スキルポイントを一消費して、ひとつスキルを覚えられるらしい。

　魔術レベルが上がるともっとスキルポイントがいるのかもしれないけど。





名前：ケイ・タニヤ

レベル：２　経験値：15／20

体力：20／20　魔力：20／20

腕力：２　生命力：２　器用：２

知力：２　俊敏力：２　幸運：３

タレント：幸福ポイント（０pt）




スキルポイント：19

スキル：【炎牙　Lv１】






　ステータス画面を確認してみると、スキルに【炎牙】が増えていた。

　そこをタップしてみると、説明文が現れる。




【５秒間、手のひらから炎を噴射する魔術。レベルによってダメージが増加し、噴射時間が延長されます。魔力コスト：１】




　炎を噴射って、火炎放射器みたいにドバッと出てくるんだろうか。

　コストが一ってことは、魔力を一使って五秒間、魔術を発動させるってことだよね。

「……とりあえず、試してみよう」

　森を火事にしないように川に手のひらを向けて、「フレイムバイト」と唱えてみる。

　瞬間、手のひらが赤く輝き、本当に火炎放射器のように炎が吹き出してきた。

　炎は川の水にぶち当たると、瞬く間に川の水を蒸発させてしまった。

　辺りにもわっと蒸気が広がっていく。

「うわわわっ!?」

　予想以上に炎の勢いが強くてびっくりしてしまった。

　表記通り五秒で炎の射出は終わったのですぐに川は元通りになったけど、使いどころを間違ったら大事故につながりそうだ。

「……というか、これじゃあ煮沸消毒には使えないな」

　飲む前に水蒸気になっちゃうし。

　ほかに何か使えそうな魔術はないかな？

　再びスキルツリーを表示させてスキルを確認する。

　戦闘系の隣には【錬成師系統】というツリーや【工作師系統】というツリーがあった。見たところ、これはものづくり系のスキルだろう。

　その【錬成師系統】の基本スキルに使えそうなものを発見した。

「【鑑定眼】……？」

　鑑定ってことは、調べるスキルってことだよね？

　説明を見てみると、【手に持ったアイテムや素材を鑑定するスキル】と書いてあった。レベルによって鑑定できる内容が増えるらしい。

　うん。これはよさそうなスキルだ。

　早速【鑑定眼　Lv１】を覚え、川の中に手を突っ込んでスキルを使ってみた。

　魔術と違って、スキルを使うのに魔力コストはかからないらしい。

　すぐに目の前に鑑定結果が表示された。




【生水：煮沸していない水。そのまま飲める。効果：なし　毒性：なし】




「おお、わかりやすい」

　毒性もないなら安心して飲めそうだ。

　早速、両手ですくって飲んでみた。

「……うまっ」

　思わず声が出た。

　これはなんだろう。

　すごくまろやかで、ほんのり柑かん橘きつ系の甘さを感じる。わかりやすく言えば、コンビニに売っている味付きの水っぽい。

　水のおいしさに感動していると、ぱんぱかぱーんと音が鳴った。




【おいしい水を飲んで幸福度アップ！　10ptゲット！】




　早速、タレントの幸福ポイントが発動したらしい。

　また幸福ポイントが増えちゃった。

　これって、水を飲むたびにポイントが増えるのかな？

　そう思ってもう一度水を飲んだけど、反応はなかった。

　なるほど。一回経験して満足しちゃったからか。

　新しい刺激があれば、またポイントがもらえるのかもしれない。

　スキルポイントはまだたくさんあるし、このポイントは経験値に振っておくことにした。あとは、いくつか生活に使えそうなスキルを覚える。

　料理スキルなんてあったら便利なんだけど。

　そんなことを考えながら、スキルツリーとにらめっこすること数十分。

　ひと通りスキルと経験値に振って、ステータスを確認してみた。





名前：ケイ・タニヤ

レベル：５　経験値：０／80

体力：80／80　魔力：70／80

腕力：５　生命力：５　器用：５

知力：５　俊敏力：５　幸運：８

タレント：幸福ポイント（０pt）




スキルポイント：15

スキル：【炎牙　Lv１】【風刃　Lv１】【鑑定眼　Lv１】【錬金　Lv１】【調理　Lv１】






　レベルが上がっているのは、欲しいと思っていた料理スキルを覚えた時にワクワクして幸福ポイントがもらえたからだ。

　なんというマッチポンプ。

　この【調理】スキルは文字通り、料理を作るスキルらしい。

　食材に触れてスキルを発動させると、組み合わせに応じた料理が勝手にできるというスグレモノっぽい。

　そんなことができたらプロの調理人が泣き出しそうだけど、大丈夫なのかな？

【錬金】スキルは【調理】と似ていて、さまざまな錬金素材から薬を作るスキルらしい。

　怪我をした時とか、いざという時に使えそうだから覚えておいた。

　あとは【風刃ウインドエッジ】。

　これは【風系魔術】で、手のひらから刃物みたいな風を発生させ、対象を切り裂くというもの。

　数ある魔術の中でこれをチョイスした理由は、物を切るためだ。

　この魔術があれば木の上の果物とか切り落とせそうだし、生活の面においては【炎牙】よりも使えそう。

「というわけで、何か木の実とかないかな……？」

　喉が潤ったので次はお腹だ。川の水は柑橘系の甘さがあったし、そこらへんに果物がなってたりして。

　などと期待を膨らませながら辺りを見渡していると、あのカラフルな木の枝に赤い実がなっているのが見えた。

　うわ、本当にあった。探してみるもんだな。

　ぱっと見たところ、りんごっぽい。

　だけど、りんごの木ってもっとなんていうか、おとなしい見た目だよね？

　でもまぁ、食べられるかどうかは鑑定スキルで確認すればいいか。

　早速、覚えたての【風刃】を発動させ、カラフルな木の枝を切り落とした。

　……いや、木の枝というより木の幹ごとバッサリいっちゃった。

　ちょっと勢い余ってしまった。ごめんなさい。

　魔術の威力ってコントロールできるのかな。それも後で練習してみよう。

　気を取り直して、りんごっぽい果物を鑑定してみる。




【精霊りんご：赤いリンゴ。そのままでも食べられるが、調理素材としても使える。効果：魔力持続回復　効果時間：60秒　毒性：なし】




　本当に普通のりんごみたいだな。これなら食べられそうだ。

　精霊って名前がついているからか、魔力回復効果があるのもいいね。

　早速一口食べてみる。

「あ、おいしい」

　歯ごたえがあって、りんごの味と甘みがすごく強い。味がぎゅっと濃縮されている感じがして、何個でも食べられそうだ。

　なんだこれ。転生前に青森から取り寄せた高級りんごよりおいしいぞ。

　などと言っているといつの間にか食べきっていたので、続けてもう一個。

　うん。やっぱりうまい。




【おいしいりんごを食べて幸せいっぱい！　20ptゲット！】




　また幸福ポイントが入った。

　なんだろう。ちょっとだけ罪悪感がある。楽しいことや幸せなことをやってるだけなのに、こんなにポイントがもらえていいのだろうか。

　それから四つほどのりんごを食べてお腹いっぱいになったので、拠点のもふもふ野原に戻って休むことにした。

　りんごだけでお腹が膨れるのかな？　なんて心配したけど、子供の体には十分だったらしい。

「はぁ……気持ちいいなぁ」

　ふかふかの草の上に横になると、なんだか動物の毛の中に体を埋めているような錯覚を覚えてしまった。

　暖かくてふわふわ。

　おまけに草花のいい匂いもする。

　遠くから聞こえる小鳥のさえずる声や、草木が揺れる音がまるで子守唄のように眠気を誘う。

　近くに危険な動物はいなそうだし、このままちょっと寝ようかな。

　ああ、こんな幸せなことをしたら、またポイントが入っちゃうかもしれないなぁ。

　――なんて思った、その時だ。

「ひ、ひゃああああぁぁぁあっ!?」

　突然、誰かの悲鳴のような声が響き渡った。

　慌ててガバッと起き上がり、辺りを見渡す。

　声の高さから想像するに、子供か女の子だと思う。

　だけど、ここは不気味な森の中。

　なんでこんなところに子供がいるんだ？

　……いや、かくいう僕が子供なんだけどさ。

「ん？」

　と、目の前を変なものが通っていった。

　ひと言で言えば、小さな白いうさぎ。

　だけど、いろいろと普通のうさぎとは違う。

　背中に羽根が生えていてふわふわと空を飛んでいるし、葉っぱや動物の毛で作ったようなポンチョを着ている。

　フードに大きな花がついていて、かわいい。

　そのフード部分から髪の毛みたいなものが垂れ下がっているな、と思ったけどあれって耳かな？

　耳が垂れ下がったうさぎってなんって言うんだったっけ。ロップイヤー？

　そして、その妖精みたいなうさぎがふわふわと目の前を横切ったかと思うと、今度はキノコが何匹かどすどすと走っていった。

　キノコ。

　正確に言えば、手足が生えたキノコ。

　うん。少し奇妙だけど、これはこれでかわいい。

　ふわふわと逃げる、小さなうさぎ。

　そして、それを追いかける三体のキノコ。

　なんだろう。

　ここは幸せメルヘンの国かな？

「だ、だだ、誰か助けてぇ！　キノコに食べられちゃうう！」

　だけど、状況は全然メルヘンではなかったらしい。

　声がすごく焦っているし、じゃれ合っているふうには思えない。

　もしかして、襲われている……のかな？

「困ってるみたいだし、助けたほうがよさそうだな」

　うさぎがキノコに食べられているシーンなんて見たくないし。

　そういうわけで、僕は腰を上げ、キノコの後を追いかけることにした。




＊＊＊




　宙を舞う妖精うさぎも、どすどすと歩くキノコも動く速度は遅かったのですぐに追いつくことができた。

　でも、彼らは僕の存在に全く気づいていない。

　妖精うさぎは逃げるのに必死みたいだし、キノコも目の前の餌に夢中らしい。

　しばらくキノコの後ろを歩きながら、どうやって止めようかと思案する。

　いきなり背後から【風刃】の魔術で真っぷたつにするのは、なんだかかわいそうな気もするしな。

「えい」

　ということで、後ろからキノコの頭をむんずと掴つかんで引き止めた。

　後ろから頭を掴まれてのけぞったキノコは、バランスを崩してドスンと倒れる。

　突然の出来事で何が起きたのかわからなかったのだろう。

　キノコは両手両足をピンと伸ばしたまま、固まってしまった。かわいい。

「ええっと……【鑑定眼】っと」

　ひとまず【鑑定眼】を発動させて、キノコの能力を確認することにした。





名前：歩きキノコ（モンスター）

レベル：１　経験値：０／10

体力：10／10　魔力：０／０

腕力：１　生命力：１　器用：１

知力：１　俊敏力：１　幸運：１

特徴：歩くキノコ。光合成をするため食事の必要はない。焼いて食べるとおいしい。






　ステータスは低いな。全然強くなさそうだ。

　食事の必要がないのなら、なんでうさぎを追いかけているんだろ？

　というか――。

「焼いて食べるとおいしいんだ」

　ついボソッと口に出してしまった。

　それを聞いたキノコはびくりと体を震わせ、慌てて立ち上がるとほかのキノコを追いかけて走っていく。

　そんな後ろ姿をぼうっと見つめる僕。

　彼らは妖精うさぎを食べようとしているわけじゃないみたいだし、これって別に放っておいてもいいんじゃないだろうか。

「……ん？」

　と、逃げていたキノコたちがぴたりと足を止めた。

　そして、ゆっくりとこちらを振り向く。

「……な、何？」

　ちょっとだけ嫌な予感がする。

「ピキーッ！」

　森に響いたのは、金切り声。

　たぶん、キノコの鳴き声だ。

　キノコってそんな声で鳴くんだ――なんて考えていたら、キノコが猛然とこちらめがけて走り出した。

「うわっ!?」

　ちょっと待って！

　当然のように走ってるけど、キミたち歩きキノコじゃないの!?

「……って、そんなこと言ってる場合じゃなくて！」

　結構なスピードだし、このまま体当たりを食らったら怪我してしまいそうだ。

　しかたがない。

　かわいそうだけど、魔術を使って倒すしかない。

「【ウインドエッジ】ッ！」

　すぐさま手のひらをキノコたちに向けて、風の魔術を発動させる。

　シュルシュルと風の渦が手のひらに現れたと思った瞬間、カミソリのような刃になってキノコたちに襲いかかった。

　先頭のキノコが胴体から真っぷたつになる。

「す、すご」

　使った僕がびっくりするくらいのすさまじい威力。

　だが、ほかの二体は仕留め損なった。

　ドタドタと全力疾走でこっちに向かってくるキノコたち。

　あわわ、かわいい怖い。

「あ、ちょま……フ、【フレイムバイト】！」

　ついテンパってしまい、炎の魔術を使ってしまった。

　両手からすさまじい勢いで炎が吹き出し、二体のキノコは真正面から炎の餌食になった。

　発動時間はわずか五秒という短い時間だけど、彼らを仕留めるには十分すぎる時間だった。

　静まり返った森に残ったのは、僕を中心に扇形に焼け焦げた地面と、かろうじてキノコっぽい形を留めているふたつの炭。

　焼いて食べるとおいしいって書いてあったけど、焼きすぎだよねこれ。

　というか、森に火が燃え移らなくてよかった。

　今後のことを考えると、火の後始末のために【水系魔術】を習得しておいたほうがいいかもしれないな。

　よし。忘れるかもしれないし、今のうちにやっておこう。





名前：ケイ・タニヤ

レベル：５　経験値：３／80






　ステータスを開いたら、経験値が三入ってた。

　これって、歩きキノコを倒して手に入った経験値、ってことかな？

　でも、ちょっと少なくない？

　幸福ポイントの交換がなかったら、レベルアップに相当時間がかかるよこれ。

　この世界の人たちって、こんなふうに地道にレベルを上げてるってことなのかな。

「……あ、あのう」

　そんなことを考えていたら、声をかけられた。

　ふと顔を上げると、妖精うさぎが困ったような顔でふわふわと浮かんでいた。




＊＊＊




「あ、あの、えと……た、助けていただき、あ、ありがとうございます」

　恥ずかしそうにもじもじと身を捩よじらせながら、妖精うさぎがぺこりと頭を下げた。

　こうして近くで見ると、精巧に造られたフィギュアみたいに思える。

　葉っぱで作られたポンチョは細かいところまでしっかりと作り込まれているし、白い毛はふわふわで綿みたいだ。

　手芸で作られたうさぎ……と説明すればわかりやすいかな？

　瞳は翡ひ翠すい色で宝石のように輝いているし、本当に人形みたいだ。

「あ、う、その……そんなにじろじろと見ないでください……」

「あ、ごめん」

　あまりにもかわいかったから、つい凝視してしまっていた。

「えっと、キミはあのキノコに襲われていたんだよね？」

「は、はい。久しぶりに天気がよかったので森を散歩していたんですけど、運悪く歩きキノコに出くわしてしまって」

　そうして妖精うさぎは、簡単に自己紹介をしてくれた。

　彼……でいいのかよくわからないけど、彼はこの森『レリクト』に古くから棲すむ土の精霊で、精霊ランクは最下位の『粗霊』らしい。

　呼び名はなく、顔見知りからは『精霊さん』で通っているのだとか。

　精霊の顔見知りが誰なのかはよくわからないけど。

　精霊さんに僕の名前を聞かれたので『ケイ』と答えておいた。

「それで、ケイさんはどうしてレリクトの森に？」

　精霊さんが尋ねてきた。

「見たところお年は十歳くらいですよね？　ご両親とはぐれてしまったのですか？」

「あ～、ええと……」

　どうしよう。転生とか言って理解してくれるのかな？

　でも、精霊ならわかってくれる……かも？

「あの、転生ってわかるかな？」

「え？」

「実は僕、ついさっきこの世界に転生してきたんだ」

　僕はかいつまんでここまでの状況を説明した。

　仕事に邁進するあまり人生を楽しむことを忘れ、病気にかかって命を落としたこと。そして、神様と祖父の計らいで子供の姿でこの世界に転生したこと。

　ひと通り話が終わるまで、精霊さんはじっと僕の言葉に耳を傾けてくれていた。

「……なるほど」

　精霊さんは深く納得したように、うんうんとうなずく。

　やはり長い時間生きている精霊ともなると知識が深いのかもしれない。

「それでケイさんは、この世界で第二の人生を楽しもうと」

「そういうわけ。転生した時に、幸福感を得ると強くなったりお金をもらえたりする『幸福ポイント』っていうタレントをもらって、それを使ってこの世界を楽しもうと思ってるんだ」

「おお、それはいいタレントですね！」

　精霊さんがうれしそうに僕の周りをふわふわと舞う。

「まだお若いのに魔術を使われていたので不思議に思っていたのですが理解できました。そのタレントで魔術を習得したというわけですね」

「うん。そうなんだ」

　理解が早くて助かる。

「でも、うらやましいですね。ボクは精霊ですけど最下位の『粗霊』なんで、見ての通り、歩きキノコにすらいじめられる始末なんです」

　しょぼくれる精霊さん。

「最近、レリクトの森に棲んでるモンスターの気性が荒くなってきていて、ボクが棲んでた祠ほこらも壊されちゃって……」

「そ、そうなんだね」

　肩を落とす精霊さん。なんだかかわいそうになってきた。

　モンスターにいじめられるだけじゃなくて住すみ処かまで壊されるなんて、ちょっと不運すぎませんかね。精霊といっても、人間と一緒でいろいろと苦労があるんだな。

　う～ん。

　こうして出会ったのも何かの縁だし、助けてやりたい気もする。

「あの、よかったら……なんだけど、精霊さんが棲んでた祠、僕が作り直しに行こうか？」

「……え？」

「歩きキノコくらいだったら問題なく倒せるし」

「で、でも、ケイさんもこの後ご予定があるのでは？」

　ご予定って。

　精霊なのに、なんだか現代人みたいなことを言うなぁ。

「これから森の探索をしようかなと思ってたくらいだし、問題ないよ」

「探索？　あ、そうだ！」

　ポン、と精霊さんが手を叩たたく。

「無償で助けていただくというのはちょっと心苦しいので、どうでしょう？　助けていただいたお礼に、ボクがレリクトの森を案内しますよ！」

「え？　案内？」

「はい！　ボクは戦闘は無理ですけど、培った二百年の知識がありますから！」

「に、二百年!?」

　思わず素っ頓狂な声をあげてしまった。

　かわいい見た目なのに、二百歳なのか。

　でも、二百年も森に棲んでいるなら、目隠ししても森を散歩できそうだ。

「それに、定期的に森の外の精霊たちとも交流しているので、地理以外の知識も深いんですよ」

「え、本当？　それはすごい」

　戦闘じゃなくて知識にステータスを全振りしている感じか。

「どうですかね？」

「そういうことだったら、ぜひお願いします」

　正直、木の実とか果物がある場所を教えてもらうだけでも助かるのに、この世界についていろいろと聞けるのは、今の僕にはありがたすぎる。

　……その話が本当だったら、だけど。

「ちなみにだけど、どうしてこの森は『レリクト』って言うの？」

　試しに尋ねてみた。

　すると精霊さんは、一瞬キョトンとした顔を見せた後、「ムフフ」と不敵な笑みを浮かべる。

「……おっほん。いいでしょう。それではボクが説明しましょう」

　いきなりのドヤ顔。

　なるほど、自分のフィールドに入ると強気になるタイプか。

「この森がレリクトと呼ばれるようになったのは、百五十年ほど前。時の魔術師レリクト・リレクタール三世が発見したのがきっかけです。それから時が経ち、エリューデ王国の一部になってからは国際的にも重要な存在になり、魔王戦役後にエリューデ王より保護区として指定されてから一層――」

　ぺらぺらぺらぺら。

　小さい体で身振り手振りを加えて、熱弁する精霊さん。

　知らない固有名詞が次々と出てきたので半分くらいは理解不能だったけど、うん、精霊さんの知識は本物みたいだな。

「ありがとう。キミって、ウィキ○ディアみたいだね」

「というわけ――え？　うぃき？」

　首をかしげる精霊さん。

　いや、説明がウィ○ペディアっぽいっていうか、存在がウィキペ○ィアっていうか。もふもふ辞書っていうか。

「あ、そうだ」

　いいことを思いついた。

「精霊さんって呼ぶのもなんだし、名前がないのなら、キミのこと『ウィッキ』って呼んでもいい？」

「え？　ウィッキ……？」

　うさぎ精霊ことウィッキは、一瞬キョトンとした顔をした後、にっこりと微笑んだ。

「えへへ、なんだかいい名前ですね」

「よかった。じゃあ、改めてよろしくねウィッキ」

「はい。こちらこそです、ケイさん」

　握手――はできないので、軽く頭をなでてみた。

　するとウィッキは、うれしそうに笑って僕の肩にちょこんと腰を降ろした。
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　ウィッキの祠があるのは、僕が拠点にしているもふもふ野原から十分ほど歩いた場所にあるという。

　レリクトの森には、精霊を祀まつった祠がいくつかあるらしい。

　大抵の祠はウィッキのような土の精霊が住処にしていて、近づいても危害を加えてきたりはしない。

　だけれど、祠の中には魔王にゆかりのあるものがあって、そういう場所には近づかないほうがいいと忠告された。

　魔王。

　なんとも不穏なフレーズだ。

　そういえば、レリクトの森を説明してもらった時に魔王戦役がどうとかって言ってたっけ。

「ねぇ、ウィッキ。その魔王って悪魔の王様みたいな感じなの？」

　獣道を歩きながら、肩の上で意気揚々と祠について説明しているウィッキに尋ねてみた。

「悪魔ではなく魔族の王様ですね。魔族はケイさんたち人間族と似た見た目なのですが、角が生えていたり尻尾があったりと、少しだけ違いがあります」

「魔族、かぁ」

　特徴からして怖そうだ。

　楽しいとは程遠いし、できれば関わりたくないな。

「それで、その魔王はもういないんだよね？」

「そうですね。魔王は約五十年前に勇者エルデと仲間たちの手によって討伐されています。ですが、彼を崇拝していた魔族や、『魔王の遺産』と呼ばれる遺品は世界各地に残っています」

「なるほど。それで、その魔王の遺産のひとつがこの森にもあるってわけか」

　その魔王の遺産とかいう物には全く興味がないけれど、場所だけは教えてもらったほうがいいかもしれないな。

　そんな危なそうな代物には近づかないほうがいいもんね。

「あ、あの、ケイさん？」

　ウィッキがどこか不安げな声で続ける。

「レリクトの森は確かに危険な物やモンスターも多いですが、それ以上に素晴らしい場所が多いんです！」

「素晴らしい場所？」

「はい！　たとえば……ほら、見えてきましたよ！」

　ウィッキが前方を指差す。

「うわぁ……」

　思わず声が出てしまった。

　ウィッキが指差す先……そこに鎮座していたのは、天高くそびえ立つ巨大な老樹だった。

　幹の太さは数メートルくらいあって、表面が岩のようにゴツゴツとしている。

　転生前に似たようなものをテレビで見たことがあったけど、樹齢が数千年はあるとか言ってたっけ。この老樹も同じくらいの樹齢なのかもしれない。

「この霊樹はレリクトの森で一番古くて、樹齢は五千年といわれています」

「ご、五千!?　てことは、ウィッキが生まれるずっと前からあるってこと？」

「そうですね。レリクトの森の守り神みたいな存在です」

　守り神。確かにそう呼べるような威厳がある。

　見ていたら力が出るというか、元気が出るというか。

　パワースポットっていうのかな？




【レリクトの森最古の霊樹を見て、生命の神秘に感動！　35ptゲット！】




　元気だけじゃなくて、幸福ポイントも出てきた。

　ありがとうございます、霊樹様。

　思わず老樹に向かって二礼二拍手一礼してしまう。

「ありがとうウィッキ。おかげで幸福ポイントももらえたよ」

「それはよかったです。でも、ケイさんの幸福ポイントって、霊樹を見ただけでポイントがもらえるんですね。なかなかにすごいタレントだ」

「うん。僕もそう思う」

　はっきり言って、チートだと思う。

　歩きキノコを倒して手に入れた経験値は一匹につき一だけだった。それを考えると三十五ポイントは一足飛びもいいところだ。

「あ、そうだ。今のうちに幸福ポイントを能力に振ってもいいかな？　一応、いざという時のための準備をしておいたほうがいい気がするし」

「もちろんです」

　ウィッキが深くうなずく。

　祠にいるのが歩きキノコだけなら問題ないけど、万が一ってこともあるしね。

　老樹の前に腰掛け、ステータス画面を開く。





名前：ケイ・タニヤ

レベル：５　経験値：３／80

体力：80／80　魔力：70／80

腕力：５　生命力：５　器用：５

知力：５　俊敏力：５　幸運：８




タレント：幸福ポイント（55pt）




スキルポイント：15

スキル：【炎牙　Lv１】【風刃　Lv１】【鑑定眼　Lv１】【錬金　Lv１】【調理　Lv１】






　結構、幸福ポイントが貯まっているな。

　全部を経験値に振ってもレベルアップできないけど、とりあえず一部を経験値に振っておく。

　お次はスキル習得だ。

　レベルアップで能力強化が無理なら、スキルでの強化だ。

　まずは、火事になった時のことを考えて、すっかり習得するのを忘れていた【水系魔術】の【恵雨リフレクターレイン】を覚える。

　能力は【五秒間、範囲内に雨を降らせる】というもの。

【炎牙】や【風刃】と違って外傷を与える魔術ではなさそうだけど、これはこれでいろいろな使い方ができそうだ。

　あとは【土系魔術】の基本魔術をひとつと、【炎系魔術】の【爆炎フレイムバースト】を習得。




【爆炎：手のひらから爆発する火炎球を放つ魔術。レベルによって、ダメージが増加し、爆発範囲が拡大します。魔力コスト：３】




　爆発する火炎球を出せるなんて、なかなかに凶悪な魔術だ。

【炎牙】が火炎放射器なら、こっちはロケットランチャーみたいな感じか。かなり強そうだったので、一気に五までレベルを上げた。

　余ったスキルポイントは今後のために取っておくことにした





名前：ケイ・タニヤ

レベル：５　経験値：58／80

体力：80／80　魔力：70／80

腕力：５　生命力：５　器用：５

知力：５　俊敏力：５　幸運：８

タレント：幸福ポイント（０pt）




スキルポイント：８

スキル：【炎牙　Lv１】【爆炎　Lv５】【風刃　Lv１】【恵雨　Lv１】【泥沼　Lv１】【鑑定眼　Lv１】【錬金　Lv１】【調理　Lv１】






　うん。ここまでスキルを覚えたら、万が一の時でもいい感じに戦えるんじゃないだろうか。

「……お待たせ。それじゃあ、先を急ごうか」

「はいっ！」

　出発する前にもう一度、老樹に頭を下げる。

　それからウィッキの観光案内で、いくつか観光ポイントを周りながら目的の祠へと向かった。

　樹木がいくつも折り重なっていて、トンネルみたいになっている場所。

　神秘的な雰囲気がある、澄んだ蒼あお色の湖、などなど。

　そのたびに幸福ポイントが発動したので、合計で数十ポイントをゲットできた。

　しかし、ウィッキが言ってたように、綺麗な場所が多いんだな。

　綺麗な景色を見られてポイントもたくさん稼げるなんて、この世界に転生してまだ一日も経ってないけど――すでにすっごく楽しい。
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「……止まってください、ケイさん」

　獣道を歩いていると、突然、僕の肩にちょこんと座っているウィッキが声をかけてきた。

「ボクの祠の近くまで来ました。まだモンスターがうろついていると思うので、警戒してください」

「えっ、モンスター？」

　僕は慌てて近くの茂みの中に身を隠し、草の陰から辺りを見回す。

　だが、これといって生き物っぽい影は見当たらない。

「ウィッキの祠ってどこ辺り？」

「ええっと……あそこです。倒木が折り重なっている先です」

　ウィッキが指を差す。

　倒木が折り重なる先に、少し開けた場所が見えた。

　僕が拠点にしていたもふもふ野原と似たような感じで、森の中にぽっかりと穴が開いたような空間だ。

「よし、行ってみよう」

　できるだけ、警戒しながら。

　僕はウィッキを肩に乗せたまま、中腰で茂みから茂みへと移動していく。

　そして、倒木が折り重なっている場所にたどりついた時――僕の目に映ったのは、すさまじく荒れ果てた風景だった。

　一面に広がる草花は、何かに踏まれたようにつぶれていて、所々、地面が掘り返されている。

　荒らされた野原の真ん中に、崩れたお墓のようなものがあった。

　もともとは石を積んで造られたのかもしれない。

　放置された丸い石がいくつも散らばっている。

「あれがウィッキの祠？」

「……はい」

　ウィッキの声は深く消沈していた。

　自分が棲んでいた祠の有様を改めて見てショックを受けたのかもしれない。

　周辺の惨状も、ウィッキの祠を壊したモンスターによるものなんだろうか。

　というか、これ、本当に歩きキノコがやったの？

　こんな惨状にするには、百匹くらいの歩きキノコが必要だと思うけど。

「……ん？」

　と、その歩きキノコが何匹かトテトテと歩いてきた。

　あいつらが犯人？

　そう思って様子をうかがっていると、突然地面がグラグラと揺れ出した。

「な、なんだ？」

「き、気をつけてください！　別のモンスターかもしれません！」

「でも、歩きキノコ以外、それっぽいものは見えないけど――」

　と、その時だ。

　樹木がザワザワとざわめき出し、野原に暗い影が落ちたかと思った瞬間――歩きキノコめがけて空から大木が落ちてきた。

「……っ!?」

　ズズン、と大地が揺れる。

　草花が舞い上がり、周囲の木々から葉っぱがバラバラと落ちてくる。

　どこからあんな大木が落ちてきたんだ？

　空を見上げた僕は、ギョッと息を飲んでしまった。

　ここに来る途中で見たあの霊樹と同じくらいに大きな樹木が、空を覆っていたからだ。

　どうやら空から落ちてきたのは大木ではなく、あの巨大な木から伸びている枝っぽい。

　いや、あれは枝じゃなくて――腕？

「ちょ、え!?　ウ、ウ、ウッドゴーレムですよ！　あれ！」

　それを見て、ウィッキが慌てふためいた。

「ウッドゴーレム？」

「そそ、そうです！　老木が魔力を吸ってモンスター化したものです！　相当危険なモンスターで……うわわっ！」

　ウッドゴーレムが巨大な腕を持ち上げ、ぶんぶんと振り回し始める。

　その巨体のせいか動きは遅いが、薙なぎ払われた巨大な腕によって周囲の木々が発泡スチロールのように簡単にへし折られていく。

「ピ、ピギー！」

　暴れ出したウッドゴーレムを見て、歩きキノコが蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出し始めた。

　だが、ある者は倒れてきた樹木の下敷きになり、またある者はウッドゴーレムに踏みつぶされていく。

　すごい光景だ。

　これはもう、災害レベルに近い。

　どうやらこの荒れ果てた光景は、ウッドゴーレムの仕業だったらしい。

　このままだとウィッキの祠に近づけないし、ウッドゴーレムが立ち去るのをおとなしく待ったほうがいいかな。

　でも、僕たちも歩きキノコの二の舞になっちゃうかもしれないし……。

「……よし。あのモンスターをどうにかしよう」

「どど、ど、どうにか!?　ケケ、ケイさんがですか!?」

「うん。やり方しだいでいける……と思う」

「うそぉ!?」

　素っ頓狂な声をあげるウィッキ。

　わかる。僕の見た目は子供だし、そんな声、出ちゃうよね。

　でも、無謀な戦いを挑むというわけでもない。

　相手はあの霊樹並みに巨大だけど、それがむしろ好都合だと思う。

　なにせこっちは、歩きキノコと同じくらいの背丈の子供だ。

　見つけるだけでもひと苦労なはずだし、小さな隙間があれば攻撃は避けられる。

　それに、僕にはあの【爆炎】魔術がある。

　空を隠すほどの巨体とはいえ、樹木のモンスターだから火に弱いはず。魔術のレベルは五まで強化しているし、なんとかなるはずだ。

「とにかく、このままだと倒れてきた木の下敷きになっちゃうかもしれないから行くよ！」

「あ、え……わ、わかりましたぁっ！」

　茂みを飛び出す僕に取り残されまいと、ウィッキがしがみついてくる。

　その時、ウッドゴーレムがその巨体をゆっくりとこちらへと向けた。
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　近くで見たウッドゴーレムは想像以上にデカかった。

　身をかがめるようにしてこちらを見下ろしているんだけれど、上半身くらいしか見えていない。

　シャキッと立ち上がったら相当大きいのではないだろうか。

　東京の湾岸施設に展示されている、某巨大ロボットくらいの大きさがある気がする。

「ケ、ケイさん！」

　と、肩からウィッキの声。

「どど、どうやってウッドゴーレムを倒すんですか!?」

「ええと……とりあえず、【フレイムバースト】！」

　これで終われば御の字だけど、とりあえず挨拶代わりに【爆炎】魔術を放つ。

　瞬間、僕の右手から放たれたバスケットボールほどの火の球が、すごい勢いでウッドゴーレムの頭めがけて飛んでいった。

　だが――。

「あっ！」

　ウッドゴーレムは体を横にスライドさせ、火炎球をあっさり避さけてしまった。

　巨体だから動きは鈍いと勝手に思っていたけれど、意外と機敏なんだな。

「……グオォォオォン」

「っ!?」

　地鳴りのような声が森に轟とどろく。

　ビリビリと空気が震え、思わず耳を塞いでしまった。

　ウッドゴーレムは右腕をゆっくりと上げると、こちらめがけて振り下ろしてきた。

「ヤバっ！」

　とっさに横へ飛び退のく。

　同時に、ウッドゴーレムの巨大な幹の腕が地面に突き刺さった。

　轟ごう音おん、地響き。

　まるで水しぶきのように、土や草花が舞い上がる。

「う、うひゃあああっ！」

　僕の耳元でウィッキが悲鳴をあげた。

「ご、ごめん、ウィッキ！　耳元で叫ばないで！」

「あっ、ご、ごめんなさい！」

　あやうく鼓膜がおかしくなってしまうところだった。

　でも、ウィッキの悲鳴のおかげで恐怖に押しつぶされずに済んだ。怖くなったら声を出すのって、意外と効果があるのかもしれない。

「……ん？」

　ふとウッドゴーレムを見ると、地面に突き刺さった腕を抜こうとしていた。

　またあの攻撃をしてくるつもりか。

　一発目はなんとか避けられたけど、二発目はマズいかもしれない。

　勝負を仕掛けるなら、ここしかない――。

　僕はすかさず、さっき覚えたもうひとつの魔術を発動させる。

「くらえっ！　【マッドマター】！」

　地面に突き刺さったウッドゴーレムの腕めがけて魔術を放つ。

　一瞬の静寂の後、地面がどろりと溶け始めた。

　いや、溶けるというより『泥沼化』したという表現が正しいかもしれない。

　ウィッキが驚いたような声をあげる。

「ケ、ケイさん!?　その魔術は!?」

「土系魔術の【泥沼マッドマター】だよ！　指定した場所に泥沼を発生させて、動きを止めることができるんだ！」

　さっき習得した【土系魔術】の基礎魔術、【泥沼】。

　説明を見て、意外と使えるんじゃないかと思って習得したんだけど、うん、効果抜群みたいだ。

　ウッドゴーレムは必死に腕を抜こうとするが、泥が絡まっているのかびくともしない。

　よし。これで【爆炎】魔術を避けることはできないはず。

「今度こそくらえっ！　【フレイムバースト】！」

　ウッドゴーレムの頭めがけて、もう一度【爆炎】を放つ。

　とっさに避けようとするウッドゴーレムだったが、腕を固定されているため身動きが取れない。

　刹那、火炎球が胸部に着弾。

　炎が大きく爆はぜた。

「……わっ!?」

　びっくりしてしまった。

　爆ぜた炎が、ウッドゴーレムの巨大な上半身をすっぽり隠すくらいの大きさだったからだ。

　調子に乗ってレベル五まで上げちゃったからかな？

　これはちょっとやりすぎたかもしれない。

「……あっ」

　なんて危惧していた矢先。

　案の定、火の粉が周囲の木々に燃え移り激しく燃え始めた。

「ヤ、ヤバいっ！　【リフレクターレイン】！」

　こういう時のために覚えた【水系魔術】の【恵雨】を発動。

　一瞬の静寂の後、からっと晴れ渡った空からバケツをひっくり返したかのような大雨が降り始めた。

　雨の範囲は数メートル程度だったが、効果時間が意外と長かったおかげでなんとか鎮火することができた。

　いや、本当に危なかった。

　万が一の時を考えて【恵雨】を習得しといてよかった。

「……ん？」

　ホッと胸をなでおろしていると、バキバキと樹木が折れる音を引き連れながら、ウッドゴーレムが倒れてきた。

【爆炎】魔術の一撃でウッドゴーレムの上半身は吹っ飛び、両腕は先っぽだけがかろうじて残っている。

　我ながら、すさまじい威力だ。

「す、す、すごい……」

　肩の上のウィッキも驚きを隠せない様子だった。

「ちょっとすごすぎますよ、ケイさん！」

「あ～、うん。そうだね。ちょっとやりすぎたかも？」

「ウッドゴーレムのレベルは十七くらいあって、レリクトの森の中でも相当強い部類のモンスターなんですよ!?　それを一撃で倒しちゃうなんて！」

「え？　そうなの？」

　歩きキノコのレベルは一だったし、レベル十七って相当強い気がする。

　疑ってるわけじゃないけど、一応【鑑定眼】を使って、ウッドゴーレムのステータスを確認してみた。





名前：ウッドゴーレム（モンスター）

レベル：17　経験値：０／２００

体力：０／１７８０　魔力：８７０／８７０

腕力：25　生命力：20　器用：10

知力：４　俊敏力：８　幸運：10

特徴：森の主とも呼ばれる、老木が魔力を吸って意識を持ったモンスター。炎系魔術に弱い。まれにレアアイテム【霊樹の主根】をドロップする。






　……うん。本当にめちゃくちゃ強かった。

　というか、体力が千七百八十もあるのに一撃で仕留めたのか。

　本当にポイ活様様だ。幸福ポイントのタレントがなかったら、僕の異世界生活はここで終わっていたと思う。

　だいぶ怖い思いをしたせいか、幸福ポイントは入らなかったみたいだ。

　まぁ、驚きはしたけど楽しくはなかったからね。

　ウッドゴーレムを仕留めたおかげか、辺りにようやく静寂が戻った。

　歩きキノコもいないみたいだし、これでウィッキの祠の修復ができそうだな。

「よし、それじゃあ祠の修復をしようか」

「は、はい！」

　祠の残骸がある場所に行って、散らばっている石を積み上げていった。

　祠の作り方なんて知らなかったけど、ウィッキに聞いたところ適当に石を積み上げて、彼が住処として契約すれば大丈夫らしい。

　とはいえ、適当に積んだだけだと風で崩れちゃいそうだから、できるだけ頑丈に組み立てる。

「ん？」

　ふと、祠の周り数メートルの草花だけが枯れていることに気づく。

「……ねぇ、ウィッキ。これってなんで枯れてるの？」

「それは呪いの影響だと思います」

「呪い？」

「最近、森のモンスターたちが凶暴化していて、彼らが呪いを撒まき散らしているんです。ほら、あそこを見てください」

　ウィッキが横たわるウッドゴーレムを指差した。

「……わ！　枯れ始めてる!?」

　驚いたことに、ウッドゴーレムの周囲の草花が生気を吸い取られるように枯れ始めていた。

　なるほど。あれが呪いというやつか。

「てことは、呪いが広がらないようにウッドゴーレムの残った部分も燃やしたほうがいいかな？」

「いえ、大丈夫だと思います。魂が完全になくなれば、呪いを撒き散らすこともなくなるので」

　よかった。だったらあのまま森の一部になってもらうほうがいいよね。

　すでに呪われてしまった場所は枯れたままみたいだけど。

　う～ん、どうにかしてあの呪いを解除することはできないかな？

「……あ」

　僕の脳裏にスキルツリーで見た、とある魔術の名前が浮かんだ。

　そういえば、スキルツリーに『呪い』みたいな魔術ツリーがあったっけ。

　早速、ステータス画面からスキルツリーを開く。

「ええと、確かここあたりに……あった！」

　スキルツリー一覧を横にスワイプさせて見つけたのは【封印呪師系統】というツリーだ。ここにある【呪じゅ詛そ】魔術を使えばいけるはず。

　でも一応、説明を見ておくか。




【呪詛：解除されるまで半永久的にデバフ効果を与えます。また、この魔術で呪詛効果も解除可能。レベルによってデバフ効果が追加され、解除できる呪詛レベルが上昇します。魔力コスト：10】




　うん。やっぱりこれでいけそうだ。

　ついでにその隣にある【結界封印】も見てみる。




【出入りを拒む結界を生成・解除することができます。レベルによって侵入不可能になる対象やレベルが上がります。Lv１：術者レベル＋10Lvのモンスター。魔力コスト：10】




　おお。これも使えそうだな。

　祠を建て直しても、またモンスターが来て壊されたら困ると思っていたし、侵入不可エリアにしてしまえば壊されることもなくなるだろう。

　けど、侵入できないのが【術者レベル＋10Lvまで】っていうのがネックだな。

　僕のレベルが五だから、十五レベルまでってことだよね。ウッドゴーレムが十七だから、余裕で侵入できる。

　結界封印はレベル三くらいまで上げとくか。

　ということで【呪詛】と【結界封印】をレベル三まで取得する。





名前：ケイ・タニヤ

レベル：６　経験値：12／90

体力：90／90　魔力：20／１００

腕力：６　生命力：６　器用：６

知力：６　俊敏力：６　幸運：10

タレント：幸福ポイント（０pt）




スキルポイント：５

スキル：【炎牙　Lv１】【爆炎　Lv５】【風刃　Lv１】【恵雨　Lv１】【泥沼　Lv１】【鑑定眼　Lv１】【錬金　Lv１】【調理　Lv１】【呪詛　Lv１】【結界封印　Lv３】






「あれ？　レベルが上がってる？」

　ステータスを見たところ、レベルがひとつ上がっていた。

　ウッドゴーレムを倒したからかな？

　スキルポイントも残り四になるはずだけど、レベルアップして一ポイント加算されたのかもしれない。

「あ、あの、どうされました？」

　不安げにウィッキが尋ねてきた。

「何か問題でも？」

「ううん、なんでもない。ウィッキの祠を安全にしたいと思って【呪詛】と【結界封印】魔術を習得したんだ」

「け、結界!?　そ、そんな魔術まで使えるんですか!?」

「たぶん使えるようになったはずだよ。これで周りの呪いが消えて、さらにウィッキの祠にもモンスターが近づいてこられなくなると思うんだ」

「す、すごい！　ありがとうございます！」

　パタパタと羽根を羽ばたかせながら、僕の周りをくるくると舞うウィッキ。

　なんだかすごくうれしそうだ。

　というか【結界封印】って、そんなにすごい魔術なのかな？

「とりあえず、魔術を使うね」

「はい、お願いします！」

　早速、【呪詛】魔術から発動させる。

　僕の周囲がきらきらと輝き出し、枯れていた草花たちが、まるで映像の早戻しをしているように元気を取り戻していく。

「わ、わぁ……」

「これはすごい」

　ウィッキと一緒に驚きの声が漏れ出してしまった。

　草花だけではなく、ウッドゴーレムによって折られてしまった木々も蘇よみがえってくる。どうやら折られただけじゃなくて呪いにかかっていたらしい。

　瞬く間に、辺りに青々とした美しい景色が広がっていく。

　地面がふかふかになり、甘い香りが鼻び腔くうをくすぐる。

　空から降り注ぐ太陽の光が、暖かくて気持ちいい。




【復活した美しい景色に感動しました！　45ptゲット！】




　幸福ポイントが反応した。

　めちゃくちゃ気持ちがいいし、当然反応するよね。

「では、続けて……【結界封印】！」

　続けてモンスターが入ってこられないように結界を張る。

【呪詛】魔術と違って見た目に変化はないけど、遠くのほうでこちらに向かってこようとしていた歩きキノコがバチッと発火して炭になっていた。

　なんだか殺虫灯に接触した虫みたいだ。

　効果は出てるみたいだね。

「よし。これでもう大丈夫だ。強めの結界を張ったから、ウッドゴーレムも近づけないと思うよ」

「あ、あ、あ、ありがとうございます！」

　感激するあまり、ほっぺたにムギュッと抱きついてくるウィッキ。

　なんだかいい匂いがするし、もふもふしてて気持ちいい。

「本当に、なんとお礼を言えばいいか」

「いやいや、気にしないで。ウィッキには森を案内してもらったし」

　そのおかげでポイ活もはかどったしね。

「逆にこっちがお礼を言いたいくらいだよ。森のことをいろいろ教えてくれてありがとうウィッキ」

「ケ、ケイしゃん……」

　ぷるぷると身を震わせるウィッキは、なんだか今にも泣き出しそうだった。

　そんな姿もかわいいな。

　でも、これでウィッキともお別れかと思うと、少しだけ寂しい。

　もっと森のことを教えてほしかったし、この世界のことも学びたかった。

「あの、ケイさんはこれからどうするおつもりなんですか？」

「ん～、そうだね……しばらくはレリクトの森での生活を楽しむつもりだけど、そのうち森を出て外の世界に行こうかな」

　この森にずっといてもいいけど、もっとこの世界を楽しみたい。

　だって、この森だけでもこれだけ楽しいことや感動することがあったんだ。

　外の世界に行けば、もっと楽しいことが待っているはず。

　想像しただけで、ワクワクしてしまう。




【新しい冒険の予感にワクワクドキドキ！　15ptゲット！】




「…………」

　唖あ然ぜんとしてしまった。

　へぇ、幸福ポイントって想像しただけでももらえるのね。

　いや、確かに『楽しみだなぁ』って思ったけどさ。

　なんていうか……本当にチートだなぁ。

「あの、ケイさん!?」

　と、ウィッキの声。僕の目の前にふわふわと飛んでくると、意を決したように声を張り上げた。

「もしよろしければですけど、ボボ、ボクもご一緒できたりしませんか!?」

「……え？」

　首をかしげてしまった。

　一緒にって、ウィッキも森を出るってこと？

「ボ、ボクはケイさんみたいにモンスターと戦ったりはできませんが、二百年培ってきた知識があります。なので、レリクトの森のことだけじゃなくて、外の世界でもいろいろと知識でサポートできると思うんです！」

「え？　ホントに？」

　それは願ってもない申し出だ。

　だけど――。

「でも、大丈夫なの？　ウィッキって、この森の精霊なんだよね？」

　棲む祠もあるわけだし、二百年も棲んでいる森を勝手に出たりして平気なのだろうか。

「平気です。外の世界を知ることも大事だと昔から精霊王様が言っていました。なので、ずっと外の世界を見てみたいと思っていたんです」

　精霊王。ウィッキの上司……みたいなものかな？

　精霊の王様がそう言っているなら、問題ないのかもしれない。

　ウィッキは「この世界のあらゆることを見て、体験して、知りたい」と熱弁してくれた。

　それが自分の『夢』なのだと。

　今の僕と似ているな、と思った。

　転生前、僕はそういう広い世界を知りたいとも思うことなく、目の前の仕事ばかりをやっていた。

　その結果――病気になって、あっけなく命を落とすことになった。

　だから第二の人生を送ることになり、この世界と人生を楽しみたいと思った。

　ウィッキも同じ夢を持っているのなら、僕も協力してあげたい。

「わかった」

　僕はふわふわと浮いているウィッキを、両手で優しく掴む。

「まだしばらくこの森で過ごすつもりだけど、それでもよかったら……一緒にこの世界を旅しよう」

「……えっ」

　ウィッキの垂れ下がった耳がうれしそうにパタパタと動き出した。

「ほ、本当ですか!?　やったぁ！　ありがとうございます！」

「こちらこそありがとうだよ。この森のことも世界のことも全然わからないからね。頼りにしてるよ、ウィッキ」

「はいっ！　このウィッキにお任せあれ！」

　するっと僕の手のひらから抜け出したウィッキが、くるくると空中でダンスを踊り出す。

　それを見ていると、なんだかこっちまでうれしくなってくる。

　でも、子供と精霊のペアなんて妙な組み合わせだ。

　森の中での生活ならなんとかなるかもしれないけど、森の外――たとえば、どこかの町で暮らすのはいろいろと大変そうだ。

　だってほら、子供に宿なんて貸してくれなそうだし。

　幸福ポイントでお金はあるけど大金を見せたら変な目で見られるだろうし、変な輩やからにカツアゲされかねない。そんなことになっても、僕の魔術で撃退できる自信はあるけど。

「……まぁ、なんとかなるか」

　森を出る頃には、もっとレベルアップしているだろうし。

　将来のことをあれこれ悩んでもしかたがないし、今はこの生活を目一杯、楽しもう。

「じゃあ、早速だけど……おいしい木の実とか果物が食べられる場所まで案内してくれるかい？　ちょっとお腹が空いてきちゃった」

「了解です！」

　ビシッと敬礼するように、小さな額に手をあてるウィッキ。

　というわけで、異世界に転生して早々、僕は頼もしくもありかわいくもある、もふもふ辞書ことウィッキと共同生活を始めるのだった。




【新しい仲間ができました！　仲間がいると楽しさも二倍になりますよね！　１００ptゲット！　この調子でどんどん楽しみましょう！】










第二章　外界からの素敵な来訪者




　異世界生活が始まって、はや一ヶ月――。

　ウィッキの協力もあって、僕のレリクトの森での生活は順調だった。

　拠点としているのは、ウィッキの祠がある『第二もふもふ野原』だ。

　そこに新たに習得した【工作師系統】の【木工】スキルで『森テント』と『もふもふベッド』を作った。

　森テントはカラフルな木『ポルペック』の原木と、くねくねと曲がった木『スネークウッド』を組み合わせて生成できる木と葉っぱでできたテントだ。

　見た目はウィッキのポンチョみたいな葉っぱや花だらけでかわいらしいメルヘンな雰囲気だが、これが意外と頑丈で強風が吹いてもびくともしなかった。

　もふもふベッドは、祠の周囲にあるふかふかの草花『タンゴナ草』を使って生成したベッドだ。何度寝てもふかふかで暖かく、ぐっすり眠ることができる。

　昔から寝具にはお金をかけていたけど、ここまでぐっすり眠った経験はないので多忙だったサラリーマン時代にぜひとも欲しかった一品だ。

　そんな最高の住居を構えつつウィッキと森の探索を続けているのだけれど、ここ最近のマイブームは『料理』だった。

　といっても、リアルな料理ではなく【調理】スキルで作ったもの。

　最初はウィッキに聞きながら手探りで作っていたんだけど、【鑑定眼】のレベルが上がってからは食材を調べるだけでレシピがわかるようになった。

　とはいえ、欲しい食材が森のどこにあるかはわからないので、結局ウィッキの知識を借りることになるんだけどね。

「……ありましたよ、ケイさん！　あれが『ドラゴンフルーツ』です！」

　僕の肩に乗っているウィッキが頭上を指差した。

　そっちを見ると、ピンク色で所々緑色の鱗うろこのようなものが生えている大きな果実がなっていた。

「あれか。見た目は転生前の世界と同じなんだね」

　実際に食べたことはないけれど、全く同じ名前のフルーツを転生前にネットで見たことがある。

　探していたのは『ピタヤマフィン』というお菓子を作るための素材だ。

　レシピは『ドラゴンフルーツ』と『甜てん菜さい糖とう』、『ベーキングパウダー』の三種。

　ちなみに、甜菜糖とベーキングパウダーは【調理】スキルで生成できる中間素材で、それ自体を食べてもおいしくない。

「よし。それじゃあ、早速収穫しよう」

「でも、高い場所にありますけど大丈夫ですか？」

「大丈夫。こういう時に使えるのが……【ウインドエッジ】！」

　魔術を唱えた瞬間、刃のような風がドラゴンフルーツを枝ごと切り落とした。

「……おお、すごい！　お見事です！」

「えへへ」

　パチパチと拍手されて、つい照れてしまった。

　以前は木の幹ごと真っぷたつにしていたけど、魔術の威力を調整できることを学習してからは狙った場所だけを切断できるようになったんだよね。

　調整といっても難しいことはなく、ただ頭の中で小さい刃をイメージするだけ。ほかの魔術……たとえば【炎牙】もイメージでサイズを小さくすることができたので、焚たき火を作ったり食材を焼いたりする時に使っている。

　早速、落ちてきたドラゴンフルーツをふたつほど持って拠点へと戻る。

　途中で歩きキノコと、フォレストラットというネズミに似たモンスターが襲ってきたので、威力を最大まで高めた【風刃】で処理した。

　フォレストラットは食べられないけど、歩きキノコは焼いて食べるとおいしいので、ドラゴンフルーツと一緒に持って帰る。

　うん。これだけ食材があれば、お腹は膨れそうだね。

「じゃあ、ちょっと料理を作るからウィッキはのんびりしててよ」

　テントの前の焚き火に【炎牙】で火をつけ、串くし代わりにした木の枝に歩きキノコを刺してじっくり炙あぶる。

　キノコが焼ける間に、今日のメインディッシュ『ピタヤマフィン』を作ることにした。こっちはスキルを発動すれば一瞬だ。

　ちなみに、ウィッキに教えてもらったんだけど『ピタヤ』というのはドラゴンフルーツの別称らしい。

　テントの中の収納から事前に作っておいた甜菜糖とベーキングパウダーを取り出し、ドラゴンフルーツと一緒に地面に並べる。

「……これでよしっと。では、【調理】っ！」

　スキルを発動させると、並べた三つの食材が青白く光り出し、やがて結合してひとつのアイテムに変わった。

　現れたのは、実においしそうな少しピンクがかったケーキみたいなマフィン。ご親切にカップに入っている。

【調理】スキルで作ったものは、こうして容器付きで出てくることが多いけど、何回見ても不思議すぎる。

　いったいどこから持ってきてるんだろ？

　や、お皿を用意する必要がないのですごく助かっているんだけどさ。

　食べた後に出た容器は【炎牙】の魔術で燃やしている。森をゴミだらけにするわけにはいかないもんね。

　ウィッキの分のピタヤマフィンも作ってから、キノコの様子を見る。

　うん、こっちもいい感じで焼けてるな。

「お待たせウィッキ。ご飯ができたよ」

「うわぁい！」

　日光浴をしていたウィッキが、うれしそうにふわふわと飛んできた。

　できた料理を持って、陽の光を目一杯浴びたふかふかのタンゴナ草の上に腰を下ろす。

　ぬくぬくでもふもふ。

　つい、このまま寝っ転がりたくなるけど、ご飯を食べてから。

「それじゃあ、いただきます」

「いただきます！」

　まずはピタヤマフィンにかぶりつく。

　瞬間、なんとも筆舌に尽くし難い甘さと、ふわふわとした舌触りが口の中に広がった。

　咀そ嚼しゃくする必要なく、柔らかいマフィンが勝手に舌の上で溶けていく。

「う、うまぁ……」

　なな、なんだこれは。

　こんなマフィン、食べたことないぞ。

　この甘さはたぶんドラゴンフルーツのものだろうけど、酸味はなく爽やかな甘さだ。僕は甘党というわけじゃないけど、これなら何個でも食べられる。




【自作料理に舌鼓！　おいしいマフィンを食べて感動ですね！　30ptゲット！】




　僕が料理にハマっている理由のひとつがこれ。

　同じ料理を食べても感動が薄いのか反応しないけど、初めて作る料理は毎回こんなふうに幸福ポイントがもらえるのだ。

　う～ん、おいしいものを食べてポイントまでもらえるなんて最高すぎる。

　実に素晴らしきかな、異世界ポイ活。

「うみゃ、うみゃうみゃ……うみゃ……」

　肩の上でマフィンを頬張っているウィッキが、なんだか猫みたいな声を出していた。もしかするとウィッキはうさぎじゃなくて猫の化身なのかもしれない。

　焼いた歩きキノコ――これも実にうまい。味が凝縮した椎しい茸たけみたいな感じだ――も食べて、お腹いっぱいになったところでタンゴナ草の上に寝っ転がる。

　ふかっ。もふっ。

　全身を温かい毛の中に放り込んだような感じがして、幸せ度が跳ね上がる。

　もう何度も経験しているのでさすがに幸福ポイントは反応しなかったが、何回やっても最高の瞬間だ。

　暖かい日差し。

　遠くから聞こえてくる、小鳥がさえずる声。

　さわさわと耳をなでる、風の音。

「あ～……幸せ……」

　おいしいものを食べてお腹いっぱいになり、さらに最高に気持ちがいい草の上で寝る。これ以上の幸せがあるだろうか。

　さらにこの場所は機能性も高い。

　僕の【封印結界】の魔術のおかげかわからないけれど、夜でもふかふかで暖かく、体が濡れていても寝っ転がっていればすぐに渇いてしまうのだ。

　う～ん、なんて素晴らしい場所だろう。

　のんびりと日ひ向なたぼっこを楽しみながら、ステータス画面を開いた。





名前：ケイ・タニヤ

レベル：17　経験値：35／４００

体力：５８０／５８０　魔力：８７０／８７０

腕力：10　生命力：12　器用：15

知力：25　俊敏力：12　幸運：30

タレント：幸福ポイント（３３５０pt）




スキルポイント：40

スキル：【炎牙　Lv２】【爆炎　Lv５】【風刃　Lv２】【恵雨　Lv１】【泥沼　Lv１】【鑑定眼　Lv３】【錬金　Lv３】【調理　Lv３】【木工　Lv３】【呪詛　Lv１】【結界封印　Lv３】






　改めて見ると、だいぶレベルが上がったな。

　ステータスの知力が高くなっているのは、魔術ばかり使っているからだとウィッキに教えてもらった。

　腕力が低いのは、年齢のせい。

　僕は魔術スキル構成だし腕力は低くて問題ないけど、剣士タイプでやりたかったら年齢と共にじっくりレベルアップしていくほうがいいのかもしれないな。

　幸運が高いのは、お約束。

　スキル構成が生産重視なのは生活の質を高めるためで、魔術の上級版を習得していないのは、大抵のモンスターは【風刃】と【爆炎】でこと足りるからだ。

　まぁ、スキルポイントは余っているから、いつでも習得できるんだけどね。

「ケイさん」

　と、ウィッキの声。

　口の周りにマフィンのかけらをつけたまま、ひょっこりと僕の顔を覗のぞき込む。

「森での生活を始めてそろそろひと月が経ちますけれど、今後の予定はどうしましょう？」

「今後の予定？　ん～……そうだね」

　そういえば、しっかりと考えていなかったな。

　この幸せのんびり生活を続けてもいいけど、別の楽しみも欲しいところだ。

　レベルも上がったし、貯めている幸福ポイントも三千を超えてる。そろそろ外の世界に出てもいい頃合いじゃないだろうか。

　ただ、払拭できない不安要素が「僕の見た目は十歳くらいの子供」ってところなんだよね。できれば保護者的な人がいてくれると安心なんだけどな。

「うわっ！　何ここ!?」

　う～んと首をひねっていると、突然、辺りに甲高い声が響いた。

「ちょま、見てよノエル！　なんだかすっごい綺麗な場所！」

　その声の主は若い女の子だった。

　金髪のショートヘアに、大きな翡ひ翠すい色の目。

　赤いコートに白いシャツを着ていて、腰には長い剣を携えている。

　どうやら二人組のようで、金髪の女の子に続いてノエルと呼ばれた別の子が第二もふもふ野原に姿を現した。

「そうですね、綺麗ですね。ですが、ラキナ。森に来た目的をお忘れなく」

　ウキウキしている金髪の女の子、ラキナさんとは反対に、ノエルさんの表情はいたって真剣だった。

　いや、真剣というより、どこか冷ややかな感じ。

　ノエルさんの身長はラキナさんより少し低くて、長い蒼髪を三つ編みで結んでいる。

　そんな彼女を見た時、まず目に留まるのは黒い三角帽だ。

　つばが大きな三角帽で、着ている紺色のローブと手にしている大きな杖つえも相まって、いかにも魔術師といった雰囲気がある。

　赤い剣士ラキナさんに、青い魔術師ノエルさん。

　何から何まで対照的なふたりだ。
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「はいはい。わかってますよ。ホントにノエルは真面目だねぇ」

　ラキナさんがあきれるようにため息をつく。

「ていうか、目的を忘れないで……なんて愚問だよノエル？　このラキナ様の脳みそを侮らないでくれる？」

「え？　脳みそ使ったことあるんですか？」

「どぅえい！　キツイ冗談はよし美ちゃんだよ！」

　なんだか仲がよさそうだな。

　というか、こんなモンスターがうろついている森の中で、いったい何をやっているんだろう。

　仲良くお弁当片手にピクニックに来た、というわけじゃなさそうだけど。

「それに気をつけてくださいよラキナ。こういう場所にこそ、危険なモンスターが潜んでいる可能性がありますから」

「何言ってんのよ。こんな綺麗な場所にいたらモンスターもあたし好みの無害な草食系男子に浄化されて――あれ？」

　と、あきれ笑いを浮かべていたラキナさんとばっちり目が合ってしまった。

　しばしの沈黙。

「……こ、子供？」

　ラキナさんの表情に、みるみる驚きの色が広がっていく。

「え？　え？　ウソ？　かわいい！　なんで!?」

「気をつけてくださいラキナ！　確かにかわいいですが、見た目に騙だまされてはいけませんよ！　きっとモンスターが化けています！」

　唖然とするラキナさんを押しのけて、ノエルさんが前に出てくる。

「ここは私に任せてください！　挨拶代わりに氷結魔術で氷漬けにして――」

「ふぁっ!?　ちょいちょい！　ちょいちょいちょい！　ストッピン＆ノエルん！」

「えっ、ちょ、ラキナ!?」

　突然ラキナさんに羽交い締めにされたノエルさんが、目を白黒させる。

「なな、何をやっているんですか!?　放してください！」

「何やってんのはこっちのセリフだっつの！　あんたは藪やぶからスティックに魔術ぶっ放そうとすな！」

「何を悠長なことを言ってるんですか！　ここは魔王の遺産が眠っている危険な森なんですよ!?　一瞬の気の迷いが命取りになります！」

「や、だからって相手は激かわいい子供だよ!?　モンスターじゃなくて本物だったらどうすんのさ！　世界的損失！　大きな栗くりもビックリだわ！」

　そうしてふたりは、やいのやいのと押し問答を始める。

　そんな彼女たちを呆ぼう然ぜんと見つめる僕。

　いろいろと気になるところはあるけれど、ちょいちょいと挟んでくるラキナさんの寒いダジャレというかオヤジギャクはなんなんだろう。

　かわいいのに、すご～く残念な感じがするけど。

　しかし、とそんなラキナさんたちを見て思う。

　ノエルさんが言いたいこともわかる。

　モンスターがうろついている危険な森に子供がひとりでいたら、そりゃあ疑ってかかるよね。化けて油断させようとしているって思われてもしかたがない。

「……あれ？」

　そこで僕ははたと気づく。

　彼女たちにウィッキの姿は見えていないのかな？

　ウィッキはふわふわと空中に浮かんだまま、突然の来訪者を物珍しそうに眺めている。こんな堂々と浮かんでたら、一発で気づきそうだけど。

「あ、あの～……」

　と、すぐそばから声がした。

　ふと見ると、ラキナさんたちが緊張の面持ちで近くまで来ていた。

「キミは、人間……だよね？」

　ラキナさんが尋ねてくる。

　その隣に立っているノエルさんは、訝いぶかしげな表情。

　返答しだいじゃ魔術をぶっ放す――と、その目が雄弁に語っている。

「あっ、ええと……そ、そうです」

　僕は慌てて立ち上がると深々と頭を下げた。

　余計な誤解を生むようなことはしないほうがいい。ここは子供という利点を活用して、できるだけ下した手てにいこう。

「あ、やっぱり？　よかった～」

　ラキナさんがほっとしたような顔をする。

「や、ごめんね。こんな場所に子供がひとりでいるもんだから、モンスターか何かかと思っちゃった。あたしはラキナで、こっちはノエル」

　ラキナさんがピシッと肘でノエルさんを突っつく。

　ノエルさんはなんだかバツが悪そうに唇を尖とがらせて、小さく会釈した。

「ぼ、僕はケイといいます」

「ケイくんね。うん、すごくかわいい。愛めでたい」

「え？」

　今、なんと言いました？

「んで、ケイくんはどうしてこんなところに？」

「……あ、ええと」

　どうしよう。正直に話したほうがいいのかな？

　別の世界から転生してきましたなんて信じてくれないかもしれないけど、変に隠すと妙な疑いをかけられるかもしれないしな。

　ここは正直に話しておこうか。

「実はひと月ほど前に、この世界に転生してきまして」

「てんせー？」

　首をひねるラキナさん。

　あれ？　ウィッキは転生を知っているみたいだったけど、一般的には認知されていないのかな？

「……ねぇノエル、てんせーって何？」

「え？　知らないんですか？　さっき、『侮れない脳みそ』だって自画自賛してましたよね？」

「……っ!?」

　ラキナさんがギョッと目を見張る。

「あ、いや、まぁ、その……あたしの高性能脳みそでもわからないことがあるのが世界の魅力っていうかさ。で？　てんせーって何？　意地悪言ってないで教えてよ？」

「知らないです」

「いや、知らないんか～い！」

　わざとらしくオーバーリアクション気味にのけぞるラキナさん。

　すごい。なんだか掛け合い漫才みたいだ。

　ノエルさんも冷たい雰囲気なのにそういうボケをかますんだな。

「それで、ケイ……と言いましたか？　その『てんせー』というものについて、少々お聞きしたいのですが」

　僕の転生に興味を持ったのか、その冷徹ノエルさんが尋ねてきた。

「それは魔術の一種なのですか？」

「実は僕にもよくわからないんですけれど、たぶんそうじゃないかなと思います。一度死んでからこの世界に蘇ったので……」

「うえっ!?　ケイくん、一回死んじゃったの!?」

　ラキナさんが爛らん々らんとした目で身を乗り出してくる。

　なんだいきなり。

　ちょっと怖いよ。

「ホント？　マジの卍まんじで？」

「は、はい、そうですけど」

「どんな感じ!?」

「え？」

「死ぬのってどんな感じなの!?　あたしが聞いた話だと、『筆舌に尽くし難いくらい、最っ高に気持ちいい』らしいけど!?」

　え、ちょっと待って。

　何その噂うわさ。怖い。

　でも、死んだ時のことが噂で流れるってことは、本当に死者を生き返らせる魔術があるのかな？

「す、すみません、よく覚えていないです。気がついたらここにいたので……」

「あ～、ん～、そっか～」

　ラキナさんがすごく残念そうに眉根を寄せる。

　ご希望に沿う答えじゃなくて、すみません。

　ウソでも「最高に気持ちよかったッス！」って答えたほうがよかったかな。

　ラキナさんはしばし「う～ん」と首をひねった後、何かを思いついたようにぱちんと手を叩いた。

「そうだ。そういうことなら、あたしたちナイスなお姉ちゃんズが一緒に町まで案内してあげよっか？」

「えっ？　町？」

「そうそう。だってほら、こんな危険な森にいたらモンスターの餌食になっちゃうっていうか、子供が大好きなお姉さんの餌食になっちゃうっていうかさ。だからあたしたちが拠点にしてる町に来なよ」

「あ～、そうですね――えっ？」

　思わず二度見してしまった。

　今、変なことを言われた気がするけど聞き間違いかな？

「あの……今、子供が大好きなお姉さんの餌食って言いました？」

「ううん、言ってない」

「…………」

　よし。これ以上言及するのはやめておこう。

　だって、なんだかラキナさんたちの目が、すご～く真に迫る感じだし。

「え、えと、ご厚意はありがたいですけれど、大丈夫ですよ。森での生活は覚えているスキルとか魔術でなんとかできているので」

「ほぇ？　スキル？」

「魔術？」

　ラキナさんとノエルさんが、同時に訝しげな声を出した。

　明らかに信じられないと言いたげな雰囲気だ。

　もしかすると、僕くらいの子供はスキルや魔術を使えるような世界ではないのかもしれない。

　実際に魔術を使って証明しようかなと思ったけど、悪目立ちしても嫌なのでやめておくことにした。

「それよりも、ラキナさんたちはどうしてこの森に？」

「え？　あたしたち？」

　ラキナさんがキョトンとした顔で、首をかしげる。

「あたしたちは森の近くにあるスロートの町で依頼を受けてきた冒険者だよ」

「……冒険者？」

　今度は僕が首をかしげる番だった。

　冒険者ってなんだろう。

「冒険者は平たく言えば『お金で雇われた傭よう兵へい』みたいなもんだね。世界を旅しながら冒険者ギルドってところで仕事をもらってお金を稼いでいるんだ」

「あ、なるほど……」

　そういうの、ゲームとか漫画で見たことがある。

　依頼主からお金をもらって、薬草を採取したりモンスターを討伐したりする職業だよね。

　でも、モンスター討伐とかかなり危険な仕事だと思うけど、ふたりとも腕っぷしが強かったりするんだろうか。

　あんまり想像できないな。

「ちなみに、おふたりが受けた依頼というのは？」

「え？　ええっと……ああ、うん、まぁ、森で暮らしてるケイくんになら話してもいっかな」

　たぶん、他言していいものか悩んだのかもしれない。

　一瞬言葉に詰まったラキナさんだったが、少々困った顔をして続ける。

「実はね……最近レリクトの森で頻発してるっていう『モンスター凶暴化』の原因調査と対処なんだよね。ケイくん、何か知ってたりする？」




＊＊＊




「あっあ～、キミの瞳は百万金貨～♪　だけどわたしは～♪　キミの瞳よりもお金が好きなの～ウェイウェイ～♪」

　木漏れ日が落ちるレリクトの森に、ラキナさんの珍妙な歌が響く。

　かれこれ森の中を二十分ほど歩いているけど、彼女はずっとこの調子だった。

　なんの前触れもなく大音量で歌い出した時はびっくりしたけど、無反応のノエルさんを見る限り特別なことではないのかもしれない。

　しょっちゅう歌ってるのかな。この変な歌。

「ラキナ」

　と、ノエルさんの声。

「いつも思うんですけど、その変な歌ってどこの酒場の吟遊詩人が歌ってたやつなんですか？」

「え？　マイオリジナルソングだけど？」

「なるほど。絶望的にセンスがないのでやめてください。ケイに失礼です」

　実に辛辣だねノエルさん。もうちょっと手心というか、優しさ成分を混ぜてもバチは当たらないと思うんだ。

　だって、さすがのラキナさんも傷つきそうだし。

　――などと心配してたけど、当のラキナさんは頬を赤らめて「えへへ。毒舌ノエル……略してドクエル、いただきました」と照れている。

　よくわからん。

　こういうツッコミも日常茶飯事なのだろうか。

　よくわからないといえば、この状況もよくわからない。

　こうして僕がラキナさんたちと一緒にいるのは、レリクトの森で頻発しているという『モンスター凶暴化』の原因調査を手伝うことにしたからだ。

　モンスター凶暴化――。

　前にウィッキが似たようなことを口にしていたっけ。

　どうやらレリクトの森の近くに住む人たちも同じ懸念を抱いているらしいな。

　ラキナさんたちが言うには、町の木こりや薬草を採取しにきた薬師、行商人たちが凶暴化しているモンスターの被害を受けているという。

　その原因を調査して対処すべく、ラキナさんたちは「凶暴化と関係があるのでは？」と実まことしやかに囁かれている森の遺跡を調査しにきたらしい。

　うん、なるほど。内容は把握できた。

　それに、ウィッキに聞いたら『森の遺跡』の場所は知っているみたいなので道案内することも特に問題はない。

　だけど――なんで僕はふたりの間に入って、仲良く手をつないでいるのかな？

　右を見れば、センスゼロの歌を歌いながら僕の手を握るラキナさん。

　左を見ると、スンと冷めた表情をしているのに「絶対にこの手は離しませんからね？」と言いたげにギュッと手を握りしめているノエルさん。

　ううむ。どうしてこうなった。

　僕の肩に乗っているウィッキも、状況をうまく理解できないのか困惑したようにラキナさんたちを交互に見てるし。

　そもそもの話、こんな風ふうに手をつなぐのは少しマズい気がする。

　なにせラキナさんたちは、見たところ十代半ばくらいの女の子なのだ。

　現代で言えば、高校生くらいかな？

　そんなうら若き乙女といい年したオッサンが仲良く手をつないで歩くなんて、不審感極まりない。

　へたをしたら、この世界の警察的な治安維持組織に捕まってしまって――。

「……あ、今の僕って子供なんだったっけ」

　思い出した。オッサンじゃなかった。

　これなら『仲のいい近所のお姉ちゃんとピクニック中の子供』みたいに見えるかもしれない。

　子供って、最高じゃん！

「というか、ホントにありがとね。ケイくん」

　突然ラキナさんに名前を呼ばれ、ギョッとしてしまった。

「な、何がですか？」

「もちろん、道案内を申し出てくれたことだよ～」

　フンフンと鼻歌を歌いながら、ラキナさんがパチッとウインクする。

「正直なところ、ちょっと困ってたんだよね。ほら、あたしたちって三日前にこっちに来たばっかりじゃない？」

「そうなんですね」

　皆さんご存じですよねみたいな口調だけど、初耳です。

「そうなの。だから町でガイドを頼もうと思ったんだけど、結構お金がかかるみたいでさ。そんなことにお金を使うなんてもったいないし、現地に行けばどうにかなるかって思ったんだけど……まぁ、どうにもならないよね。あっはっは」

「…………」

　豪快に笑うラキナさん。

　あの、ラキナさん？

　ノエルさんがヤバい目で見てますけど大丈夫ですか？

　まだラキナさんと出会って間もないけれど、彼女がどういう人なのかすごくよくわかった気がする。

　ノエルさん、苦労しているんだろうな。

「ところでおふたりって、どういう関係なんです？」

　そう尋ねると、ラキナさんが小さく首をかしげた。

「関係？」

「その……いつ知り合ったのかとか」

「ああ、そういうことか。あたしとノエルは同郷の友だよ」

　ラキナさんは楽しそうにふたりの馴れ初めを教えてくれた。

　どうやらふたりはずっと東にある小さな農村出身で、一緒に故郷を出て冒険者になったらしい。

「ノエルとふたりで『三ツ星』になって村に凱がい旋せんするのが夢なんだよね」

「三ツ星？」

「冒険者の階級だよ。駆け出しは『星なしビブグルマン』なんだけど、実績を積んで試験を受けると星が増えていくってわけ」

　なるほど。それで三ツ星が最上級クラスってわけか。

　でも、三ツ星になるのって、どれくらい難しいんだろう。

「三ツ星冒険者は、国家にも影響を与えるくらいすごい存在なんです」

　そう教えてくれたのは、ウィッキだ。

　どうやら説明したくてしかたがなかったのか、そわそわと体を揺すっている。

「人間族の歴史上、三ツ星冒険者になれたのは五人だけなんです。魔王を討伐した、かの有名な勇者エルデもその中のひとりだったりします」

「え……そうなんだ」

　つまり、三ツ星冒険者は勇者クラスの強さと影響力があるってことか。

　そりゃ憧れるわけだ。

「ちなみに、ラキナさんたちはいくつなんですか？」

「……え？　何が？」

「冒険者の星の数です」

「ん～……ええっと……ほ、星が多いほうの星なしかな」

「そんなものありません」

　ノエルさんがズバッと突っ込んできた。

「私とラキナは、まだまだ駆け出しの星なしです。ですが、実績は貯まってきているので、もうすぐ一ツ星の試験を受けられると思います」

「おお、そうなんですね。それはすごい」

「ぜ、全然すごくなんてありませんから」

　などと言いつつも、頬を染めるノエルさん。

　三ツ星で勇者クラスなら、一ツ星でも相当すごいはずだもんね。

「ノエルさんは魔術師で、ラキナさんは剣士ですよね？」

「はい。私は【魔術師系統】の水系特化型魔術師で、ラキナは【剣術師系統】の俊敏力特化型剣士ですね」

「【剣術師系統】……」

　って、スキルツリーで見たことがあるな。

　剣を使ったスキル系統で、剣技スキルや身体能力向上スキルがあった。

　ノエルさんは僕も使える【水系魔術】の使い手か。

　あれ？　でもさっき「氷結魔術を使って」みたいなこと言ってなかったっけ？　水系統魔術に氷の魔術はないし、聞き間違いかな？

「ちなみにケイくんは将来どんなスキル系統でいくつもりなんだい？」

　ラキナさんが尋ねてきた。

「まだ小さいからスキルを覚えるのはちょっと先になるけど、剣術師？　それとも魔術師？」

「僕もノエルさんと同じ魔術師ですよ。すでにひと通り魔術を使えるようにしています」

「なるほどすでにひと通り……へ？」

　ぽかんとした顔をするラキナさん。

「いやいや、もうケイくんってば、冗談はよし子ちゃんだよ？　キミみたいな年で魔術が覚えられるわけがないじゃない」

「いやでも、実際に――」

「はいはい。かわいいからってお姉さんたちをおちょくらない。故郷で『魔術の天才』っていわれてたノエルでさえ、初めて魔術を習得したのは十三歳なのに」

「えっ」

　十三歳で、初魔術？

　てことは、やっぱりひと通り魔術が使える僕って異様なのかな？

「……本当なんですか？　ノエルさん？」

「ええまぁ、そうですね」

　ノエルさんは少し得意げな顔をする。

「私としては迷惑だったんですが、一応『天才』と呼ばれていました」

「あ、いや、すみません。本当かどうか尋ねたかったのは、天才って呼ばれてたかじゃなくて、初めて魔術を習得した年齢のことで……」

「……ぶふぉ」

　瞬間湯沸かし器のように一瞬で顔を真っ赤にするドヤ顔ノエルさん。

　なんか、すみません。

　クスクスと小さく肩を震わせるラキナさんが言うには、どうやら魔術やスキルを習得するには相当な熟練が必要らしく、十三歳でも相当早い部類らしい。

　習得するにもそれくらい時間がかかるので、ひとつのスキルツリーを特化していくというのが普通なのだとか。

　僕はポイ活のおかげで無尽蔵に経験値とかスキルポイントを入手できるけど、正攻法でやろうとすると相当大変なんだな。

　や、歩きキノコを倒した時に得た経験値を見て、そうじゃないかとは思ってたけどね。

「まぁ、とにかくだね。ケイくんも魔術師を志すんだったらノエルからいろいろと教えてもらうといいよ。なにせノエルは珍しい『複合魔術』も使えて――」

　と、ラキナさんが意気揚々とノエルさん自慢を始めたその時だ。

　メキメキと何かが割れるような音が鳴り始めたかと思った瞬間、僕たちの前方に大木が倒れてきた。

「……っ!?」

　おちゃらけていたラキナさんが、とっさに剣を抜いて身構える。

　さすがはもうすぐ一ツ星の試験を受ける冒険者だ。

「な、何!?」

「気をつけてくださいラキナ！　ケイ！　モンスターです！」

　ノエルさんが杖を前方へと向ける。

　それに呼応するように、再びバキバキと木が倒れ――ヌッと大きな樹木の化け物が現れた。

「うええっ!?　ウッドゴーレム!?」

　驚きの声をあげたのは、ラキナさんだ。

　だけど僕にはそれがウッドゴーレムだと一瞬わからなかった。

　ウィッキの祠に現れたウッドゴーレムとは比べ物にならないくらいに小さかったからだ。

　大きさでいえば、あれの半分くらい。いや、三分の一くらいかな。

　それでも見上げるくらいに大きいし、あのぶっとい幹の腕で殴られたらめちゃくちゃ痛そうだけど。

「ちょちょ、ちょっとウエイト！　ウソでしょ!?　この森、ウッドゴーレムが出るの!?　待って待って、聞いてないんだけど!?」

「これも『凶暴化』の影響かもしれませんね……さすがに危険なのでいったん離脱しましょう！　別の道から遺跡を目指して――」

「あ、大丈夫ですよ」

　慌てふためくラキナさんとノエルさんの間に割って入った。

「僕がなんとかしますんで」

「「……ふぇ？」」

　ふたりが全く同じ顔で、気の抜けた声を漏らした。

　さすがは幼馴染。

「ちょ、ケイくん？　僕がなんとかって……どういう意味？」

「僕があのウッドゴーレムを倒します。ちょっと待っててください」

「た、たた、倒す!?　自殺行為ですよケイ！　やめてください！」

　ノエルさんに引き止められそうになったけど、サッとその手をかわしてウッドゴーレムの近くへ行く。

「……あの、本当に大丈夫ですか？」

　今度はウィッキが心配そうに尋ねてきた。

　僕は笑顔で返す。

「問題ないよ。あれからウッドゴーレムがまた現れた時のことを考えて、バッチリ対策を練ったんだよね」

「対策？」

「そ。できるだけ簡単に倒せるように、ね」

　僕が考えた対策は「安全・確実」戦略だ。

　前回使った【爆炎】の威力はすさまじいけど、火の玉を当てるのが少し難しいし、はずしてしまったら森を燃やしてしまうことになる。

　なので、今回使うのは別の魔術だ。

「よし、じゃあいくよ！　【ウインドエッジ】！」

　僕が最初に発動させたのは、【風系魔術】の【風刃】だ。

　手のひらから放たれた刃のような風が向かったのは、ウッドゴーレムの右足。

　巨木の幹ほどあるウッドゴーレムの右足が、綺麗にスパッと切断された。

　片足を失い、バランスを崩して転倒する。

　やっぱり予想通りだ。

　ウッドゴーレムは上半身の動きは意外と機敏だったけど、下半身の動きは鈍かった。だから足元を狙えば魔術を当てられると思ったんだよね。

　これで動きは制限される。

「お次はこれだっ！　【フレイムバイト】！」

　僕の手のひらから火炎放射器のように炎が吹き出した。

　以前はレベル一で継続時間が五秒と短かったけど、レベル二に強化したので十秒になった。

「……グオォォォ……ン」

　炎を払いのけるように両手で暴れるウッドゴーレム。だが、僕はちょこまかと位置を変えながら炎を的確に体に当てていく。

　片足になったウッドゴーレムは逃げることもできず、すぐに炭になって動かなくなった。

　周囲の被害はゼロ。

　うん。前回よりもスマートに倒せたな。

「す、すごいっ……」

　肩の上のウィッキは驚いている様子だった。

「あのウッドゴーレムをこんな簡単に倒せるなんて……」

「えへへ。これなら何匹来ても大丈夫そうだよね」

　我ながら、よくできました。

　一応、【恵雨】で燻くすぶってる火の処理をしてからラキナさんたちのもとへと戻ることにした。

　ほら、キャンプでも火の始末は確実にしないと、残り火から火事につながることがあるしね。念には念を。

「お待たせしました。ラキナさん、ノエルさん。これで先に進める――」

　そこで言葉を飲み込んでしまったのは、ふたりがぽかんとした顔で固まっていたからだ。

「あ、あの……どうしました？」

　恐る恐る尋ねると、ラキナさんがギギギとぎこちない動きでこちらを見た。

「じょ、冗談でしょ……」

「え？」

「あのウッドゴーレムを倒した……それも二種類の魔術を使って……簡単に」

「いえ、違いますよラキナ。【恵雨】も使っていたので、正確には三種類です」

「……さんしゅ!?」

　ラキナさんがずびっと鼻をすする。汚い。

「ちょっとウエイティング＆ケイ！　どういうこと!?　なんでケイくん、三種類も魔術使えるの!?　え!?　てか、ウッドゴーレムってレベル十七の超強敵だよね!?　どうしてホワイ!?」

「そうですね。私たちふたりがかりでなんとか倒せるくらいのはずです……」

　戦々恐々といった感じのノエルさんが続ける。

「ちなみにケイ、ほかにも使える魔術が？」

「え？　あ～、ええっと、そうですね……【土系魔術】とかいろいろ……ポイ活でスキルポイントがたくさん得られるので、それを使って覚えました」

「…………」

　パチパチと目を瞬かせるふたり。

　あ、ポイ活って言ってもわからないよね。

　ここはしっかりと説明したほうがいいかもしれない。

　と思ったのだけれど、僕の言葉を遮るようにラキナさんが腑ふに落ちたと言いたげに手を叩いた。

「あ～、はいはい！　そういうことか！　あの天才魔術師ポイ・カーツの秘伝のアレを使ったわけね！　把握把握」

「いえ。ポイ活です」

　ラキナさん。

　絶対知ったかぶりでしょ、それ。
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「……えっ!?　ウソ!?　食べ物が出てきた!?」

　ラキナさんの声が森の中に響き渡る。

「しかもこれって、窯で焼くやつだよね!?　どゆこと!?　あたしの頭が混乱のラン子ちゃんなんですけど!?　詳しい説明プリーズ！」

　混乱の極みといった感じで、がしがしと頭を掻かくラキナさん。

　彼女が見ているのは、僕が【調理】スキルで作った『歩きキノコのサルテーニャ』という料理だ。

　サルテーニャとはペイストリーの一種で、小麦粉の生地に肉を入れて窯で焼く餃子ぎょうざみたいな食べ物……らしい。

　僕も知らなかったのだけれど、ウィッキに教えてもらった。

　歩きキノコのサルテーニャは、肉をキノコに変えたもので、実際に作るには時間と手間がかかる料理らしいんだけど、【調理】スキルのおかげで一発で作ることができた。

　ちなみに、どうして僕が料理を作っているのかというと、突然ラキナさんが「小腹が空いたよね」と言い出したからにほかならない。

　ウッドゴーレム戦で体力を消耗しちゃったのかなと思ったけど、戦ったのは僕だけなので、普通にお腹が空いただけだろう。

　こんな状況でもお腹が空くって、ラキナさんらしいというか。

　タレント【幸福ポイント】のことも説明したかったので、とりあえず料理を作ることにした。

「し、信じられません」

　驚いたように目を瞬かせたのは、ラキナさんの隣でまじまじとサルテーニャを見ているノエルさんだ。

「これは魔術……なんですか？」

「いえ、ただのスキルです」

「……スキル？　でも、料理を作るスキルなんて見たことも聞いたこともありませんが」

「え？　そうなんですか？」

　ノエルさんいわく、戦闘系以外のスキルは見たことがないらしい。

　なるほど。この【調理】スキルを使ってたら料理人が職を失っちゃうと思ってたけど、どうやら使えるのは僕だけみたいだな。

「しかし、こうして実際に料理が出てきたのを見ると信じざるを得ないですね……」

「ほうだねノエル。うっろごーれむを余裕で倒してたし、もしかしたらケイくんはまじゅひゅ……あふあふっ」

　ラキナさん。しゃべるのか食べるのか、どちらかにして。

「……あ、てかうまっ！　何これ、ラキナさんのかわいいほっぺたが落ちて世界的損失が半端ないことになっちゃうよ!?」

「はぁ……ラキナは本っ当に食い意地がはってますね」

　本っ当にの部分をすさまじく強調するノエルさん。

　だけど、ラキナさんは意にも介さず飄ひょう々ひょうと続ける。

「んあ？　ノエルは食べないの？　じゃあ、あたしがもらっちゃお」

「食べないとは言ってません！」

　あ。なんだかんだ言って、食べたいんだ。

　ノエルさんはラキナさんと違って、上品にサルテーニャを口元に運ぶ。

「ど、どうですか？」

　なんだか心配になったので尋ねてみた。

　しばらく無言でもぐもぐと咀嚼するノエルさんだったが――。

「あ、おいしい……おいしいですよこれ！」

　ぱあっとノエルさんの顔が輝いた。

「すごいですねケイ！　こんなおいしい料理を作れるスキルまで持っているなんて！　便利すぎます！」

「い、いや、それほどでも……え？　便利？」

　って何が？

　家庭にひとつ欲しいとか、そういう家電的なニュアンス？

「ていうか、ウッドゴーレムを瞬殺する魔術も使えるし、ケイくんってばノエルと同じくらいすごい魔術師なのかもね」

「いえ、私のほうがすごいです」

「おっほ、対抗心ボルケーノエたんキタ！」

　キャッキャと喜ぶラキナさんだが、一方のノエルさんはどこかおもしろくなさそうな表情。おまけに背後に静かな闘志の炎が見えている気もする。

　気まずくなったので、とりあえず「あはは」と笑顔だけ返しておいた。

　ちょっと怖い。

　あまりポンポン魔術を使って悪目立ちしないように注意しよ。

　それからみんなでサルテーニャを食べて、コーヒーを飲むことにした。

　食後のまったりタイムだ。

　コーヒーも僕の【調理】スキルで作った。

　エリューデコーヒーという名前だけど、半月ほど前にレシピを見つけてからは毎日作っている。転生前から食後にコーヒーというのがお決まりなのだ。

　でも、ラキナさんたちに少し驚かれてしまった。

　コーヒーを作れるってこともだけど、僕みたいな子供がおいしそうに飲んでることにびっくりしたみたい。

　まぁ、そりゃそうか。

「はぁ……こんなふうにゆっくりご飯を食べたのって、いつぶりだろ」

　木漏れ日を全身で受け止めているラキナさんが、気持ちよさそうに言った。

「いつもはどこで食事を取ってるんですか？」

「ん～、歩きながらかな。ノエルと一緒に酒場で食べることもあるんだけど、たまにだね」

　ラキナさんいわく、故郷の村を出てから依頼を受ける毎日で、依頼が終わっても剣の訓練をしたり装備のメンテナンスをしたりと忙しいのだとか。

　世界各地を回っているのだけれど、ゆっくり観光なんてしている暇はないらしい。

「そうなんですね……冒険者って大変だ」

「そうでもないですよ。ラキナが特別なんです」

　ノエルさんがコーヒーに口をつけながら続ける。

「大抵の冒険者は依頼が終わると酒場で酒を飲んで寝るだけですから。私が知っている冒険者の中でも、ここまでストイックなのはラキナくらいです」

「そ、そ、そんなに褒めるなよ～」

　まんざらでもなさそうにラキナさんが体をくねらせる。

「あ、町に帰ったら、お菓子あげようか？」

「いらないです」

　バッサリ切り捨てられちゃった。

「でも、ラキナさんはどうしてそんなにストイックなんです？」

「あたしって昔っからよくポカしててさ。周りの人たちに迷惑をかけることが多かったんだよね。故郷の村では邪魔者とか役立たずってポジで」

　意外だなと思った。

　確かにラキナさんはおっちょこちょいというか適当というか、大雑把な性格だけど、ムードメーカーでグループの中心にいるような人間だと思っていた。

「だからさ。なんていうか、そんなあたしだから人一倍努力しなきゃでしょ？　まぁ、成長速度は鈍亀だけど……絶対三ツ星冒険者になって、あたしを馬鹿にしてた奴やつらを見返してやるんだ」

　だから日々の生活を楽しんでいる暇はない。

　楽しむのは三ツ星冒険者になってから。

　ラキナさんはらしくなく、真面目な顔でそう言った。

　なんだか転生前の僕と似ているなと思った。

　私生活をなげうって仕事に邁進していたのは期待に応えたいという気持ちがあったからだけど、その根底にあったのは『コンプレックス』だった。

　僕は学生時代、何をやるにも中途半端だった。

　スポーツが得意というわけでもなく、勉強が得意というわけでもない。

　他人に誇れるような趣味もない。

　学業やスポーツでキラキラと輝いていた友人たちを見て、僕はなんてダメな人間なのだろうといつも思っていた。

　だから、社会人になって勝手に彼らを見返すんだと仕事に邁進した。

「ホントにゴメンね、ノエル」

「……え？」

　突然ラキナさんから話を振られたノエルさんが、ギョッと目を見開いた。

「ゴメンって、何がですか？」

「だって、あたしがわがまま言って無理矢理故郷から連れ出したみたいなものじゃん？　あのまま故郷にいたら、魔術師として成功してたかもしれないのに」

「何を言ってるんですか。今さら」

　ノエルさんは重いため息をついてから続ける。

「ラキナについていこうと思ったのは私の意思です。確かに一緒に来てほしいと頼まれたのは事実ですが、別に無理矢理ではありませんし」

「ノ、ノエル……」

　ラキナさんが瞳をうるませる。

「本当にあんたって子は……頭をいい子いい子してあげたくなるくらいのグッボーイなんだからっ！」

「私はボーイじゃありません」

　ノエルさんが脊髄反射的にツッコミを入れる。

　でも、ツッコむべきところはそこじゃなくて、飼い犬みたいな扱いをされたところだと思うんだけどな。

　だけどそんなふたりを見て、ほっこりしてしまう。

　なんだかいいな。こういう関係って。

　男の友情とは少し違って、距離感が近いというか。

　なんだろう。このふたり……すごく推せる。




【女性同士の友達以上恋人未満関係を見て、激しく萌もえましたね！　１５０ptゲット！】




　……わ～。

　こういうのでももらえるんだね。

　いやまぁ、確かに目の保養になって幸福感がにじみ出てきたけどさ。

　というか、恥ずかしいから『萌えた』とかいちいち指摘しないでほしい。

　転生前、先輩に無理矢理参加させられた合コンで、彼女いない歴イコール年齢だとバラされた時みたいな心の芯に響く痛々しさがあるからさ。

　そんなこんなで、女子の友情を堪能して食後の小休止を終えた僕たちは先を急ぐことにした。

　あやうく目的を忘れそうになってたけど、僕たちが向かっているのは森の中にある遺跡なのだ。

　道案内は、引き続きウィッキ。

　森の中を通っている街道をしばらく歩いて、途中から獣道に入る。

　ウィッキの姿が見えていないラキナさんたちは、本当に大丈夫なのかと不安げだったけど、躊ちゅう躇ちょなく獣道に入る僕を見て後をついてきてくれた。

「ケイさん」

　獣道を歩くこと二十分ほど。

　目の前をふわふわと飛んでいるウィッキが声をかけてきた。

「ここから先は少し危険かもしれません。ご注意を」

「危険？　モンスターがいるの？」

「モンスターもですが、何か嫌な魔力を感じます」

「嫌な魔力？」

　魔力って僕のステータスにもある、魔術を発動させる時に使うアレだよね。

「もしかすると、魔王の遺産が近いのかもしれません」

　魔王の遺産。

　前にウィッキが教えてくれた、亡き魔王が残した『遺物』のことか。

　魔王の遺産は世界中に残されていて、そのひとつがレリクトの森にもあるって言っていたっけ。

　二百年この森に棲み続けているウィッキも正確な位置まではわからないみたいだけど、もしかしてこの先にあるのだろうか。

　でも、この先ってラキナさんたちが向かおうとしている遺跡があって――。

「……あ」

　と、僕の頭にとあることが浮かぶ。

　モンスター凶暴化の原因があるといわれている遺跡に、魔王の遺産。

　ひょっとしてラキナさんたちが調べているモンスター凶暴化って――魔王の遺産が原因なんじゃない？
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　モンスターの襲撃に警戒しながらしばらく歩いていると、崩れかけている古い遺跡を発見した。

　歴史を感じる石造りの遺跡で、かろうじて壁や門の一部が原型をとどめている。

　至るところに苔こけや草が生えていて、もはや森の一部になってしまっていると言っても過言じゃない。

　はっきり言って、指摘されなければ気づかないレベルだ。

「……ここで合ってるんだよね？　ウィッキ？」

「そうですね。ここがレリクト・リレクタール三世の墓です。間違いありません」

　ふわふわと空中に浮かんでいるウィッキがドヤ顔で言った。

　森に二百年棲んでいるウィッキが言うのだから間違いないはず。

　ラキナさんたちが探していた古い遺跡というのは、この森を最初に発見したという魔術師『レリクト・リレクタール三世』の墓だった。

　なんでもすごく高名な魔術師で、人々からは『救世の魔術師』と呼ばれるほどの人だったとウィッキは言っていたけれど――。

「な、なんだか、ヤバそうな雰囲気があるわね」

　ラキナさんが神妙な面持ちで言った。

　僕もそれは感じていた。

　異様な圧迫感というか、ただならぬ空気が遺跡の周囲に立ち込めている。

　これがウィッキの言っていた『嫌な魔力』というやつなのだろうか。

　一応、この嫌な魔力の正体を確かめておいたほうがいいかもしれないな。

　僕は近くにあった瓦が礫れきのひとつを手に取り、【鑑定眼】スキルを発動させた。




【日干しレンガ：土を粘土状にしたものを乾燥させたレンガ。強度はそれほど高くない。毒性：魔力症により発狂中　入手場所：レリクトの墓所　レシピ：おしゃれな家屋】




　一見、なんの変哲もないレンガみたいに思えるけど、よく見たら【発狂中】とか書いてるし、ただのレンガじゃなかった。

　というか、レンガなのに発狂してるの？　十中八九、この【魔力症】というのがモンスターが凶暴化している原因じゃない？

「ん？　どうしたのケイくん？」

　ラキナさんが不思議そうに尋ねてきた。

「レンガなんか持って難しい顔して。もしかして、廃はい墟きょ好き？」

「あ、いえ。そういうわけじゃないです」

　僕は手にしたレンガをラキナさんに見せる。

「このレンガを【鑑定眼】スキルで鑑定したんです」

「鑑、定？」

「あ～……ええっと、アイテムの情報を知ることができるスキルを持っているんです。それを使えば、ステータスがわかるっていうか」

「え!?　そんなスキル持ってるの!?　国家機密になってるあたしのスリーサイズがわかっちゃうじゃん!?　えぐ！」

　絶対国家機密じゃないし、知りたくもないです。

　でも、ラキナさんの驚き方から推測するに、どうやら【調理】スキル同様、【鑑定眼】スキルも一般的には存在しないっぽいな。

　とすると生産系の【錬成師系統】や【工作師系統】のスキルも僕だけが使えるのかもしれない。

「それで？　何がわかったの？」

「それが、魔力症というステータス異常にかかっているみたいです」

「魔力症!?」

　驚きの声をあげたのは、ノエルさんだ。

「それは本当ですか、ケイ？」

「は、はい。確かに魔力症と出ています。何か知っているんですか？」

「高濃度の魔力に長時間さらされた時に発症する状態異常です。ですが、大気中にある魔力量では、まず魔力症になることはありません」

　ノエルさんいわく、大気中にある魔力は微量なので人体に悪影響を及ぼすことはないらしい。

　むしろ、大気中の魔力を吸い込むことで体内に蓄積できるため、魔術師にとっては大切なものなのだとか。

　でも、ここには有害になるくらいの魔力がある。

「……つまり、何かしらの要因で、自然界ではありえないくらい高濃度の魔力が発生して滞留しているってことですね」

「はい。たぶん、この森にある魔王の遺産……『水晶頭蓋』が関与しているのかもしれません」

「水晶……頭蓋？」

　初めて聞く言葉に首をかしげてしまった。

　水晶で作られた頭蓋骨ってことかな？

　似たようなものを転生前に聞いたことがある気がする。

　マヤ文明か何かの遺跡から発掘されたとかなんとか。

「説明しよう！」

「わっ!?」

　突然、ウィッキが僕とノエルさんの間に割って入ってきた。

「……？　どうしたんですケイ？　突然変な声を出して」

「あ、いえ、なんでもないです」

　ウィッキの姿はノエルさんには見えていないので、僕がいきなり奇声をあげたみたいに見えたんだろう。

　恥ずかしい。

　僕は少し離れた場所に移動して、ドヤ顔で登場してきたウィッキに耳打ちする。

「……ちょっとウィッキ。いきなり出てきて叫ばないでよ」

「あ……ご、ごめんなさい。水晶頭蓋という名前が出てきたので、ここはボクの出番かなって」

　ああ、なるほど。ようやく得意分野が出てきて張り切っちゃった系か。

　そういうことなら、存分に力を発揮してもらおう。

「水晶頭蓋のこと、知ってるの？」

「はい。水晶頭蓋というのがレリクトの森にある魔王の遺産の名前で、別名『魔力の無限製造機』とも呼ばれています」

「む、無限製造機？」

「そうです。水晶頭蓋は文字通り水晶で作られた頭蓋骨のレプリカなんですけれど、太陽光を吸収して魔力を放出するという能力があります。一説では、魔王の魔力源になっていたとか」

　つまり簡潔に言うと、光合成で無限に魔力を作るマジックアイテムってわけか。

　魔王さんってば、なんて物騒なものをお作りになったのか。

　でも、その水晶頭蓋が関与している可能性は高いな。

　だって、五十年前に魔王が勇者に討伐されてから一度も使われることなくずっと魔力を生成し続けていたってことだよね。

　とっくに許容量を超えて魔力があふれ出していてもおかしくない。

「……ん～む」

　ラキナさんの唸うなるような声。

　どうやら僕とウィッキが話している間に、彼女も水晶頭蓋についてノエルさんに教えてもらっていたようだ。

「つまりノエルの話をまとめると、この遺跡のどこかにあるその水晶頭蓋ってのが悪さして、モンスターを凶暴化させているってわけか」

「そういうことです」

「てことは、あたしたちでその水晶頭蓋をどうにかしないとダメちゃんだってことだね」

　ラキナさんたちが受けた依頼は、『モンスターが凶暴化している原因を調べて対処すること』だから、そうなると思う。

　だけど――。

「どうやって水晶頭蓋を無力化するんです？」

　ラキナさんに尋ねてみた。

　だって、なんだか方法を知ってるような口調だったし。

　壊しちゃったら魔力が一気に放出してもっと最悪なことになりそうだし、何か特別な対処方法があるんだろうか。

「うむ」

　ラキナさんは「よくぞ聞いてくれた」と言いたげに鼻を鳴らして――。

「はい！　どうすればいいんでしょうか、ノエル先生！」

　――すぐに隣のノエルさんに華麗にスルーパスした。

　いや、知らないんかい。

　この人は本当に適当だなぁ。

　いきなり話を振られたノエルさんだったが、特に瞠どう若じゃくすることもなくサラッと答えてくれた。

「単純明快です。魔力が漏れ出さないように封印してあげればいいんですよ」

「おお、封印！　てか、即答だね！　よっ！　さすが魔術の天才ノエル！　サスノエ！」

　パチパチと拍手を送るラキナさん。

　だがノエルさんは、神妙な面持ちで続ける。

「ただ、ですね」

「うん？」

「私はその封印魔術が使えないので、どうすることもできません」

「あ、前言撤回。やっぱりダメノエじゃん」

「……なっ！　ダメノエとはなんですか！」

　顔を真っ赤にしたノエルさんが「今の発言は撤回してください！」とラキナさんに詰め寄る。

　クール＆ビューティのノエルさんも、そういう発言は気になっちゃうらしい。意外とプライド高いみたいだからなぁ。

　いや、そんなことよりもだ。

　ノエルさんが言ってる『封印魔術』って、この前ウィッキの祠を守るために覚えたあの魔術……なのかな？

　念のため、ステータス画面を開いて、【結界封印】の説明を出す。
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　デバフ効果のある毒素って、発狂効果がある高濃度の魔力も含まれるよね。

　てことは、【結界封印】で水晶頭蓋の周りに結界を張れば、魔力の漏出を防ぐことができるはず。

「あ、あの～……」

　今にも取っ組み合いを始めそうなラキナさんたちにそっと声をかけた。

「その封印魔術なんですけど、たぶん、僕使えます」

　ふたりの動きがピタリと止まった。

　しばしの静寂。

　目をぱちくりとさせながら、ラキナさんが尋ねてくる。

「……ん？　今なんて言った？」

「使えます。封印魔術」

「…………」

　沈黙。

　なんだか気まずい。

　この世界の常識ってものがいまいちわからないんだけど、もしかしてこの封印魔術というのもすごいやつなのかな？

「それ、本気で言ってます？」

　訝しげな顔でノエルさんが口を開く。

「封印魔術って、魔術師のエリートが集まる『王国魔術院』の魔術師が使えるレベルの高等魔術なんですが」

　え？　そうなの？

　唖然としてしまった。

　その王国魔術院っていうのがなんなのかはよくわからないけど、エリートっていうくらいなんだから、すごい人たちなのだろう。

　そんなエリートでしか使えない魔術？

　スキルツリーの【封印呪師系統】の基本スキルで習得できましたけど？

　僕を見るふたりの視線からは『信じられない』オーラがにじみ出ている。

　説明するより見せたほうが早いかな。

　そう思って【結界封印】の魔術を発動させようとした――その時だ。

　すさまじい地鳴りと共に、森に飲み込まれようとしていた遺跡がドカンと弾けた。

　いや『遺跡が弾ける』なんて、表現としては少しおかしいけれど、そう表現する以外に言葉が見つからなかった。

　崩れかけていた遺跡が、花火のように弾け飛んだのだ。

「うわあっ!?」

「キャッ!?」

　ラキナさんたちもとっさに身をすくめる。

　レンガの破片が舞い上がり、砂煙がもうもうと立ち上る。

　――と、その砂煙の向こうに、何かが見えた。

　森の中に風が吹き、辺りに立ち込めていた砂さ塵じんが晴れていく。

　地面から空に向かって伸びていたのは、『手』だった。

　いや、これは手というより『腕』か？

　地面の中から拳を握りしめた巨大な腕がニュッと伸びていた。

「ふぁ!?　何あれ!?」

　ラキナさんが驚嘆の声をあげる。

　その時、地面から突き出ている腕が動き出す。

　どうやら腕の主が地面から出てこようとしているらしい。

　遺跡や木々を破壊しながら、もう一本の腕が現れた。

　それに続いて地面が崩れ、なんだか見覚えのある頭が出てくる。

　あれは、ウッドゴーレム？

　――いや、違う。確かに頭や手足の形状はウッドゴーレムだけど、体の表面を覆っているものが明らかに変だ。

　鎧よろい……という表現でいいのだろうか。

　現れた巨大なモンスターは、泥やレンガといった遺跡の一部を鎧のようにまとっていた。

「な、何よあれっ!?」

　ラキナさんが悲鳴のような声をあげた。

「え!?　ちょっと待って!?　ウッドゴーレムさんってば、いつもと違ってずいぶんとガチ装備じゃん!?」

「……っ！　あれを見てください！　ラキナ！　ケイ！」

　ノエルさんがゴーレムの胸元を指差す。

「え？　胸？　どした？　ノエルがうらやましくなるくらいの巨乳とか？」

「違います！　あと、私は巨乳がうらやましいなんて一度たりとも思ったことはありませんからね!?」

　うん、どうでもいい指摘！

「ああっ！」

　と、今度はウィッキの声。

　ウィッキもノエルさんと同じようにゴーレムの胸部を指差していた。

「ケイさん！　水晶頭蓋です！」

「……え？」

「ゴーレムの胸で光っているやつですよ！　魔王の遺産の『水晶頭蓋』です！」

　改めて僕はゴーレムの胸の部分をじっと注視する。

　泥やレンガが混じり合って鎧のように固まっている胸部に、キラキラと光る何かがあった。

　よく見えないけど、あれが魔王の遺産『水晶頭蓋』？
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　なるほど。なるほどなるほど。

　状況を整理すると、初めて見るタイプのウッドゴーレムが水晶頭蓋の無尽蔵の魔力を使って鬼強化＆鬼凶暴化したってわけか。

　ゴーレムが放っている圧迫感は、やっぱり魔力によるものなのね。

　つまり、うかつに近づくと僕たちも『魔力症』にかかってしまう可能性が高い。

　うん。

　控えめに言って――とんでもなくヤバい状況じゃないですか！
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　地面から這はい出てきたウッドゴーレム――いや、これはもう土クレイゴーレムか――がゆっくりと立ち上がった。

　天を覆うほどの大きさはないものの、周囲の樹木ほどの大きさがある。

「……ぐおおおおん！」

　早速僕たちを見つけたクレイゴーレムは、敵意を剥き出しにして大きく腕を薙ぎ払った。

「う、わっ！」

　ゴーレムの腕が周囲の木々を薙ぎ倒す。

　同時に、強烈な突風が起きた。

　刃のように鋭い風が、木々を切り裂き遺跡の壁を切り崩す。

　これはただの突風じゃない。僕も使える【風刃】の魔術だ。

「ま、魔術!?」

　ノエルさんが驚いた声をあげる。

「し、し、信じられません。魔術を使うウッドゴーレムがいるなんて！」

「それだけじゃなさそうです。あれを見てください」

　僕は破壊された森の木々を指差す。

　ゴーレムが薙ぎ倒した木々が、すさまじいスピードで枯れていく。

　ウィッキの祠を襲ったウッドゴーレムと同じ『呪い』の効果だ。

「あのゴーレムを止めないと、レリクトの森が破壊されてしまいます！」

「そゆことね！　よっしゃあ！」

　僕の声にラキナさんが大きく気合を入れた。

「どうやらあいつが凶暴化の元凶って考えてよさそうだし、ここはあたしたちに任せてケイくん！」

「え？　あ、いや、でも――」

「大丈夫！　まだ星はないけど、あたしたちも一いっ端ぱしの冒険者なんだから！」

　そうしてラキナさんは、ノエルさんにアイコンタクトを送る。

「いつも通りいくよ、ノエル！」

「……ええ、わかりました！」

　ノエルさんが答えた瞬間、ラキナさんは剣を抜き、ゴーレムに向かって走り出した。

　僕はその速さに驚いてしまった。

　常識じゃ考えられないくらいの速さ。

　それも、いきなりのトップスピードだ。

　そういえばラキナさんは【剣術師系統】の俊敏力特化型って言ってたっけ。

　たぶん、スキルで身体能力を向上させているのだろう。

　魔術ばっかり見ていたけど、【剣術師系統】のスキルツリーにも生活に役立つような物があるのかもしれないな。

「ほらっ、あんたの敵はこっちだよっ！」

　ラキナさんは俊敏力をいかして、翻弄するようにゴーレムを攻め立てる。

　ひらひらと周囲を飛び跳ね周り、掴んでこようとするゴーレムの手をかいくぐる。

「あはっ、ざんね～ん。もうそこにあたしはいませ～ん」

　舌をペロッと出して、ゴーレムを煽あおりまくる。

　その言葉がわかったのかゴーレムは地響きのような鳴き声をあげ、次々とラキナさんに向かって攻撃を繰り出していく。

　両腕の物理攻撃と【風系魔術】を駆使するゴーレムだったが――ラキナさんの体を捕らえることはできない。

「いやん、グズ♪」

「ぐおおおん……」

「もう、ちゃんと戦ってよね。ドンクサさん♪」

「どぐおおおおん！」

　しだいにゴーレムの鳴き声に怒気がこもってくる。

　あれは完全に頭にきてるな。

「ノエル！　そろそろいいよ！」

「了解しました！」

　合図を受けたノエルが、杖を構える。

　ノエルさんは【魔術師系統】の水系特化型……だったっけ。

　僕が習得している水系統は【恵雨】だけど、ノエルさんはどんな魔術を使うんだろう。

「いきます！　【凍棘アイスジャベリン】！」

　杖の先にキラキラと輝く小さな水玉と風の渦が集まってきたかと思った瞬間、バンと爆ぜ、巨大な氷の塊がゴーレムに向かって発射された。

「こ、氷!?」

　驚いてしまった。なにせ、【魔術師系統】のツリーには氷魔術なんてものはなかったからだ。

【水系魔術】に特化したら氷系を習得できるとか？

　いや、でもスキルツリー自体が存在しなかったからな。

　ノエルさんが放った氷の塊は、氷の粒を撒き散らし地面を凍りつかせながらゴーレムめがけて飛んでいく。

　そして――左腕に命中。

　刹那、氷の塊が爆発し、すさまじい冷気を周囲にばらまく。

「ぐお……おん」

　左腕から胸にかけて瞬間冷凍されたゴーレムが片膝を突いた。

　それを見て、ラキナさんがゴーレムに襲いかかる。

「よっしゃ！　サスノエ！」

　ラキナさんが剣を振り抜く。

　金属がかち合ったような音。

　いくばくかの静寂の後――ゴーレムの左腕と胸部の一部が粉砕した。

「……おおっ！」

　思わず声をあげてしまった。

　息が合った完璧な連携。

　凍りつかせたのは、身にまとっている鎧を脆もろくさせるためで、ラキナさんがゴーレムを翻弄していたのは、射出型の魔術を確実に当てるためか。

「いえい！　ラキノエコンビの圧・倒・的・大・勝・利ぃ！」

　ひらりと舞い降りてきたラキナさんが、言葉に合わせて僕にダブルピースを向けてくる。かわいいけど、すごくうざい。

「どうケイくん？　カッコイイお姉さんたちに惚ほれちゃった？　けどだめだよ。あたしたちは人類の憧れの存在であって、ケイくんひとりのものじゃ――」

　と、そこでラキナさんが言葉を飲み込んでしまったのは、自分でうざい発言をしていると自覚したからというわけではない、と思う。

　体の左半分を失っていたはずのゴーレムが、何ごともなかったかのように立ち上がってきたのだ。

「う、う、ウソでしょ!?　冗談はよし男くんなんだけど！」

「ま、まさか……!?」

　冷静なノエルさんも唖然としている。

　ウッドゴーレムなら、さっきの一撃で勝負ありだったと僕も思う。

　だけど、こいつはただのウッドゴーレムじゃない。

　魔王の遺産で凶悪強化された、魔力で動いているクレイゴーレムなのだ。

　その証拠に、ラキナさんたちによって粉砕された左半身は、いつの間にか鎧と同じ泥やレンガで補強されている。

　ただ粉砕しただけでは復活してしまう。

　魔力を供給している水晶頭蓋をどうにかしないと――。

「……あっ！」

　一瞬の隙を突いて、死角から伸びてきたゴーレムの手が、ラキナさんの体を掴んだ。

「ラキナッ!?」

「クソッ！　【ウインドエッジ】っ！」

　即座に【風刃】を放つ。

　真空の刃がゴーレムの右腕を斬きりつける。

「ぐおおおおん！」

　表皮を覆う泥の鎧ごと腕を真っぷたつに切り裂く。

　その巨大な手の中から解放されたラキナさんだったが、気を失っているのか膝からその場に崩れ落ちてしまった。

　マズい。このままだとゴーレムに狙われてしまう。

「ノエルさんはラキナさんをお願いします！」
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「……えっ!?　でも、ゴーレムは!?」

「あいつは僕がなんとかします！」

　などと話している間に、僕が切断したゴーレムの右腕は復活していた。

　左半身と右腕がいびつな形になってしまったゴーレムが倒れているラキナさんに手を伸ばす。

　こっちには見向きもしてない。

　絶対殺すマンになってる。

　ラキナさん、煽りまくってたからな。

「お前の相手は僕だっ！」

　注意を引きつけるために、【風刃】を連発する。

　動きを止めるために両足を切断してやったが、瞬く間に泥とレンガの足で復活してくる。

　なんて再生力だ。

　これは【風刃】じゃ、どうにもならないな。

　――やるなら一気に、全身を破壊する必要がありそうだ。

　魔術ラッシュをかけるために、ステータスで魔力量を確認。





体力：５８０／５８０　魔力：５７０／８７０






　よし。何回か魔術を使ったので多少減っているけど、問題はない。

　残りの魔力を全部ぶつけてやる。

「まずはこれだっ！　【マッドマター】！」

　動きを一時的に止めるために【泥沼】の魔術を放つ。

　ゴーレムの足元がぬかるみに変化し、膝ほどまで地面に埋まっていく。

　一瞬、「泥で造られたゴーレムだから効かないんじゃ？」と不安になったけど、しっかりと動きが止まってくれた。

　ゴーレムがバランスを崩して地面に手を突く。

「一気にいくよっ！」

　すうっと息を吸い、魔術を唱える。

「……【フレイムバースト】！」

　僕が放ったのは、以前よりさらに強力になった【爆炎】魔術だ。

　レベルが五に上がって火炎球が巨大化し、爆発の威力も上がっている。

　爆発範囲が広がっているため、周りの被害を考えるとあまり連発したくないけれど、そうも言っていられない。

　火事が起きたらすぐに【恵雨】で鎮火するので許してください！

　一発目の【爆炎】はゴーレムの左腕を破壊した。

　すかさず修復を始めるゴーレム。

　僕は続けて【爆炎】を放つ。

　ゴーレムは魔法障壁のようなものを発生させ、二発目を耐えた。

　姑こ息そくな真似を。

　続く三発目。障壁が砕けた。

「まだまだっ！」

　四発目。胸部に命中。

　胸部が爆散。

　キラキラと輝く水晶頭蓋が空中を舞う。

　驚くべき回復速度で復活したゴーレムの左手が、水晶頭蓋を掴んだ。

　そこを狙って、ダメ押しの五発目。

　ちゃんと当てられるか心配だったけど、見事に命中。

　爆散した瓦礫と一緒に、水晶頭蓋が地面に落下した。

「……ぐ、おおん……」

　断末魔のような叫び声をあげ、ゴーレムがぐらりと揺れた。

　そして、地面に膝から下を埋めたまま、頭から地面に倒れる。

「……す、すごい」

　驚嘆の声が聞こえた。

　ノエルさんに抱きかかえられているラキナさんだ。

　どうやら意識が戻ったらしい。

　怪我もなさそうだし、よかった。

「あの化け物……ケイくんひとりで倒しちゃったよ……信じらんない」

「…………」

　驚嘆の表情のラキナさんとは対照的に、ノエルさんは喉に何かが引っかかっているような、物言いたげな表情だった。

　ううむ。これは後で質問攻めにされるかもしれないな。

　倒れたゴーレムの周囲の草花が呪いのせいで枯れ始めていたので、急いで【呪詛】魔術を発動させた。

　そして、そばに落ちていた水晶頭蓋を拾い上げる。

　おびただしい魔力が放出されているのが雰囲気でわかった。

「ケイさん、早く封印術を」

　ウィッキが声をかけてきた。

「早くしないと、ケイさんも魔力症にかかってしまいます」

　そうだった。急いで封印しないと発狂しちゃうんだった。

　慌てて【結界封印】を発動させる。

　ウィッキの祠に結界を張った時と違い、今回は目に見えた変化が現れた。

　光の塵ちりが空から降ってきて、僕が握る水晶頭蓋の周囲に集まってくる。

　光は小さな渦になり、やがて円形の膜を形成した。

　それで封印されたとわかったのは、禍まが々まがしい魔力の放出を感じなくなったからだ。さらに辺りの空気からも圧迫感がなくなり、心なしかレリクトの森が明るくなったような雰囲気すらある。

　なんだか既視感があるなと思った。

　これは、もふもふ野原に流れている空気と同じだ。

　心地よい穏やかさ……と言えばいいんだろうか。

　それが森全体に広がっている気がする。

「お、おお……っ」

　ウィッキがふわふわと僕の肩から飛び立つと、周囲をぐるっと見渡し始めた。

「レリクトの森が……森が昔の姿に戻りましたよっ！」

「え？　昔の姿？」

「そうです！　本来の美しいレリクトの森ですよ！　やったぁ！」

　うれしそうに僕の周りを飛び回るウィッキ。

　なるほど。これがレリクトの森の本来の姿なのか。

　たぶん、数十年前から魔王の遺産の影響で少しずつ森が魔力に侵され、呪われた姿に変わっていったのだろう。

　ウィッキも魔王の遺産の存在は知っているみたいだったけど、それがモンスターの凶暴化の原因だってことは知らなかったようだし。

　なんにしても、森がもとの姿に戻ってよかった。




【レリクトの森の本来の美しさを目の当たりにして大感激！　50ptゲット！】




　ファンファーレの音と共に幸福ポイントが反応した。

　これは幸福ポイントがもらえて当然って感じだね。まぁ、もう少しポイントが高くてもいい気がするけど。

　それにしても、今日はいろいろと刺激的な日だ。

　異世界に転生して初めて人と話して、魔力が尽きるくらいの戦いをして――うん、これはこれで楽しかった。

「あの、ケイくん？」

　と、どこか言葉に詰まっているようなラキナさんの声。

「そ、それって……まさか封印したの？」

「はい。封印は完了しました」

「……マジですか。本当に封印魔術、使えちゃうんですか」

　唖然とするラキナさん。

　ノエルさんもさらに何か言いたそうな顔をしているし、見てないところでこっそりやるべきだったかもしれない。

「と、とりあえずですね、森のモンスターが凶暴化していた原因はこれだと思うので、もう町の人たちが襲われることはないと思いますよ」

「……ホント!?　てことは依頼達成ってことだよね!?」

「え？　ええ、そうなりますね」

「ぃやったぁ！」

　ラキナさんが、それはそれはうれしそうに飛び跳ねた。

　なんだろう。この喜びよう。

「ずいぶんとうれしそうですね」

「実は最近、連続で依頼を失敗していたんです」

　そう答えてくれたのは、ノエルさん。

　僕は首をかしげてしまった。

　あれ？　もうすぐ一ツ星の試験を受ける資格を得られるって言ってなかったっけ？

「先日受けたジャイアントアントの討伐依頼は『リアルで見ると気持ち悪いから』という理由で敵を前に逃げ出してしまい、ドラゴンフルーツの採取依頼は木に登れなくて断念したんですよ」

　え、何その子供みたいな失敗理由。

　君たちって三ツ星冒険者を目指しているんだよね？

「なので、冒険者ギルドから『今回の調査依頼が失敗したら、迷子の飼い猫探しレベルの依頼しか紹介できなくなる』と言われていたんです。危うく実績も白紙状態に戻るところでした」

「そ、そうだったんですね」

　まぁ、ギルドとしてもそんな理由で失敗されまくってたら『町のお使いレベル』の依頼しか紹介できなくなるよね。

　なんというか、うん――。

　いろいろな意味で、ゴーレムを討伐できてよかったなぁ！
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　封印した水晶頭蓋は、遺跡の地下深くに隠しておくことにした。

　僕が魔術を解除しない限り封印は解けないのでモンスターが悪用することはないだろうけど、森が安全になったことで封印魔術が使える魔術師が来るかもしれないからね。

　しかし、本当に魔王の遺産ってとんでもない代物だな。

　こんなものが世界各地に残っているなんて、考えただけでもゾッとする。

　ノエルさんの話では危険な魔王の遺産を封印して回ってる組織があるみたいなので、全力で応援したいと思う。

「……それにしても、ずいぶんと印象が変わったねぇ」

　遺跡を離れて歩いていると、何気なしにラキナさんがそんなことを口にした。

　なんの印象だろう。

　もしかして、本来の姿になった森のことを言っているのかな？

「そうですね。確かになんだか明るい印象になりましたよね。森から殺気がなくなったっていうか……」

「違う違う。森のことを言ってるんじゃなくて、キミのことだよ」

「……え？　僕？」

「そ。あたしを助けるためにすごい魔術を連発してゴーレムを圧倒して、めっちゃカッコよかった。あたしのドキはムネムネしっぱなしだったよ」

「……っ」

　ドキッとしてしまった。

　女性からカッコいいなんて言われるのは初めての経験だ。

　転生前は仕事ばかりで女っ気はなかったし、女友達すらいなかった。

　なんだか恥ずかしい。

「……ムフ」

　激しくうろたえる僕を見て、ラキナさんは楽しそうに笑った。

「というのはウソで、ケイくんが言う通りこの森の印象のことなんだけどね？」

「……ふぇ？」

「あは、いい顔するねぇケイくん。ホントかわいいなぁ。うりうり」

「や、やめて……ほっぺたグリグリしないで……」

　ノエルさんに視線で助けを求めたけど、口を半開きにしてうらやましそうにこちらを見ていた。

　え、何その顔？

「……とまぁ、冗談はさておきだね。今回の依頼はすごく楽しかったよ」

　僕のほっぺたをムニムニしながら、ラキナさんは笑う。

「ケイくんのおかげで綺麗なものを見られたし、おいしいものもいっぱい食べられたし。それに、キミを見てると、楽しみながら冒険者をやるのもいいのかなって思っちゃう」

「依頼を楽しみながらやっちゃダメっていうルールはないですからね。苦しみながらやるより、そっちのほうが絶対いいと思います」

　つい口から出てきたけれど、僕らしくないセリフだなと思った。

　夢や目標を達成するために妥協はしない。

　人生を楽しむのは、お金や地位を手に入れてから。

　ゆっくりするのは老後でいい。

　僕も転生前はそんなふうに考えていた。

　だけど、病気になって命を落として異世界に転生してからは、考えが大きく変わったような気がする。

　何よりも、目の前のことを楽しむ。

　地位や名誉、お金は二の次。

　空を見上げて夢や目標を追いかけるのもいいけれど、地面に咲く小さな花を見て「綺麗だな」って思うことも人生にとって大切なことなんじゃないだろうか。

「……ねぇ、ケイくん」

　ふと聞こえたのは、僕の名前を呼ぶラキナさんの声。

「これからあたしたちと一緒に町に行かない？」

「……え、町ですか？」

「そ。前向きなケイくんと一緒なら、あたしたちももっと冒険者……というか、毎日を楽しめるような気がするんだよね」

　ラキナさんはそう言って、ノエルさんを見た。

「ノエルはどう思う？」

「えっ？」

「ケイくんと一緒に町に行かない？　絶対楽しいと思うからさ」

「…………」

　しばしノエルさんは考え、静かに口を開いた。

「私はラキナと違って人生に楽しみなんて必要ない派なのですが……まぁ、ラキナがそうしたいのならしかたがありませんね」

「あはっ」

　ラキナさんが吹き出す。

「まったく。ノエルってば、正直じゃないんだから」

「……はい？」

「ちょっと聞いてよケイくん？　実はノエルって、ケイくんくらいの年の子が超大好きでさ。さっきも『ケイが好きな食べ物ってなんなんですかね？』とか真剣に悩んでて。それなのに、いざ一緒に行こうって言ったら興味ない素振りで――」

「ぬぅわあぁっ!?」

　ノエルさんがすさまじいスピードでラキナさんの口を手で塞ぐ。

　その顔は爆発しそうなくらいに真っ赤だった。

「ララ、ラキナっ！　それは絶対に秘密にしてって言ったでしょう!?」

「あれ？　そうだっけ？　でもいいじゃん。ほら、『好きこそものの上手なれ』って言うしさ。……あれ？　意味違う？」

「ちょっと黙ってくださいラキナ！　それ以上、口を開いていると【アイスジャベリン】で凍りづけにしますよ！」

「えわ!?　ちょ、ごめんてノエル！　謝るからマジ顔で魔力を込めた杖をこっち向けないで！　魔術が出ちゃう！　魔術が出るけどデンジャーだよそれ！」

「何をやっているんですかふたりとも」

　痴話喧げん嘩かなら僕のいないところでやってほしい。

　女性同士の仲睦むつまじい姿を見るのは目の保養になるんだけどさ。

「……と、いうわけで、どうかな？　ケイくん」

　後ろからノエルさんに羽交い締めされながら、ラキナさんが尋ねてきた。

　僕はしばし考える。

　ラキナさんたちと町に行く――。

　つまり、彼女たちと一緒にレリクトの森を出るということだ。

　ウィッキとも話していたけれど、そろそろ森を出る頃合いだとは思っていた。

　幸福ポイントはかなり貯まっているし、レベルも相当上がっている。

　ただ、森の外での生活で問題になるのが僕の見た目の年齢だった。

　できれば保護者的な人がいれば助かるなと思っていたので、ラキナさんたちがいてくれると僕としてもすごく助かる。これははっきり言って、渡りに船だ。

「……いいかな？　ウィッキ？」

　一応、肩に乗っているウィッキに尋ねてみた。

「もちろんですよ。ボクはどこまでもケイさんについていきます」

　そう答えてくれたウィッキの鼻は、ひくひくと動いていた。

　ウィッキも外の世界に興味があるって言ってたし、一緒に行きたくてしかたがないのかもしれない。

　うん。だったら、何も問題はないな。

「ありがとうございます、ラキナさん、ノエルさん」

　僕はふたりに頭を下げ、続ける。

「一緒に町に行きましょう」

　これは新たな門出、というやつなのかもしれない。

　一ヶ月近く生活してきた森を出て、新たな世界で暮らす――。

　想像しただけでワクワクが止まらなかった。

　なにせレリクトの森だけでもこれだけ楽しいことがあったんだ。

　世界が広がれば、もっともっと楽しいことがあるはず。

　僕は改めて心に誓った。

　幸福ポイントを使って、もっとこの世界を楽しもう、と。




【新しい門出にワクワクが止まりませんね！　いざ新しい世界へ行きましょう！　３００ptゲット！】










第三章　初めての依頼!?




　森林都市スロート。

　それがラキナさんたちが拠点にしている町の名前らしい。

　その町のことや、森の外の世界――特に僕たちがいるこの国のことをラキナさんやノエルさんがいろいろと教えてくれた。

「というわけで……もぐ……レリクトの森やスロートの町があるエリューデ王国は……あぐあぐ……勇者エルデの出身地として有名ってわけ……むぐ」

　ドヤ顔で説明してくれるラキナさんだったが、もぐもぐと口を動かしているので話の二割くらいは理解できなかった。

　レリクトの森を出た僕たちは、のんびりとした時間が流れる街道を歩いていた。

　現代のように舗装されているわけではないけれど、きちんと整備されていて、森の中を通っていた道とは大違いだ。

　たぶん、この道はこの世界における『国道』みたいなものなのかも。

　だけど、それほど人が行き交っているというわけじゃなかった。

　スロートの町に向かっているのか、僕たちと同じ方向に走る荷馬車が時々通るだけで人影は見当たらない。

　ぽかぽかとした日差し。

　頬をなでる心地いい風。

　ビルのような背の高い遮しゃ蔽へい物ぶつが何もないので、はるか遠くの山々までくっきり見える。

　そんな気持ちのいいところを歩いていれば、お腹も空くというもの。

　だから小腹を満たそうと【調理】スキルで『キノコ肉まん』を作ったのだけど、これがめちゃくちゃおいしかった。

　外はふっくら。中はジューシー。

　がぶりと食らいつくと、キノコと肉のうまみが口の中にぶわっと広がる、これまで食べた肉まんの中でもダントツトップのおいしさだった。

　作り方は『エルダン麦』と『歩きキノコ』、それに『うさぎ肉』をかけ合わせるだけ。なんて簡単なんだろう。

　ちなみに、エルダン麦とうさぎ肉はノエルさんにもらった。

　いざという時のために食材を携帯しているらしいのだけれど、まさか麦まで持っているとは思わなかった。

　いきあたりばったりのラキナさんとは違うなぁ。

「なんだか失礼なことを言われた気がする」

「……ぎくっ」

　ラキナさんにジト目で睨にらまれてしまった。

　なんで気づいたんだろう。

　まさか心の声を聞けるスキルとか持っているのかな？

　ラキナさんは大きく咳せき払ばらいをして、続ける。

「とにかく、勇者エルデの出身地として有名なエリューデ王国は、緑の王国とも呼ばれていて、森林地帯が多いってわけ」

「へぇ、そうなんですね」

　森林地帯が多いのか。てことは、レリクトの森みたいな綺麗な自然のスポットがたくさんあるのかもしれないな。

「ちなみに、国王様はエルフ族です」

　そう付け足してくれたのは、ノエルさん。

　僕は首をひねる。

「エルフ？　というのは？」

「森人族とも呼ばれている種族です。私たち人間よりも寿命が長く、ずば抜けた魔力量を持っていますが、個体数は全種族の中で一番少ないんです」

　なるほど。

　魔術師にピッタリの種族だな。

「ちなみに、人間とエルフ以外にはどんな種族が？」

「そうですね。エリューデ王国と深い関わりがあるのは手先が器用で火の精霊と親交が深いドワーフ族や、頭がよくて商売に長たけた小人ハーフレッグ族……あとは、魔王の眷けん属ぞくといわれている魔族ですね」

「魔族」

　確かウィッキが言ってた種族だ。

　僕たち人間と似たような見た目だけど、角が生えていたり尻尾が生えていたりするとかなんとか。

「魔王の血を引いてるのに、人間社会で暮らしてるんですね」

「当然風当たりは強いですよ。『魔王復活のために魔王の遺産を集めている』なんて噂も流れていますし。大抵の魔族は特徴を隠して暮らしています」

「そ、そうなんですね」

　魔王復活とか怖すぎるな。

　水晶頭蓋みたいなアイテムがたくさんあれば世界征服も簡単にできそうだし、成り行きとはいえ封印して正解だった。

「ちょいちょい、おふたりさん。辛気臭い話はそれくらいにしてクレリック」

　寒いギャグをぶっ込んできたラキナさんは、ドヤ顔で遠くを指差していた。

「あそこ見てよケイくん。森林都市スロートが見えてきたよ」

「……おお」

　思わずため息のような声が漏れてしまった。

　ラキナさんが指差す先――。

　僕たちがいる丘の下に広がっていたのは、なんとも美しい巨大な都市だった。

　山間に流れる大きな川に寄り添うように広がっているスロートの町は、周囲を城壁のようなもので囲まれていて、さながら城塞のようにも見える。

　そんな町の中で最初に目がいくのは、町の中央部にある森のような場所だ。さながら森の一部を移植してきたような森林部に、ひょっこりと尖った屋根のある建物が見える。

　あれはお城かな？




【美しいスロートの町を見て感動しました！　１４０ptゲット！】




　早速、幸福ポイントが反応した。

「えっへん、どう？　すごいでしょ？」

　自分が作りましたとでも言いたげに、胸を張るラキナさん。

「はい。こんなすごい景色は初めて見ました。ちなみに、あの森の中にある建物はなんですか？」

「ん？　ああ、あれね……えと、その……酒場？　とか？」

　いや、絶対ウソでしょ。

　あんなでっかい酒場があるわけがない。

「よし、あたしの代わりに教えてやっちゃれ！　ノエルん！」

「……はあ。本当にラキナは」

　ノエルさんは重～いため息をついて続ける。

「あれはエルフの教会ですよ。エリューデ王国の町には必ず森林地帯に囲まれた教会があるんです」

　なるほど教会か。そういわれると、どこか荘厳な雰囲気がある。

　エルフの教会ってことは、森の精霊を信仰していたりするのかな？

　森の精霊といえば――。

「ウィッキとか」

「……ふがっ？」

　肩の上でのんびりしていたウィッキが放ちかけていた大あくびを飲み込んだ。

「ボクが何か？」

「ウィッキって、エルフから信仰されてたりするの？」

「エルフ？　あ～、いや、まぁ……されてますけど、彼女らに崇あがめられているのは精霊王様クラスの上位精霊ですね。ボクみたいな下っ端の粗霊は、誰も相手にしてくれませんよ……」

「そ、そうなんだ」

　語尾が尻すぼみになっていくウィッキを見て、なんだか申し訳ない気持ちになってしまった。

　ちょっと世知辛い話になりそうだったので、その件についてはこれ以上触れないことにして、スロートの町へと向かう。

　近くで見る城壁は、遠くで見るよりもすごく立派だった。

　町の紋章なのか、赤い旗が掲げられた大きな門がいくつかあって、多くの人たちが行き来している。

　門の両側に武装した衛兵が立っているのが見えた。

　全身キンキラキンの鎧を着ていて、手には長い槍やりを持っている。

　顔が見えないのでちょっと怖い。

　もしかして入るのにお金を取られるのかも……と思ったけど、簡単な荷物検査をされただけで終わりだった。

　おまけに「依頼、お疲れさまです」とか「おかえりなさい」なんて優しい言葉をかけてくれた。なんだかうれしい。

　もしかして冒険者って尊敬されてたりするのかな？

「うわぁ……」

　スロートの町は外観もすごかったが、中もすごかった。

　所狭しと並ぶレンガ作りの家。

　屋根が赤で統一されているのは、そういうルールがあるのだろうか。

　比較的背の高い建物が多いのは、周囲を城壁で囲まれているからかな。

　スペースが限られているので、どうしても上に改築していくしかないのかもしれない。

　レンガで整備された道には、さまざまな人たちが歩いていた。

　ラキナさんみたいに剣を携えた軽装の人に、ノエルさんと同じ三角帽子を被かぶった人。彼らも冒険者だろうか。

　でも、商人風な人が多いかな？

　そんな彼らを相手に、道の両側には食べ物や消耗品を売っている露店が並んでいる。

　さながら縁日か夏祭りといった雰囲気だ。

　すっごくワクワクする。




【町の活気を目の当たりにして胸が高鳴りますね！　50ptゲット！】




　幸福ポイントをもらえた。

　まいどまいど、ありがとうございます。

「あ、そうだ」

　幸福ポイントのファンファーレの音で、僕ははたと気づく。

　町に来たのはいいけれど、手持ちのお金がないんだった。

　レリクトの森を出てから何度か幸福ポイントをもらえたし、換金しておいたほうがいいかな。





名前：ケイ・タニヤ

レベル：18　経験値：12／６００

体力：５９０／５９０　魔力：９２０／９２０

腕力：11　生命力：13　器用：16

知力：28　俊敏力：13　幸運：32

タレント：幸福ポイント（４９９０pt）




スキルポイント：41

スキル：【炎牙　Lv２】【爆炎　Lv５】【風刃　Lv２】【恵雨　Lv１】【泥沼　Lv１】【鑑定眼　Lv３】【錬金　Lv３】【調理　Lv３】【木工　Lv３】【呪詛　Lv１】【結界封印　Lv３】






　かなり幸福ポイントが貯まってるな。

　というか、レベルも上がってない？　遺跡でゴーレムを倒したからかな？

　レベル上げとスキルツリーチェックは今晩やるとして、ポイントの一部をお金に換えておこう。

「二千ポイントを換金っと……あっ」

　お金に変換のボタンをタップして、僕は失敗したことに気づく。

　前に五ポイントをお金に変換した時は五枚銅貨が落ちてきたけど……もしかして、二千枚銅貨が落ちてくるのかな？

　それは結構マズいんじゃなかろうか。

　だってここ、人の往来が激しいし。

　お金の価値はよくわからないけど、道にお金をぶちまけちゃったら変なトラブルに巻き込まれちゃうかも。

　やっぱりキャンセルしようかと思った時、目の前に小さな麻袋が落ちてきた。拾ってみると、中には銀貨が山ほど入っていた。

　すごい。換金額が大きくなったらちゃんと袋に入って出てくるなんて、めちゃくちゃ親切なシステムだ。

　しかも銅貨じゃなくて銀貨になっているし。

　たぶん、銅貨だと量が多すぎちゃうから銀貨にしてくれたのかな？

　両替のレートはわからないけど、ありがとう幸福ポイントさん。

「じゃあ、あたしたちは冒険者ギルドに行くけど、ケイくんはどうする？」

　ポーチの中にお金をしまっていると、ラキナさんが声をかけてきた。

「一緒にギルドに行く？　てか、ケイくんも冒険者に登録しちゃう？」

「え？　できるんですか？」

「子供なのにって？　んまぁ、大丈夫でしょ。たぶん」

　誘っておいて適当だな。

　などと思っていると、ノエルさんが続ける。

「問題はありませんよ。冒険者になるための資格は特にないですから。ただ、信用度がゼロから始まるので、ひとりで依頼を受けようとしてもお使いレベルのものしか斡あっ旋せんしてもらえないと思いますが」

　まぁ、そうだよね。どこの馬の骨ともわからない人間に、重要な依頼を回すわけないだろうし。

「でも、冒険者かぁ」

　僕はしばし考える。

　森での生活と違って、町の生活で必要になってくるのは『お金』だ。

　食べ物は【調理】スキルでいいとしても、住む場所が必要になる。

【木工】スキルで住居くらい作れるかもしれないけど、町に勝手に家を造ったら怒られそうだし。

　とはいえ、お金の心配は今のところしなくていい。

　なにせ僕には幸福ポイントがあるのだ。

　幸福ポイントを換金したお金を使って町の中で楽しいことをしちゃえば、また幸福ポイントが手に入るはず。

　ああ、素晴らしきかな、ポイ活マッチポンプ。

「ありがたいですけどやめておきます。お金の貯たくわえはありますし、しばらくのんびりしようかなと」

「えぇ？　のんびりぃ？」

　ラキナさんが訝しげな目で見てくる。

「何それ？　子供なのにのんびりしたいの？　もしかしてケイくんの正体って、おじいちゃんとか？　若作りしすぎじゃない？　てんせーってそういう魔術？」

「ち、違いますよ」

　転生の話はしていたけど、転生前は何歳だったとかそういうことまでは伝えていない。だって、中身がオッサンとわかったら変に気を使われそうだし。

「と、とにかく、ありがたい申し出ですが冒険者になるのは遠慮しておきます」

「そっか～、おけまる水産！　でも、やりたくなったらいつでも言ってね」

　ラキナさんがかわいらしくオーケーサインをする。

　いや、おけまる水産って。

　前々から思ってたんだけど、ラキナさんのギャグってちょっと日本臭がするよね？　もしかしてあなたも転生者？

　そういうわけで、冒険者ギルドへ依頼達成の報告に行くというラキナさんたちとは後ほど酒場で待ち合わせることにして、いったん別れることになった。

　町の中で単独行動するのはちょっと不安だったけど、周りを見ると僕と同じくらいの年齢の子が歩いていたのでたぶん、大丈夫だろう。

　ノエルさんに教えてもらったのだけど、彼らが小人族という種族らしい。なんでも大人の年齢になっても見た目が子供なのだとか。

　そんな種族がいるのなら、同伴者を探す必要はなかったかな。

　完全に取り越し苦労じゃん。

「……ま、いっか。それじゃあウィッキ。早速、町を探索しようか」

「はい！」

　ウィッキがうれしそうに空中でくるっと回る。

　そうして僕とウィッキは、幸福ポイントで得たお金を片手にスロートの町を探検することにした。




＊＊＊




　まず僕が足を運んだのは、すごくいい匂いがしている屋台だった。

　前を通りかかった時から気になってたんだよね。

　すごく香ばしいというか、食欲をそそるおいしそうな肉の匂い。たぶん、串焼き屋みたいな感じかな。

　転生前、たまに仕事の帰りにひとり串焼きとかやってたっけ。

　なんだかあの頃が懐かしい。

「らっしゃい！」

　屋台の前に来ると、声をかけられた。

　年は三十代くらいだろうか。筋骨隆々とした、マッチョのお兄さんだ。

　串を焼いていたからか、お兄さんは額に汗をにじませながらも爽やかな笑顔を覗かせる。

「何か欲しいものはあるかい？　なんでも言ってくれ」

「あ、ええっと……初めてなんですけど、お勧めはありますか？」

「おっ、串焼きは初めてかい？　だったら、チョリソーヤをお勧めするぜ」

「チョリ？」

　聞き慣れない名前に首をかしげてしまった。

「レリクトの森の幸を使った串焼きだよ。モムの肉、マンブリンガの実、それに、ヨドリニンニクを焼いたやつだ。ほら、おいしいから食べてみな？」

　お兄さんは焼きたての串を一本渡してくれた。

　串には肉と野菜がバランスよく並んでいて、甘そうなタレがよく染み込んでいる。食べなくてもわかる。これ、めちゃうまいやつやん。

「これ、ください。お代はいくらですか？」

「いいよいいよ、そいつはサービスだ」

「ふぇっ!?」

「その代わり、今後ともウチをごひいきにお願いしますよ？」

「あ、ありがとうございます！」

　なんていい人だろう。見た目も爽やかイケメンだし、きっと人気があるんだろうな。

　というわけで、早速、もらった串にがぶりと食らいつく。

　瞬間、口の中にタレの甘みとジューシーな肉汁がぶわっと広がる。

「う、うまっ！」

「だろ？」

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべるお兄さん。

　これはお世辞抜きにうまい。

　驚いたのは、肉がトロットロに柔らかいことだ。

　見た目は普通の串焼き肉なのに、ここまで柔らかいなんて意味がわからない。

　これはちょっと作り方が気になるな。




【チョリソーヤ：スロート名物の串焼き。効果：体力＋10パーセント　腕力＋10　効果時間：２４０秒　レシピ：モムのもも肉、マンブリンガの実、ヨドリニンニク、串焼きの甘ダレ】




　ちょっと【鑑定眼】で見てみた。

　レベルが上がっているので、効果やレシピまでわかっちゃうんだよね。

　ちょっと情報窃盗みたいな感じだけど。

「ケ、ケイしゃん……」

　と、ウィッキの声。

　ふと肩を見ると、超絶物欲しそうに口の端から光るものを覗かせているウィッキがこっちを見ていた。

「あ、ごめん」

　すっかりウィッキのことを忘れてた。

　残りの串焼きを渡すと、また猫みたいにうみゃうみゃ言いながら食べ始めた。かわいい。

　というか、ウィッキは僕以外の人には見えないけど、食べてる串焼きはどんなふうに見えるんだろ？

　ウィッキの食べっぷりを見てると、またお腹が空いてきた。

　お金はあるし、あと何本か買おうっと。

「すみません、あと二本同じものをいただけますか？」

「おっ、いい食いっぷりだな！　焼き立てを準備するからちょっと待ってな！」

　お兄さんが新しくチョリソーヤを取り出して、ジュウジュウと焼き始める。

　すぐにいい香りが鼻腔をくすぐり始めた。

「ところで小人族の旦那、ここ辺りじゃ見ない顔だけど冒険者の方かい？」

　お兄さんが尋ねてきた。

　どうやら僕のことを小人族と勘違いしてるらしい。

「いえ、冒険者じゃないんですが、ちょっと世界を旅していまして」

「へぇ、旅かい。いいねぇ。てことはスロートの町に来たばかりとか？」

「実はそうなんです。右も左もわからないっていうか……」

「それじゃあ『ケトの旅出は盛大に』だな」

　お兄さんが、片頬を釣り上げる。

　意味がわからなかった僕は首をひねってしまった。

「これはエリューデの猟師に伝わることわざだよ。要約すると『旅立つ若者には優しくしろ』って意味さ。知りたいことがあったら、俺になんでも聞きな」

　お兄さんがニカッと笑う。

　なんていい人なんだろう。僕が女子だったら一発で恋に落ちてたと思う。

　そんなお兄さんいわく、ケトとはエリューデ王国でよく目にする渡り鳥のことらしい。すごく知能が高い鳥で、餌付けをすると翌年、家族を連れてやって来るのだとか。

　優しくするとかなりの数になって戻って来るから、そこを仕留めるというわけか。少しかわいそうな気がするけど、猟師はそういう職業だからな。

　でも、と汗だくで串を焼いているお兄さんを見て思う。

　知りたいこと、か。

　大抵のことならウィッキに聞けばわかる。

　なので、どうせならウィッキも知らないことを教えてほしいけど……。

「ねぇ、ウィッキ。前に『外の世界にも詳しい』って言ってたけど、どのくらいの知識があるの？」

「ふみゃ？」

　もぐもぐと咀嚼しながらウィッキがこっちを見た。

　口の周りがタレでベトベトになってる。

「知識でふか？」

「うん。ウィッキでもわからないことがあるのかなって」

「そうですねぇ……」

　ウィッキは口の周りをなめながら続ける。

「世界の歴史や地理には詳しいですが、人間の建造物についてはあまり詳しくないですね」

「建造物？」

「はい。たとえば、この町のどこに何があるかとか」

　ああ、そういうことか。

　ウィッキはほかの精霊と交信して情報を得ていると言ってたけど、精霊があまりいない人間世界には疎いってことか。

「あの、お兄さん。この町について教えていただけませんか？」

「ん？　スロートのことかい？」

「はい。たとえば、おいしいご飯が食べられるところとか、町を楽しめるところとか……あとは、旅の準備ができるお店も教えてほしいです」

「そうだな。お勧めの飯といったらスロートの酒場『山猫亭』のモム鍋かな」

「モム鍋？」

「この串にも使ってるモムの肉と野菜をトロットロに煮た鍋さ」

「……じゅるっ」

　思わずよだれが出てしまった。

　絶対うまいやつだ。

「モムは塩焼きにしてもおいしいから一度食べてみるといい」

「ありがとうございます。この後、酒場に行く予定なので食べてみます」

「旅の準備は、この先にある鍛冶屋の路地を入ったところにある雑貨店でできると思うぜ」

「雑貨店、ですね」

「ああ、そうだ。それと……ほれ」

　お兄さんは取り出した紙に何かをサラサラと書いて僕に渡してくれた。

「……えと、これは？」

「紹介状みたいなもんだ。こいつを店主のフィリオってやつに出せば少し安くしてもらえると思うよ。あいつにはいろいろと貸しあるからな」

　フッフッフ、と不敵な笑みを浮かべるお兄さん。

　貸しってなんだろう。ちょっと怖い。

　しかし、この人、本当に神じゃなかろうか。

　いや、もしかしてこの人が特別なんじゃなくて、この世界が優しさであふれているのかな？　ラキナさんたちもすごくいい人たちだったし。

「また何かあったらここに来な。俺にできることなら手を貸してやるから」

「あ、ありがとうございます！」

「ま、そん時は串焼きの一本でも買ってくれよな？」

「もちろんです」

　笑顔を交わす僕たち。

　こんなおいしい串焼きなら、毎日食べたいからね。

　二本分の串焼きの代金は、銅貨二枚だった。物価がわからないので安いかどうかはわからないけど、手持ちは銅貨二千枚分だし、微々たるものだ。

　そういうわけで、僕はもう一度お兄さんにお礼を言って、教えてもらった雑貨店に向かうことにした。

　金かな槌づちのマークが入った看板のお店――たぶん、鍛冶屋だろう――を曲がって路地に入ってすぐに、アウトドア用品店みたいな品しな揃ぞろえのお店があった。

　ここが教えてもらった雑貨店か。

　転生前は仕事の毎日だったのでキャンプなんてやったことがなかった。

　なので旅に必要になる物がわからず、店長のフィリオさんにいろいろと聞きながら必要なものを一式購入することにした。

　テントの代用になる『タープ』という布と、タープを張るためのロープ。

　あとは、火をおこすための油や火打ち石。寝具などなど。

　結構な値段になるかなと思ったけど、お兄さんの紹介状を見せたところ、青い顔をして半額にしてもらった。

　事情を聞いてみたけど「他愛もないことですよ、あはは……」とフィリオさんは笑っていた。

　目が全然笑っていなかったので、相当な弱みを握られているのかもしれない。

　ううむ。優しさで満ちあふれている幸せな世界だと思ったけど、そうでもないのかな……。
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「……あら、かわいいお客さんね」

　夕暮れになり、多くのお客さんで賑にぎわっている酒場『山猫亭』――。

　ラキナさんたちとの約束通り、町での買い物を済ませてからやって来たんだけど、お店に入るやいなや、なんともセクシーなお姉さんに声をかけられた。

　肩から胸元まで露出しているオフショルの青いワンピースに、腰までありそうな艷やかなブロンドヘア。

　エプロンをつけてるから、もしかして給仕さん？

「山猫亭へいらっしゃい。見ない顔だけど、初めてかしら？」

「あ、え……は、はい」

　視線の向けどころに困ってドギマギしてしまった。

　女性経験が疎い自分が呪わしい。

「おひとり？　よかったら一緒にのむ？　晩酌をしてあげてもいいけど？」

「ふぁ!?」

　ば、晩酌!?　こんなセクシーなお姉さんに!?

「だだ、大丈夫です。ししし、知り合いが後で来ると思うので！」

「ふふ、慌てちゃって。かわいい」

「……っ」

　自分でも顔が真っ赤になっているのがわかる。

　というか、なんなんだこの人は。
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　給仕ってお客から注文を聞く仕事だよね？

　え？　もしかしてここって、そういうサービスもやってるの？

「……あっ、ケイくん！」

　頭の中が大混乱に陥っていると、聞き覚えのある女の子の声がした。

　声のほうを見ると、テーブルを囲んでいるラキナさんとノエルさんの姿があった。

　ホッと安あん堵どする僕。

　なんだろう。チンピラに絡まれた時に警察官を見つけたような安心感。

　僕は給仕のお姉さんに「知り合いがいたので行きます！」と断りを入れて、ラキナさんたちのもとへダッシュする。

「ごめんねケイくん。来るのが遅かったから先に始めちゃった」

「かっ、かまいませんよ！　全然！」

　むしろ助かったというか！

　肩で息をしていると、ラキナさんがどこか楽しそうな視線を向けてくる。

「てかさ、今、給仕さんに落とされそうになってなかった？」

「ふぁっ!?　見てたんですか!?」

「んまぁね。ノエルが『あのアバズレ給仕、氷漬けにしていいですか？』ってすごい顔で睨んでて大変だった」

「ちょ！　ラキナ!?」

　涼しい顔をしていたノエルさんの顔が一瞬で発火する。

「でも、子供の僕にお酒なんて勧めていいんですかね……？」

「たぶん、小人族と間違われたんじゃないかな。小人族って見た目がかわいいから、大人の女性に人気なんだよね。なんていうか、癒やし的な？」

「そ、そうなんですね」

　だからあんなふうに言い寄ってきてたのか。

　小人族と間違われるのはメリットだなと思ってたけど、こういう場所では逆に危ないのかもしれない。なんていうか、僕の貞操が。

「というか、それどしたの？」

　ラキナさんが僕の背中に視線を向ける。

　僕が背負っているのは、雑貨店で買ってきたリュックだ。

　旅に必要な物がいろいろと入っているので、僕の体よりも大きいサイズのリュックを買ったのだ。

「旅に必要なものを買ったんです」

「え？　旅？」

「はい。しばらくはこの町を拠点にして、いろいろなところに足を延ばしてみようかなと」

「お～、なるほど～！　それはいい考えだねぇ！」

　にんまりとラキナさんが笑う。

　どこに行くかはまだ決めていないけど、スロートの町の近くにある観光スポット的なところを回ってみようと思う。

　おいしいものを食べて、町のお祭りみたいなのがあったら参加したりとか。そういうイベント的なことも串焼き屋のお兄さんに聞いたら教えてくれるかな？

　などと考えていたら、セクシー給仕のお姉さんが注文を聞きにやって来た。

　とりあえずリンゴジュースを頼んだら、耳元で「注文までかわいいのね？」と囁かれた。うう、恥ずかしい。

「そ、それで、ラキナさんたちはこれからどうするつもりなんですか？」

「え？　あたしたち？　ん～……」

　骨付き肉を頬張りながら、ラキナさんは続ける。

「ケイくんと同じで、しばらくはスロートに滞在して依頼を受けるつもりだよ。試験を受けるためのお金を貯めないとね」

「試験？」

「以前にケイにもお話しした、冒険者試験ですよ」

　そう答えてくれたのは、ノエルさん。

「一ツ星の冒険者になるには試験を受ける必要があるんです。実績は貯まってきているんですが、お金が足りなくて」

「なるほど、そういうことですか。ちなみに、試験費用ってどのくらいかかるんです？」

「ひとり銀貨五枚ですね」

　聞いてはみたものの、どれくらい価値があるのかいまいちわからない。

　幸福ポイントを換金した時、銅貨二千枚が山ほどの銀貨に変わってたから、そこそこの価値はあると思うけど。

「銀貨一枚って銅貨に換算するとどれくらいですか？」

「十枚ですね。貨幣は十進法で価値が上がっていくんです。ちなみに、宿に一泊するのにかかるのは、銅貨五枚くらいですね」

　ということは、冒険者試験費用の銀貨五枚は銅貨五十枚相当。

　宿十日分くらいの価値か。

　ふたり分となると、宿二十日分。結構大変な金額だ。

　ラキナさんが重～いため息をつく。

「冒険者試験の難易度って、めちゃくちゃ高いらしくて合格率は十パーセントくらいなんだよね。だから、一回でクリアできればいいんだけど……ねぇ？」

「私は問題ありませんが、ラキナがダメですね」

「ねぇノエル？　オブラートって言葉、知ってる？」

「知りません。おいしいんですかそれ？」

　真顔で答えるノエルさん。

「まぁ、毒舌ノエルんは魔術の天才だから試験くらい余裕なのは事実なんだけどね」

「魔術の天才……あっ」

　ラキナさんの口から出てきたその言葉を聞いて、僕は前々からノエルさんに尋ねたかったことを思い出す。

「そういえば、ノエルさんが使っていた氷の魔術なんですけど、あれって何系統の魔術なんですか？」

　レリクトの森でノエルさんが使っていた氷の魔術。

　スキルツリーに【氷系統】なんてものはなかったし、どうやって発動させているのかずっと疑問だったんだ。

「ふふふ、よくぞ聞いてくれましたね、ケイ」

　キラリとノエルさんの目が光った。

　獲物を見つけた肉食獣みたいな目。ちょっと怖いんですけど。

「私の氷魔術はただの魔術ではありませんよ。あれは『複合魔術』と呼ばれるもので、熟練した魔術師のみが使える技なんです」

「複合……魔術？」

　初めて聞く名前だ。

「複合魔術は、複数の魔術を組み合わせて新しい効果を発動させる特殊な魔術のことです。私の氷は【水系統】と【風系統】を合わせて発動させています」

　ノエルさんが言うには、複合魔術は『組み合わせ』と『魔力比率』が重要で、適当な組み合わせをしても効果は発動しないし、組み合わせが合っていても比率を間違っていたら同じく失敗してしまうらしい。

　繊細な魔力コントロールが必要なのだとか。

「へぇ、そういうものがあるんですね。全然知らなかった」

「うぇっへん。どう？　ノエルってすごいでしょ？」

　ラキナさんがまるで自分のことのように自慢げに鼻を鳴らす。

「若くして複合魔術が使えるノエノエは、王国魔術院からスカウトされたことがあるんだから」

「へぇ！　そうなんですね！」

　王国魔術院って確か、封印魔術が使えるくらいのエリート魔術師が集まる場所だったよね。

　そこからスカウトされるなんて、やっぱりノエルさんはすごいんだな。

「でも、どうして行かなかったんですか？」

「……え？」

「魔術院って、魔術師のエリートが集まる場所なんですよね？　魔術師の憧れ的な」

　雰囲気からして魔術師であれば誰しもが夢見る場所のような気がする。

　でも、ノエルさんはその誘いを断って冒険者になったんだよね。

「…………」

　ノエルさんの周りの空気がピンと張り詰めたような気がした。

　拒絶するような沈黙の壁。

　これ以上聞かないでほしいと言いたげなサイン。

　失敗した。ちょっと立ち入ったことを聞きすぎたかも。

　焦った僕は慌てて話題を変えることにした。

「あの、ラキナさん。もし何か依頼を受けるのであれば、お手伝いしますよ」

「えっ？」

「しばらくはここを拠点にいろいろな場所に足を延ばす予定ですし、ついでに……と言ったらちょっと失礼かもしれませんが」

　ラキナさんたちが町から少し離れたレリクトの森にいたことを考えると、行動範囲は広いと考えていいと思う。

　となると、ラキナさんたちについていけば、町の周辺から少し離れたところまでいろいろな場所に行ける可能性が高い。

　串焼き屋のお兄さんに観光名所を聞いて足を延ばすのもいいけど、依頼を手伝いながら見知らぬ場所に行ったほうが楽しそうだ。

「あ、報酬は気にしないでください。お金は僕のタレントを使えば――」

「えっへへ～」

　僕の言葉を遮るように、ラキナさんがだらしなく頬を緩めた。

　な、なんだいきなり。

「ど、どうしたんですか？」

「や、実はね？　すでに新しい依頼をギルドで受けてきてるんだけど、ケイくんに協力をお願いできないかな～って思ってたんだ」

「ああ、そういうことですか」

　よかった。てっきり変な発言をしちゃったのかと焦っちゃった。

　ラキナさん、適当な性格なのにそういう発言は聞き逃さないからなぁ。

「旅をしたいって言ってたケイくんにピッタリの依頼だと思うんだよね」

「旅をしたい僕にピッタリ？」

　なんだろう。ちょっと気になる。

「どんな依頼なんです？」

「え？　えと、護衛依頼……なのかな？　たぶん」

　ラキナさんが自信なさげにしばし視線をふわふわと泳がせ、助け舟を求めるようにノエルさんを見た。

「……はぁ」

　ノエルさんは、重いため息をひとつ。

「先程依頼主さんと内容を確認したばかりじゃないですか」

「えへへ、そういうのはノエルにお任せっていうか」

　テヘペロ、と小さく舌を出すラキナさん。

　本当ならイラッとくる反応のはずなのに、少しだけキュンとしてしまうのはかわいい女の子の特権か。

「ほ、本当にラキナは……」

　もしかしてノエルさんもときめいてしまったのだろうか。

　いつもの毒舌はどこへやら、こほんと咳払いをして気まずそうに続ける。

「今回の依頼は、北の霊峰アリューシア山を越えたいという方の道案内兼護衛です」

「え？　道案内？」

「はい。簡潔に言えば……『霊峰越え』の同行依頼ですね」
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　スロートの町はエリューデ王国の要所とも呼ばれている町で、レリクトの森で採れる資源の取引のために多くの人々が訪れている。

　この町で取引された資源は、馬車と川船を使ってエリューデ王国中に運ばれているのだが、問題がひとつだけある。

　それは、エリューデ王国の首都、王都バルフロアとの位置関係だ。

　国王が住む王都に向かうには、町の北に広がる霊峰アリューシア山を越えるか、大きく山を迂う回かいするしか方法がないのだ。

　アリューシア山に街道は通っているものの、エリューデ王国一の標高を誇るため山越えは苛烈を極め、さらにモンスターや山賊も多く、忌避する者が多い。

「そんなところに行くんだから、しっかり準備しないとだよね、ウィッキ」

「そうですね」

　酒場『山猫亭』の二階――。

　宿として部屋貸しされている一室で、僕はウィッキとベッドに腰掛けて頭をひねっていた。

　これは知らなかったんだけど、酒場は宿屋としての顔もあるらしく、大抵はこうして二階が部屋貸しされているのだとか。

　料金はノエルさんに教えてもらった通り、一泊で銅貨五枚。食事はつかず、中庭の井戸は自由に使っていいらしい。

　ちなみに世界を転々としているラキナさんたちも、ここに部屋を借りている。

　スロートの町にはいくつか宿があって、気分で泊まる場所を変えているのだとか。そういう生活も楽しそうだ。

「ちなみに……あぐ、山登りに必要な装備は……あむ、買ったんですか？」

　干し肉を頬張りながらウィッキが尋ねてきた。

「一応ね。でも本格的な登山ってわけじゃなくて、ちゃんとした道を歩くんだって。だから装備は旅に必要なもので平気なはずだよ」

　部屋の片隅に置いてある大きなリュックを見る。

　あの中にひと通り旅に必要なものは入っている。

「だけど、もしもの時のために準備だけはしておこうと思ってるんだ」

「もしもの時？」

「そ。たとえば、怪我をした時のためのポーションとかさ」

　明日登るのは、標高が王国一高い『霊峰』と呼ばれる山なのだ。

　現代だったら電話ひとつで救急車が駆けつけてくれるけど、この世界にそんなものはない。

　小さな怪我でも、歩けなくなったら命に関わる。

　ノエルさんに聞いてみたけど、傷を癒やす魔術はないらしいので怪我をした時の応急処置はポーション頼みなのだとか。

「なるほど。てことは明日、出発前に錬金屋に行くんですか？」

「それがちょっと問題があってね。どうやらスロートの町は深刻なポーション不足みたいなんだよね」

　ラキナさんに聞いたんだけど、今、スロートの町でポーションを手に入れようと思うと、相場の十倍はする『裏取引』しか方法がないらしい。

　ポーションが不足している原因は、レリクトの森のモンスター凶暴化だ。

　モンスターのせいで森に入れなくなって、ポーションの原材料になる薬草が不足しているのだ。

　水晶頭蓋は封印したので森に入れるようになったけど、薬草が流通するのはしばらく先になるだろう。

「だから生成しようと思って」

「生成？　ポーションを？」

「うん。【錬金】スキルを使えば簡単に生成できるんだ」

　森にいた時に習得した【錬金】はポーションを作るためのスキルで、レベル三まで上げている。レベルによって、生成できるポーションの種類が増えたり、効果が高くなったりするみたい。

　この【錬金】スキルも【調理】スキルと同様で素材をかけ合わせるだけで生成できるスグレモノだ。

　ちなみに、【錬金】スキルも一般には普及していないスキルらしい。

「す、すごい！　そんなスキルがあるんですね！」

「驚くのはまだ早いよウィッキ。スキルツリーを見てた時に、ちょっとびっくりするようなアイデアを思いついたんだ」

　僕は置いていたリュックの中からキラキラと光る青い液体が入った小瓶を取り出した。

　これはラキナさんから借りてきた貴重な治療ポーションだ。

　傷口にかければ、あっという間に傷が癒えるという魔法の薬。これを現代に持ち出すことができれば、医療革命が起きるだろう。

　と、そんなことはどうでもよくて。

「……？　そのポーションをどうするんです？」

「えへへ、ちょっと見ててね。【分解】！」

　スキルを発動させると、手にしていたポーションの瓶が光の粒に代わり、やがていくつかの薬草に姿を変えた。

【鑑定眼】を使って薬草を見てみると、『フェヌグリーク』に『ガランガー』、そして『はちみつ』が各二個ずつあった。

「……わっ！　ポーションが薬草に変わった!?」

「すごいでしょ？　これは【分解】といって、アイテムを素材の状態に戻せるスキルなんだ」

　このスキルはスキルツリーの【錬成師系統】で見つけたんだけど、ちょっとチート級にヤバいんじゃないかと思ったんだよね。

　能力は『アイテムを素材の状態に戻す』というシンプルなもの。

　それだけ見たら必要ないアイテムを再利用するときくらいにしか使えなさそうだけど、レベルを上げると追加される能力がちょっと反則的だった。




【分解：アイテムを素材に戻す。レベルが上がるとボーナスで追加の素材がもらえる確率が上がります。Lv：20　ボーナス確率50パーセント】




　つまり、このスキルを使えば『五十パーセントの確率でポーション二個分の素材が手に入る』ということ。

　それだけですごいのに、さらに恐ろしいのは回数制限がないことだ。

　簡単に言えば、何度でも分解できる。

　たとえば、ポーションをひとつ持っている状態で【分解】スキルを使う。

　そこでボーナスが発生するとふたつ分の素材が手に入るので、【錬金】でポーションをふたつ生成できる。

　そしてまたそれを【分解】すれば、ねずみ算式でポーションが無限に作れてしまうというわけだ。

　もし、ボーナスが発生しなかった時はいったんポーションを作ってボーナスが発生するまで【分解】を繰り返せばいい。

　ううむ。ちょっとスキルの設定、間違ってませんかね？

　これだけで一生、食べていけそうな気がするけど。

「そんなスキルがあるんですね……初めて聞きました」

「僕も驚いたよ。でも、このスキルがあればポーションを無限に生成することができるよね」

「それを市場に流通させたら錬金屋さんが廃業に追い込まれそうです」

「もちろんそんなことはしないよ。今回、この手を使うのは町が深刻なポーション不足に陥っているからだし。流通がもとに戻ったら二度と使わないよ」

　幸福ポイントのおかげでお金にも困ってないからね。

「そのほうがいいかもしれませんね。ポーションはほかにも作るんですか？」

「そうだね。疲労回復ポーションと、魔力回復ポーションを作っておこうかな」

　全部ひとつずつラキナさんに借りてきた。

　これを複製すれば、明日の依頼もバッチリなはず。

　というわけで、眠くなるまでちまちまと内職をすることにした。

　ポーションを分解して生成するを繰り返した結果――各十個くらいのポーションが用意できた。

　これくらいあれば、いざという時でも対応できるだろう。

　あとは、ステータスも上げておこうかな。

　霊峰アリューシア山にはモンスターや盗賊が出るかもしれないって言ってたし。今のままでも退けることができると思うけど、一応。
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体力：６５０／６５０　魔力：１３２０／１３２０
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　うん。ここまで上げれば大丈夫だろう。

「スキルも【分解】以外に覚えておこうかな」

　戦闘系――は今のところ十分だから、日々の生活にも使えそうなものがいいな。

「……お、これとかよさそう」

　スキルツリーを眺めているとよさそうなものを見つけたので、いくつかスキルポイントを振って習得しておく。

　よし。これくらいで準備は大丈夫だろう。

　あとはゆっくり寝て、明日に向けて体力を回復させておこう。

「よし、じゃあそろそろ寝ようか、ウィッキ――」

　少しだけしょぼしょぼし始めた僕の目に飛び込んできたのは、ベッドの上でふかふかのお腹を出して寝ているウィッキの姿だった。

「……あは、気持ちよさそう」

　森にいた時から、たまにこんなふうに寝ているのを見かけるんだけど、精霊って皆こんな無防備なのかな？

　これはこれでかわいいんだけど。

　でも、本当に気持ちよさそうだなぁ。

　――ウィッキのお腹。

「…………」

　どうにも我慢ができなかったので、ウィッキのふかふかお腹に軽く顔を埋めてモフらせてもらうことにした。

　はい。なかなかのお手前でした。おやすみなさい。




＊＊＊




「ん～！　しっかし、いい天気だねぇ！　絶好の登山日和っ！」

　さんさんと降り注ぐ陽の光を浴びながら、気持ちよさそうにう～んと伸びをしたのはラキナさんだ。

　スロートの町を出発して一時間ほど。

　僕たちは今、アリューシア山の山道を歩いていた。

　山道といっても、穏やかな森の中を歩いているような雰囲気。

　ラキナさんじゃないけど、山登りに適した好天ですごく気持ちがいい。やっぱり見知らぬ土地を歩くのって、楽しいな。

「……とはいえ、油断はできないけどね」

　木々の隙間から、荘厳なアリューシア山の頂上部分がちらちらと見えている。

　山の反対側にある王都バルフロアに向かうには、あの山頂を越えなければならない。

　ラキナさんたちは旅に慣れているので平気だと思うけど、少し心配なのは依頼主さんだ。

「大丈夫ですか？　ヤムルさん」

　僕と同じ懸念を抱いたのか、ノエルさんが依頼主のヤムルさんにそっと尋ねた。

「ありがとうございますノエルさん。今のところ大丈夫ですよ。こんなに気持ちがいい場所を歩くのは久方ぶりですし」

　ヤムルさんが胸元まであろうかという立派な白いヒゲをなでながら、目尻に深いシワを作った。

　依頼主のヤムルさんは、かなりの老齢だった。

　本人に聞いたわけじゃないけど、年齢は七十歳くらい……かな？

　日ひ除よけ用のフードの奥に見えるヤムルさんの髪の毛はヒゲ同様に真っ白。

　その年齢でアリューシア山越えはキツイんじゃないかなと思ったけど、事情を聞けばどうしても急いで王都に戻る必要があるらしい。

「しかし本当にありがとうございます、皆さん」

　そんなヤムルさんが、改めて僕たちに頭を下げる。

「急に院から呼び戻しがあって王都に戻らないといけなくなったのですが、護衛依頼を受けていただける方がおらず、困っていたんですよ」

　ヤムルさんの事情というのがそれだった。

　彼は王都バルフロアにある王国魔術院の職員で、スロートの研究所に来ていたところ、急きゅう遽きょ、院の会合に呼ばれて戻る必要が出てきたらしい。

　本来は魔術院の護衛団と一緒にアリューシア山を迂回して王都に戻る予定だった。だけど、突然すぎて人員を確保できなかったとか。

　それで冒険者ギルドに護衛依頼を出したけど、引き受けてくれる冒険者は現れなかった……というわけだ。

　どうやらアリューシア山の危険性は冒険者界隈で有名のようで、命と天てん秤びんにかけて依頼を受ける物好きはいないらしい。

　というか、そんな危険な依頼だなんてラキナさんはひと言も言ってなかったよね。まぁ、知ってても協力したと思うけどさ。

「気にしないでください、ヤムルさん」

　ラキナさんが胸を張る。

「困ってる時は、お互いサマンサですから！」

「……はい？　サマ？」

　ヤムルさんが首をひねった。

　普通ならあきれ返るか怒りを覚えていいくらいのブッコミ具合だけど、ヤムルさんの顔は穏やかなままだった。

　すごくいい人だなぁ。

　なんだか僕のお爺ちゃんみたいだ。

　もしかして魔術師のエリートが集まる組織で働いているから、こんなにも心に余裕があるのかな。

　ちょっと魔術院ってところに興味が出てきた。

「ねぇ、ウィッキ。王国魔術院ってどんなところなの？」

　早速、もふもふ辞書ことウィッキに尋ねてみた。

「魔術院は魔術師を育成する学校を作ったり、魔術師でなくても魔術が使える『魔術書スクロール』を開発したりしている国家機関ですね。ちなみに、魔王討伐時に勇者エルデのパーティメンバーだった大賢者ベルも魔術院出身の魔術師です」

　ウィッキいわく、王国魔術院は『王国』という名を冠しているものの、国をまたいだ国際的な機関で世界中に支部があるらしい。

　そんなところで働いているなんて、やっぱりヤムルさんはすごい人なんだな。

「ところでケイさんも冒険者なんですか？」

　そんなヤムルさんに声をかけられた。

「見たところ……小人族というわけではないですよね？」

　思わずギョッとしてしまった。

　指摘されたのは初めてだ。

「そ、そうですね。僕は小人族でも冒険者でもない、普通の子供です」

　自分で普通の子供って言うのはちょっと変かもしれないけど。

「もともとはレリクトの森に住んでいたんですけれど、世界を旅しようかと思ってスロートの町に来たんです。今回はラキナさんに頼まれて、案内役のお手伝いを」

「なんと。ご両親は？」

「ええっと……いない、です」

　言葉に詰まってしまった。

　転生の話をしてもいいけど、一般的じゃないみたいだし説明に困る。

　さてどうしようか。

　悩んでいると、ヤムルさんが申し訳なさそうに頭を下げた。

「これは立ち入ったことを聞いてしまいましたね。どうかお許しを」

「えっ!?　い、いえ、そんな気にしないでください！」

　めちゃくちゃ恐縮してしまった。

　僕みたいな子供にそこまでするなんて。

　エリートなのに腰が低い人なんだな。

「ケイくんとはレリクトの森で出会ったんですけど、なんていうか……本当に不思議な子なんですよね」

　楽しそうな声で会話に入ってきたのは、ラキナさん。

「危険なモンスターがうろついてるレリクトの森を自分の庭みたいに歩いてただけじゃなくて、名所をあたしたちに紹介する余裕すらあって」

「へぇ、そうなんですね」

「たぶんアリューシア山の名所も知ってるんじゃないかな？」

「それは楽しみですね」

「ですよね～」

　ラキナさんが、ニマニマと期待に満ちた視線を向けてくる。

　とりあえず、引きつった笑顔を返しておいた。

　だって、そんな期待をされても困るし。

　一応、ウィッキに「この山の名所はある？」と聞いてみたら、山頂付近にすごい眺めの場所があって、そこで夜を越すのがいいんじゃないかと勧められた。

　予定では行きと帰りの二回、山中で野宿をするつもりなので、そこでキャンプするのがいいかもしれない。

「……あ、そうだ。ヤムルさん、その荷物お持ちしましょうか？」

　ヤムルさんの肩から下げている重そうなショルダーバッグを見る。

　旅の道具が入っているんだろうけど、老齢の方にはきつそうな大きさだ。

「ありがとうございます。でも、ケイさんも大きな荷物を持っているようですし、お気持ちだけいただきます」

「僕なら平気ですよ。こう見えて、レリクトの森の中で鍛えてきましたからね」

　むん、と力こぶを作る。

　まぁ、鍛えていたというのは真っ赤なウソだけど。

　森では毎日のんびり暮らしてました。

「本当に大丈夫なんですか？　ケイ？」

　ノエルさんが不安げに声をかけてきた。

　僕は笑顔で返す。

「大丈夫ですよ。こんなこともあろうかとスキルを習得してきたんです」

　昨晩、【分解】スキル以外にも、身体能力向上系のスキルも習得してきたのだ。覚えたのは筋力とスタミナ向上。それをレベル七まで上げておいた。

　今の僕ならふたり分の荷物を持っても全然平気だろうし、なんならノエルさんたちの荷物を担いでも余裕だと思う。

「す、すごいですね」

　そのことを説明したら、ノエルさんは目を丸くしていた。

「そんなスキルも習得できるなんて、魔術だけじゃなく近接戦闘もいけるのではないですか？」

「そ、そんなことはないですよ」

　とは言ったものの、幸福ポイントを使えば剣術系のスキルも無尽蔵に習得できると思う。別に最強になりたいわけじゃないから、覚えないけど。

　ゆっくりのんびり、この世界を楽しめるスキルがあればそれでいい。

　などと考えていると、ファンファーレが鳴り響いた。




【ノエルに褒められてうれしくなっちゃいましたね！　あ、もしかして、相手がかわいい女の子だから？　35ptゲット！】




　……うん、ひと言多くない？

　急に馴れ馴れしくなってる感じがするけど、気のせいかな。

　胸中で幸福ポイントにツッコミつつ、ヤムルさんから荷物を受け取った僕は、山道をのんびり歩いていく。

　危惧していた危険なモンスターも出てこないし、山賊が出てくる雰囲気もない。これはポーションが無駄になったかもしれないな。

　危険がないのはすっごくいいことなんだけどね。

「……おお」

　そうして歩くこと数時間。

　途中で何度か休憩を挟みながら到着したのは、夕日に染まった絶景のパノラマが楽しめる展望地のような場所だった。

　ここがウィッキの言っていた『すごい眺めの場所』だ。

　周囲に視界を遮る木々はなく、はるか彼方かなたの山々までくっきりとよく見える。

　山越えをする人たちがここをキャンプ地にしているのか、テントを張れるくらいのスペースに焚き火の跡があって、近くには薪が置かれた小屋まである。

　真新しい薪もあるみたいだし、ここを使った人が減った分を適時補充しているのかな？

「うわぁ……すごい眺めじゃない、ノエル？　迫力マウンテンだよ。山だけに」

「ええ、素晴らしいですね」

　ラキナさんの寒いギャグを華麗にスルーするノエルさん。

「これは驚きましたね」

　そんなふたりに続いて、ヤムルさんが感嘆の声を漏らした。

「山越えをするのは初めての経験なのですが、こんな素晴らしい眺めが楽しめるなんて思いもしませんでした。ありがとうございます、ケイさん」

「い、いえ」

　なんだか照れちゃうけど、喜んでくれているみたいだしよかった。

　あとでウィッキにお礼を言っておかないとね。

「ん～……」

　大きく深呼吸して、僕もヤムルさんたちと最高の眺めを堪能することにした。

　遠くに見えるのは、険しい山々。

　その奥には、広大な海も見える。

　でも、一番目を引くのは、眼下に広がる城壁に囲まれたスロートの町だ。

　似たような景色を先日見たけど、茜あかね色に染まるスロートの町は、また違った美しさがある。




【憂愁を秘めた景色に感動がとまらない！　１５０ptゲット！】




「ケイ」

　と、幸福ポイント獲得のファンファーレに便乗するように、ノエルさんが声をかけてきた。

　なんだろうと思って彼女を見ると、何かを期待するかのように目をキラキラと輝かせていた。

「……ど、どうしました？」

「私、こんな綺麗な景色を見たのは初めてです！」

「そ、そうなんですね。それはよかったです」

「不ぶ躾しつけですが、ほかにも似たような珍しいものを見られる場所はありますか!?」

「え？　ええっと……」

　ちらりとウィッキを見ると、ドヤ顔でこくこくとうなずいていた。

「は、はい。何ヶ所かあるみたいです。ちなみにこういうのが見たい、みたいな希望はありますか？」

　そう尋ねると、ノエルさんはズズイッと興奮気味に身を乗り出してくる。

「私、ペンギンというものを見てみたいです！」

「……は？」

　今、ペンギンって言った？

　いや、聞き間違いだよね？

「ペンギンです！」

　どうやら聞き間違いじゃなかったらしい。

「ラキナから教えてもらいました！　こういった山には、ペンギンというかわいい生き物がいるんですよね!?」

「あ～……」

　なるほど、なんとなく理解できた。

　完全にラキナさんにウソを吹き込まれていますよそれ。

「ええと、どうでしょう。いる……のかな？」

「もし、ペンギンが棲んでいる場所を知っていたら案内してくださいね！」

「は、はい」

　勢いで押し切られてしまったので、一応、ウィッキに聞いてみることにした。

　だってほら、ここは異世界だし『山ペンギン』みたいな珍妙な生き物がいるかもしれないじゃない？

「いや、いるわけないじゃないですか」

　あっさりと否定されちゃった。

　うん、わかってたけどさ。

「……よしっと！」

　と、ノエルさんにウソを吹き込んだ張本人のラキナさんが手を叩いた。

「ケイくんのおかげでいい景色も見られたことだし、そろそろテントを張ろうか。日が暮れそうだし、すぐにここも寒くなって――うひょっ!?」

　その時、思わず身震いをしてしまいそうな冷たい風が走った。

　昼間は大丈夫だったけど、やっぱり日が落ちてくると寒くなるみたいだ。

　これは温かいものを用意したほうがいいかもしれないな。

「テントを張ってから温かい飲み物を用意しましょうか」

「おっ!?　気が利くねケイくん。それって、もしかして？」

「はい。コーヒーです」

「やったっ！」

　ラキナさんがうれしそうに飛び跳ねる。

「え？　こんなところでコーヒーが飲めるのですか？」

「そうなんですよヤムルさん。ケイくんっておいしい飲み物とか食べ物を魔法みたいに呼び出せるんです」

「そ、それはすごい……」

　半ば信じられないと言いたげな表情を浮かべるヤムルさん。

　えへへ、楽しみにしといてくださいね。

　というわけで、ラキナさんとノエルさんが四人分のテントを張り、僕は焚き火と温かい飲み物の準備をすることにした。

　こういう場所で火をおこすのは大変なんだろうけど、【火牙】の魔術があるので簡単に焚き火を作ることができた。

　魔術って本当に便利だ。

　ヤムルさんには焚き火で暖を取ってもらい、僕はその横でコーヒーを用意する。【調理】スキルを使って、持ってきた材料を合わせて生成。




【エリューデコーヒー：煮出したコーヒー。別名『焚き火コーヒー』と呼ばれるもので、心身をリフレッシュさせる効果がある。効果：体力・スタミナ持続回復　効果時間：２４０秒　レシピ：コーヒーパウダー、マライアミルク、蒸留水】




　改めて効能を調べてみたけど、体力とスタミナの持続回復効果があったんだな。全然知らなかった。

　これは山登りにちょうどいい飲み物かもしれない。

「お待たせしました。温かいコーヒーです」

「ありがとうございます。いい香りですね」

　コーヒーカップを片手に、ホッとした表情を見せるヤムルさん。

　テントを張っているラキナさんたちにもコーヒーを配って回る。

　キャンプに慣れているのか、すでにふたつのテントができあがっていた。さすがは世界を旅する冒険者だ。

　残りのテント張りを手伝っていると、いつの間にか辺りが暗くなっていた。

　優しい焚き火の明かりが、四つのテントの影を暗闇の中に浮かび上がらせる。なんともいい雰囲気だ。

　それから【調理】スキルで作った料理をみんなで食べてから、ヤムルさんには先にテントで休んでもらうことにした。

　僕たちは、日の出まで交代で見張りだ。

　大丈夫だと思うけど、念のため。

　周りにモンスターがいる気配はないけれど、寝込みを襲われましたじゃ目も当てられないからね。

　コーヒーのおかげで眠気はなく、綺麗な星空も見ることができた。

　日の出まで寝られないのはちょっと大変だったけど、こういう経験も楽しいな。




【最高の眺望と、美しい夜空に心が躍りますね！　２５０ptゲット！】
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　やけに寒いなと思って目が覚めたら、吐く息が白くなっていた。

　レリクトの森で拠点にしていた『第二もふもふ野原』は一日中暖かかったので気づかなかったけど、冬が近いのかもしれない。

　いや、寒いのはここが山の上だから？

　気圧が下がると気温も下がるっていうし。

「おはようございます、ケイさん」

「あ、おはようウィッキ」

　寝袋の中から出ようとした時、どこからともなくふわふわとウィッキが降りてきた。

「なんだか寒いね？」

「そうですね。今の季節は春ですが、標高が高い山では雪が降ることもありますから」

「あ、やっぱりそうなんだ」

　予想は当たってたみたいだ。

　寝袋を縛ってからリュックの中にねじ込み、テントの外に出る。

　朝露できらめく景色はまた一段と綺麗だったけど――うん、やっぱりめちゃくちゃ寒い。

「……あ、おはようございます、ケイ」

「おはようございます」

　ノエルさんが焚き火の準備をしていた。

　――といっても、物理的なものじゃなくて魔術でだけど。どうやら彼女も【火系統】の魔術を使えるらしい。

　シュボッと焚き火がついたので、早速駆け寄って暖を取ることにした。

「ケイはちゃんと寝られましたか？」

「なんとか。厚手の寝袋を用意しておいてよかったです」

　雑貨店のフィリオさんに言われるがまま厚手の寝袋を買ったんだけど正解だった。荷物がかさばるので薄手でいいかなと思ったけど、薄手だったら凍死してたかも。やっぱりアドバイスって聞くべきだな。

　体の中から温かくしようと【調理】スキルでコーヒーを作ろうとした時、正面のテントから何かが飛び出してきた。

「さむさむさむっ！」

　ラキナさんだ。

「あっ！　おっはよ～、ノエルにケイくん！　いやぁ、山の朝ってむちゃくちゃ寒いんだね。ラキナさんは、またひとつ賢くなったよ」

　にっひっひと笑うラキナさんだったが、厚着しまくっているせいで見た目がオットセイみたいになっている。

　いくらなんでも厚着しすぎじゃないかな？

「誰がオットセイじゃ」

「何も言ってないです」

　勝手に心の声を読まないでください。

　というか、この世界にもオットセイっているんですね。

「とりあえず、おふたりには体を芯から温めるためのコーヒーと……あと、これをどうぞ」

「さんきゅ～ケイくん……って、これ何？」

「疲労回復ポーションですよ」

　ラキナさんが見ていたのは、黄金色の液体が入った疲労回復効果があるポーションだ。

　ちなみに、治療ポーションが青色で疲労回復ポーションが黄金色、魔力回復ポーションが赤色になっている。

　疲労回復と魔力回復は飲むタイプだけど、治療ポーションだけは塗布するタイプなので注意が必要だ。

　間違えて塗布するタイプを飲んじゃうと……ちょっと苦い。

「ポポ、ポーション!?」

　ラキナさんが素っ頓狂な声をあげた。

「いやいや、大丈夫だって！」

「えっ？」

「そうですよ！　こんな高価なものはいただけませんよ、ケイ！」

　続けてノエルさんがポーションを押し返してくる。

　あ、そういえば深刻なポーション不足なんだったっけ。

「お金は気にしなくていいですよ。それ、僕が作ったものなんで」

「……へ？　作った？」

「はい。僕の【錬金】スキルで」

「あはは、冗談はよし江ちゃんだよ、ケイくん」

　ラキナさんが引きつった笑顔を覗かせる。

「そんな、ねぇ？　ポーションが作れるスキルなんて馬鹿げたものがこの世界にあるはずが――」

「では、実際にやってみますね」

　言葉で説明するのが面倒だったので、治療ポーションを【分解】スキルで素材に戻して、再び【錬金】スキルでポーションを生成した。

「…………」

　ラキナさんだけではなく、普段はクールなノエルさんも口をあんぐりと開けていた。

「ウ、ウソでしょ？　マジで作れちゃうの!?」

「あ、ありえないです……そんな簡単に……き、貴重なポーションが」

　顔を青くするラキナさんとノエルさん。

　すぐにハッと我に返ったラキナさんに「そのスキルがあればお金が無限に作れるんじゃね!?　まさに錬金術じゃん！　あたしとゴールドラッシュしようぜ！」と持ちかけられたけど、無下に断った。

　僕のスキルでこの世界の経済を破壊するわけにはいきませんから。

　というか、千歩譲って商売を始めたとして、なんでラキナさんと山分けしないといけないんだろう。解せない。

「……あれ？　そういえばヤムルさんは？」

　と、周りにヤムルさんがいないことに気づく。

　この疲労回復ポーションはヤムルさんにこそ使ってほしいんだけどな。

「まだ寝てるんじゃないかな。ヤムルさんってば、ああ見えて意外と若いのかもね。ほら、お爺ちゃんとかって朝が早いじゃない？」

「そうですね。ラキナも朝は早いですからね」

「そうそうあたしも……って、ちょい待ちノエル。今、わかりやすく失言しなかった？」

「してないです」

　ラキナさんが殺意のこもったジト目をノエルさんに向けるが、彼女は意にも介さず涼しい顔で続ける。

「しかし、そろそろヤムルさんを起こしたほうがいいかもしれませんね。出発までに体を温めてもらいたいですし」

「そうですよね。ちょっと僕が起こしてきますよ」

　でも、ラキナさんじゃないけど朝が弱い年配の方って珍しいかも。

　僕の爺ちゃんも朝早くから起きて畑いじりをしてたっけ。爺ちゃんが作った野菜、めちゃくちゃおいしかったな。懐かしい。

「おはようございま～す……」

　ヤムルさんのテントをそっと開ける。

　すると、出発準備を終えているヤムルさんがうなだれていた。

「あれっ？　ヤムルさん？　どうしたんです？」

「ああ、おはようございますケイさん。ちょっと足が痛くて……」

「……足？」

　ヤムルさんは、しきりに右足の膝を擦さすっている。

「ええ。関節が痛くて立ち上がれないんです。じきに動けるようになると思うのですが……イタタ」

「そ、それは大変だ」

　もしかして、怪我でもしたのだろうか。

　すぐにポーションを取り出して、ヤムルさんの膝にふりかける。

「これは治療ポーションですか？」

「そうです。万が一のことを考えて持ってきたんですよ」

「な、なんと。スロートは深刻なポーション不足に陥っているはずでは……？」

「お気になさらず。それで、痛みはどうです？」

　もし怪我をしているのなら、これで楽になったはず。

　だけれど――。

「……あまり変わりはないですね」

　ヤムルさんは浮かない表情のまま。

　ポーションでも回復しないということは、怪我じゃない？

「もしかすると、状態異常かもしれませんね」

　声をかけてきてくれたのは、ウィッキだ。

「状態異常？　毒とか麻ま痺ひとかそういう？」

「はい。一度、【鑑定眼】スキルで調べてみたらどうでしょう」

「……そうだね」

　早速、言われた通りに【鑑定眼】スキルを発動させてみる。

　すると、ウィッキが言う通り、ヤムルさんのステータスにひとつの状態異常が付与されていた。




【重度の疲労：スタミナ最大値を超えて活動をし続けた場合に発生する状態異常。効果：全ステータス－５。スタミナ消費量１５００パーセント増加。効果時間：治療されるまで永続】

　なんだこりゃ。

　こんなマイナス効果初めて見た。

　動けなくなっているのは、スタミナ消費量が爆増しているせいか。

　というか、千五百パーセント増加って、一歩も動けないじゃない。

　さらに『治療されるまで効果が永続する』っていうのも凶悪すぎる。

「あの、ケイさん？」

「ん？」

　ふと気づけば、ヤムルさんがこちらを見て首を傾かしげていた。

「どうかなさいましたか？　誰かとお話をしていたようですが……」

「え？　……あ、いえ。なんでもないです。お気になさらず。あはは」

　普通に話してたけど、ウィッキはヤムルさんには見えないんだっけ。

　別に隠す必要はないけど、説明が難しいからウィッキと話す時は気をつけないとな。

　でも、とステータス画面を見て思う。

　これってどうやって治療すればいいんだろ。

　状態異常だから、疲労回復ポーションでも回復しないってことだよね？

「……ケイ？」

　と、僕の名を呼ぶ声。

　ノエルさんがテントの入り口からひょっこりと顔を覗かせていた。

「何かありましたか？」

「どうやらヤムルさんの足に疲れがきているみたいで」

　僕は状況をかいつまんでノエルさんに説明した。

「重度の疲労、ですか……」

　うむぅ、と首をひねるノエルさん。

　魔術の天才といわれていた彼女でも、これを回復する術は持ち合わせていないのかもしれない。状態異常を回復させる魔術自体が存在しないのかもしれないけど。

「節々の痛みに効くのは湯治……ですかね」

　ぽつり、とノエルさんが切り出した。

　僕は首をかしげる。

「湯治？　温泉ってことですか？」

「はい。北部の山岳地帯に温泉が湧いているところがあって、体の不調に悩んでいる方たちが利用しているという話を聞いたことがあります」

　ノエルさんいわく、体調を崩した貴族や上位の聖職者たちがお忍びで温泉に入りに行っているのだとか。

　この世界にも温泉があるのは驚きだけど、たしかに温泉に入ったら疲れを癒やすことはできるかもしれないな。

　問題は、どうやって温泉に入るかだけど。

　温泉は北部の山岳地帯にしか湧いていないみたいだし、この場でどうにかして温泉に入ることはできないかな？

　温泉が無理なら、熱々のお風呂とか。

　でも、沢で水を汲くんできて火にかけていたら、あっという間に日が暮れてヤムルさんが会合に間に合わなくなってしまう。

　何かこう、一瞬でお湯が出せる魔法みたいなものは――。

「……ん？」

　と、僕の目に留まったのは、首をひねっているノエルさんの顔。

　彼女を見た瞬間、ひとつのひらめきが降りてきた。

「あの、ノエルさん」

「……はい？　どうしました？」

「複合魔術のやり方、教えてくれませんか？」

「えっ？　複合魔術？」

　首をかしげるノエルさん。

　僕は深くうなずき、続ける。

「はい。ノエルさんの【氷系魔術】みたいに、複合魔術を使えば温かいお湯を魔術で出すことができるんじゃないかなって」
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　スキルツリーにはない複合魔術は、特定の魔術をかけ合わせることで新たな効果が生まれるという特殊な魔術だ。

　前に見たノエルさんの【凍棘】は、【水系魔術】と【風系魔術】をかけ合わせることで発動させている。

　そんなふうに別々の魔術をかけ合わせることで、熱々のお湯を出すことができるんじゃないだろうか。

「……へぇ、お湯か～。おもしろいことを考えるんだねぇ、ケイくんってば」

　ラキナさんが目を輝かせる。

　あわよくば『自分も熱々のお風呂に入りたい』って顔に書いてある気がする。

「でも、本当に魔術でお湯が出るの？　教えてノエル先生！」

「さすがに私もお湯を出す魔術の組み合わせはわからないですが、魔力コントロールの方法ならお教えできますよ。複合魔術の基本的なことも」

「本当ですか？　ぜひお願いします」

　というわけで、ヤムルさんには焚き火で暖を取ってもらい、ノエル先生から複合魔術の基本構造について教えてもらうことにした。

　まずノエルさんから説明されたのは、複合魔術は既存の魔術とは違った『概念の魔術』ということだった。

　いきなり意味不明で首をひねってしまった。

　詳しく聞いたところ、『固定的な効果が発動するかどうかの違い』だという。

　たとえば【炎牙】の魔術は『手のひらから火炎放射器のように炎が噴出する』という決まった効果がある。

　だが、複合魔術にはそういう決まった効果はなく、組み合わせや魔力量によって効果が変動するらしい。

　極論を言えば『同じ組み合わせでも、術者によって効果が変わる場合がある』のだとか。

　ノエルさんは【氷系魔術】を発動させる場合【水弾ウォーターバウンズ】と【突風ウインドブラスト】という魔術をかけ合わせているけど、術者によっては全く別の魔術で【氷系魔術】が発動するらしい。

　なるほど。つまり組み合わせしだいでは、全く新しい効果の魔術が生まれる可能性もあるというわけだ。

　これは『お湯の魔術』に期待が持てるな。

　最後に魔力コントロールについてノエルさんに尋ねたところ、「こう、なんというか……ギュ、ギュって感じでよろしくお願いします」と教えてくれた。

　すみません、全然わかりません。

　あれこれとたとえをこっちから出してみたところ、『濡れた布から水を少しだけ絞り出そうとする感じ」らしい。

　ここまで教えてもらったら、あとは実践でいけるだろう。

　お湯を出したいのだから、組み合わせるのは【炎系魔術】と【水系魔術】かな？　あまり【炎系】を強めにしちゃうと水が蒸発しちゃいそうだから、より繊細なコントロールが必要そうだ。

　発動させるのは【炎系魔術】の【炎牙】と、【水系魔術】の【恵水リフレクトウォーター】にした。

【恵水】は【恵雨】の水バージョンで、手のひらからレベルに応じた一定量の水を作り出すことができる。いわば『日用系魔術』だ。

　この魔術も町を出発する前の晩に習得したんだよね。

「よし。とりあえず一回やってみます」

「はい、がんばってください」

「ケイくんがんば！」

　まずは右手で【炎牙】を発動。

　イメージとしては、最大威力の十分の一くらい。

　いつもなら火炎放射器のように出てくる炎が、手のひらの上でメラメラと揺れ始めた。

　お次は左手で【恵水】だ。

　こっちもできるだけ魔力を制限する。

　蛇口を少しずつ開く感じ。右手の【炎牙】の大きさと同じくらいのイメージになったところで、両手をパンと合わせた。

　瞬間――合わせた手の隙間から、何かが吹き出してきた。

「う、わっ!?」

　びっくりして思わず尻もちをついてしまった。

　吹き出してきたのは、両手が爆発を起こしたのかと錯覚してしまうくらいの激しい水蒸気だった。

「……っ!?　ケイ!?」

「あわわ！　大丈夫ケイくん!?」

「へ、平気です。ちょっと驚いただけ……」

　気を取り直して再びチャレンジする。

　今のは失敗だけど、すごく惜しかった気がする。もう少し魔力を込めれば今度こそお湯が出てくるはずだ。

　もう一度【炎牙】と【恵水】を発動させて、手を合わせる。

　またしてもブワッと水蒸気が出てきたが、さっきと違ったのは手のひらに違う感触が現れたことだった。

「……あっ！　お湯だ！」

　手のひらからぼたぼたっと滴り落ちてきたのは、温かい水。

　うん、今度こそ大成功だ。

「できた！　できましたよ！　皆さん！」

　僕はラキナさんたちのもとに戻って、もう一度複合魔術でお湯を生成する。

「ほら！　見てください！　お湯ですよ！」

「……ええっ!?　もうできたの!?　二回目で!?」

「ウ、ウソ……でしょう？」

　ラキナさんもノエルさんも、信じられないといったような表情だった。

　焚き火のそばで見守っていたヤムルさんも、あきれたような笑顔を覗かせている。

「いやはや、驚きましたね。その年で複合魔術が使えるなんて、ケイさんは十年……いや、百年にひとりの逸材なのかもしれません」

「そ、そんなことありませんよ」

　慌ててかぶりを振る。

「ノノ、ノエルさんの教え方が上手だっただけです。それに、ノエルさんも昔から複合魔術が使えるみたいですし」

「ノエルさんも？」

　ヤムルさんが目をぱちくりと瞬かせる。

　それを見て、得意げに胸を張ったのはラキナさんだ。

「えへへ～、そうなんですよ。ウチのノエルも複合魔術の使い手で、エスト村の天才魔術師といわれたくらいの逸材でして――」

「エスト村……！」

　ヤムルさんが驚いたような声をあげた。

「も、もしかしてノエルさんは氷の複合魔術を？」

「え？　は、はい。そうですけど」

「やはりそうでしたか。いやはや、まさかこんなところでお会いできるなんて」

「……どういうことです？」

　ノエルさんが首をかしげた。

「実は以前にあなたを魔術院にスカウトしたのは私なんですよ」

「……えっ」

　ノエルさんがギョッと目を丸くした。

　そういえば、冒険者になる前に魔術院にスカウトされたとか言ってたっけ。

　ヤムルさんはうれしそうにヒゲをさすりながら続ける。

「これは神のお導きかもしれませんね。ノエルさんと再会できただけではなく、もうひとり天才魔術師を見つけることができたなんて」

　ヤムルさんがちらりと僕のほうを見る。

　なんだか背中がむず痒がゆくなってしまった。

　そこまでヨイショされると、ちょっと恥ずかしいし気まずい。

　ノエルさんを見ると、困っているような喜んでいるような、なんだか複雑な顔をしていた。

　一方のラキナさんは、気まずそうな雰囲気。

「え、ええっと……」

　そんなラキナさんがそっと切り出す。

「と、とりあえずヤムルさんにお風呂に入ってもらおっか？　その『重度の疲労』っていう状態異常が消えるかもしれないし」

「そ、そうですね」

　僕もこの微妙な空気から逃げたかったので、急いでお風呂の準備をすることにした。

　まずは【木工】スキルを使って小さな風呂桶おけを作る。

　生成材料は『ホワイトパイン原木』がふたつ。

【鑑定眼】を使って小屋の薪を調べたところ、ちょうどホワイトパイン原木だったので使わせていただくことにした。

　完成した風呂桶は、スロートの町が一望できる場所に設置した。

　最高の景色を楽しめる露天風呂だ。

　夜空だったらもっと雰囲気が出たかもしれないけど……朝日を浴びながら入る露天風呂もいいよね。

　女性陣はテントの中で待っていてもらい、湯番は僕がやることにした。

　気温が低いためにすぐにお湯が冷めてしまうので、適時に温かいお湯を投入する。ちょっと大変だけど、気持ちよく入ってもらうためには必要な作業だ。

「……ああ、これは気持ちがいいですねぇ」

　湯船に浸かったヤムルさんが、実に幸せそうな声をあげた。

「しかし、まさかアリューシアの山越えで露天風呂に入れるなんて……」

「ある意味、山登りをがんばったご褒美みたいなものですね」

「そうですね。本当にありがとうございます、ケイさん」

　ヒョイと風呂桶から顔を覗かせるヤムルさん。

　血行がよくなったのか、頬がほんのり赤くなっている。

　これなら重度の疲労も癒えているかもしれないな。

　そう思って、こっそり【鑑定眼】でステータスを覗いてみる。




【血行促進：全身の血の流れが活発になった状態。代謝の促進や鎮痛効果あり。効果：全ステータス＋10。体力の持続回復。スタミナ無限。効果時間：３６０秒】




　デバフ効果が消えただけじゃなくて、強化しちゃってた。

　ちょっと凶悪な強化っぷりだけど、これが湯治効果ってやつかな？

　まぁ、なんにしてもこれで無事に出発できそうだ。

「ちょっとケイくん？」

　と、僕の耳をなでたのはラキナさんの声。

「もしかして『あ～、これで無事に出発できるなぁ』とか思ってない？」

「え？　もちろん思ってますよ。無事にヤムルさんのステータス異常も回復したみたいですし、すぐに出発して――って、何をしてるんです？」

　振り向いた瞬間、ギョッとしてしまった。

　テントから出てきたラキナさんたちが、体を大きな布で隠していたからだ。

　寒いから羽織っている……というわけではなさそうだけど。

「お～い、ノエルも早く来な～？」

「あ、ちょ、ラキナ！　ひっぱらないでください！　脱げちゃいますから！」

「いいじゃん、どうせ見せるんだし。そりゃっ」

「ひわっ!?」

　羽織っていた布を強引に剥がされるノエルさん。

　目が飛び出しそうになってしまった。

　ノエルさんが布の下に着ていたのは、すさまじく露出度が高い服。

　青色の髪の毛と合わせたのか、水色のかわいらしい下着――じゃなくて、あれってもしかして水着かな？

　ノエルさんは小柄で子供っぽい見た目だけど、胸の大きさも控えめだ。

　なんていうか、うん。すごくいいですね。

「おやおや、かわいい水着ですね」

　ヤムルさんがふたりを見てにっこりと微笑む。

「でっしょ？　ノエルの水着もあたしチョイスなんですよ。ノエルは水色で……ほら、あたしは赤！」

　ババッと布を脱ぎ捨てるラキナさん。

　腰に手を当ててドヤッと胸を張るラキナさんが着ていたのは、赤い水着。

　何やら細かい刺し繍しゅうが入っているし、意外とこの世界の服飾技術は高いのかもしれないな。

　というか、今気づいたんだけど、ラキナさんって巨乳だったんだな。
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　そうか。ラキナさんは着痩せするタイプか。

　しかし、お世辞抜きにふたり共かわいいな。

　ラキナさんはなんていうか、ドドンと出るところは出てる健康的な体型で、ノエルさんはちょっと控えめな感じ。

　見た目も反応も対照的でよきかな。よきかな。

「あれぇ？」

　と、ラキナさんが訝しげに目を細める。

「ケイくんってば、ちょっと変な目であたしたちを見てない？」

「……っ!?」

「子供なのにおませさんなんだねぇ？　お姉さん、そういうのに興味を持つのはまだ早いと思うけどなぁ～？」

「ちっ、違いますよ！　そんなエッチなこと考えていませんからっ！」

　と言いつつ、両手で目を隠してしまう僕。

「そっ、そもそもの話、山登りなのにどうして水着なんか用意しているんですか!?」

「え？　だって何があるかわからないじゃない？　ほら、『泥棒を捕らえて縄をなう』って言うし」

「……えっ？　あ～……ん？」

「たぶん、ラキナが言いたいのは『備えあれば憂いなし』のほうだと思います」

　ノエルさんが補足してくれた。

　ありがとうノエルさん。『泥棒を捕らえて縄をなう』って、確か『準備を怠って、事が起きてから慌てて用意する』って意味だったよね。

　うん。完全に真逆。

「まぁ、そんな細かいことは気にしないでさ。それよりもケイくん、早くあたしたちの露天風呂も用意してくれないかな？」

「……はい？」

　つい、眉根を寄せてしまった。

「それ、本気で言ってます？」

「もちのロンじゃない。早くしないとあたしたち風邪ひいちゃうよ？　あ、すでに風邪ひきそう……げほっ」

「…………」

　何も返せなくなってしまった。

　確かにこんな寒い中で水着のままいたら風邪をひきかねないけど、そんな自分の体を人質にするような真似を……。

　しばらく「脅迫には屈しません！」と抵抗したんだけど、結局、ふたり分の露天風呂も用意することになった。

　こういう時にＮＯと言えないのって本当、日本人だよね。モンスターと戦ってないのに魔力ポーションを三つも使うハメになったし。

　でも、あれだな。

　三人分の湯番をするのは大変だったけど――ラキナさんたちのかわいい水着姿を見られたのでよしとしようか。

　うん。眼福眼福。




【かわいい女の子の水着姿を見てドキドキ！　いろんな場所が大興奮で大ボーナスの３００ptゲット！】




　ちょっと待って。

　いろんな場所が大興奮って、何？
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　キャンプ地を後にしてからは特に事件も起きず、無事に山を越えることができた。

　――いや、無事というより予定以上の早さで。

　たぶん、お風呂のバフ効果のおかげかな？

　王都側に下山した僕たちは、街道で待っていた王国魔術院の護衛団にヤムルさんを引き渡すことになった。

　その護衛団を見て、さすがは国家機関だなと思った。

　馬に乗っている十名ほどの騎士さんたちは、フルプレートメイルを着ているし、さらには馬車を引く馬も鎧をつけている。

　そこらへんのモンスターや盗賊団じゃ絶対に歯が立たないと思う。

　これはもはや、護衛団というより軍隊だ。

「……本当にいろいろとありがとうございました、皆さん」

　馬車に乗り込んだヤムルさんが、僕たちに改めて深々と頭を下げた。

「無事にアリューシア山を越えられたのは皆さんのおかげです。あの露天風呂はしばらく忘れることができないでしょう」

「そんなそんな。えっへっへ」

　謙遜しながらも、うれしそうに頬を緩ませるラキナさん。

「おまけに、魔術師の原石も見つけることもできましたし」

　そう言ってヤムルさんは、護衛団のひとりに視線で合図を送る。

　こちらにやって来た護衛の騎士さんは、僕とノエルさんに手紙のようなものを手渡してきた。

　何やら紋章が刻まれた封ふう蝋ろうで封がされている、いかにも『公文書』といった感じだ。

「それは推薦状です」

「推、薦？」

「はい。あなたたちの才能を、魔術院で花咲かせるつもりはありませんか？」

　思わず息をのんでしまった。

　これってもしかして、魔術院にスカウトされたってこと？

　つまり、この手紙を持って王都にある魔術院に行けば、魔術師のエリートが集まる、いわば『国家公務員』になれるということなのかも。

　それって――結構すごいことなのでは？

「ノエルさんは二度目になりますが、ぜひ」

「…………」

　だけど、ノエルさんは手紙を見たまま何も答えなかった。

　ひょっとすると悩んでいるのかもしれない。

　魔術院に行くということは、冒険者をやめるということにほかならない。

　ラキナさんと夢見ている『三ツ星冒険者』はあきらめることになる。

「もちろん、この場でご返答をいただけなくてもかまいません。ゆっくり考えてみて、もしご興味がありましたら王都の魔術院までいらしてください」

　ヤムルさんは「またお会いしましょう」と笑顔でつけ加え、護衛団の馬車を走らせた。

　砂煙を上げながら去っていく馬車と護衛団。

　彼らと立ち代わるように降りてきたのは、気まずい沈黙だった。

　ちらりとラキナさんの顔を見たら、わざとらしく視線を逸そらして口笛を吹いている。

　実に子供みたいなごまかし方だけど、そんな反応になって当然かもしれない。

　なにせ、推薦状を渡されたのは僕とノエルさんのふたりだけなのだ。

　魔術を使えるのは僕たちだけだから当然なんだけど、やっぱり気まずい。

「あの、ケイさん？」

　沈黙を破るように僕の耳に飛び込んできたのは、ウィッキの声だった。

　ふと彼を見ると、どこか不安げな表情をしていた。

　なんでそんな顔？　と思ったけど、これはあれだ。僕が旅を終わらせてヤムルさんのところに行きやしないかと心配しているのだろう。

「大丈夫だよウィッキ。僕はこの世界を楽しむために旅を続ける。ヤムルさんには悪いけど、魔術院に行くつもりなんてないから」

「ああ、よかった」

　安心したのか、うれしそうに顔をすりすりしてくる。

　なんだなんだ。もふもふして気持ちいいし、かわいいじゃないか。

　このこの、愛うい奴め。

「ええっと……とりあえず、スロートに戻ろっか？」

　ウィッキのもふもふほっぺたをグリグリしていたら、ラキナさんが静かに切り出した。

「またあのキャンプ地でひと晩越さなきゃいけないと思うから、早く出発して準備しよ？」

　確かにラキナさんの言う通りだ。

　急いで戻れば深夜にはスロートの町につきそうだけど、夜間に山道を歩くのは少々危険が伴う。モンスターや野盗に遭遇したら面倒だし、あの場所で一泊するのが懸命だろう。

　というわけで、再び山頂を目指して出発することになった。

　道はそこまで悪くないし、身体能力向上スキルのおかげで疲れはあまりないんだけれど、また山登りするのはちょっと億おっ劫くうだな。

　宿に帰ったら、もう一回スキルツリーをチェックして空を飛べるようなスキルや魔術がないか確認してみようかな。

「……あれ？」

　と、そんなことを考えていたら、ノエルさんがついてきていないことに気づく。

「ノエルさん？　どうかしましたか？」

「あっ……」

　声をかけられ、ハッと我に返るノエルさん。

「す、すみません、なんでもありません。行きましょうか」

　ノエルさんは小さく笑顔を覗かせたが――その表情には、どこか影が落ちているように思えた。
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　スロートの町に到着したのは、再び山越えを開始した次の日の夜だった。

　帰路もモンスターや盗賊が現れることはなく、またあのキャンプ地で夜を越したのだけれど、終始微妙な空気だった。

　その原因は、なんだか落ち込んでいるようなノエルさんだ。

　山登りを開始した時から変な雰囲気だったので、キャンプ地でどうしたのかと尋ねてみたけど返答を濁されてしまった。

　どうにか楽しい雰囲気にしようと露天風呂を用意したんだけど、「私は遠慮しておきます」と断られてしまう始末。

　一瞬で水着に着替えたラキナさんは、いつものウザかわいさを取り戻していたけど、最後までノエルさんがふさぎ込んでる原因はわからなかった。

「……まぁ、僕が考えてもしかたがないか」

　ようやく戻ってきた、スロートの町の宿。

　僕はごろんとベッドに横になった。

　あれこれ考えてもしかたがない。今は、数日ぶりにベッドで寝られるこの至福の時を堪能しようではないか。

　でも、楽しい旅だったな。

　最後は少し妙な空気になっちゃったけど、山頂で見た景色は素晴らしかったし、ラキナさんたちと山を歩くのも楽しかった。

　ああいう依頼なら、また行きたいな。

「……ん？」

　などと思い出にふけっていると、とんとんとドアをノックする音が聞こえた。

　ちょっとびっくりしてしまった。

　町に知り合いなんて数えるくらいしかいないし、外はもう夜なのだ。

　まさか泥棒……とかじゃないよね？

「……あれ？」

　そろりそろりとドアを開けると、よく知った女性が立っていた。

　黒い三角帽と、蒼い三つ編み。

「ノエルさん？」

「夜分すみません。ちょっとご相談したいことがありまして」

　つい息をのんでしまったのは、ノエルさんの表情に悲壮感が漂っていたからだ。

　思いつめているというか、追い込まれているというか。

「と、とりあえず中にどうぞ」

　なので、とりあえず話を聞くことにした。

　ノエルさんは「失礼します」と頭を下げると、おずおずと部屋の中に入ってくる。

　ドアを閉めると、しんと静まり返った空気が僕の両肩にのしかかってきた。

　ちょっと気まずい。

　今の僕は子供の姿だけど、精神年齢はオッサンなのだ。

　年頃の女の子と部屋にふたりっきりなんて経験、皆無なんだよね。

　平たく言えば、未経験歴四十二年。

　や、別に悲しいとか思ってないですけど？

「え、えと、とりあえずそこの椅子にどうぞ」

　ひとまず部屋に設置されている小さなテーブルの椅子を勧めた。

　ノエルさんは「ありがとうございます」と頭を下げて腰掛ける。

　前々から思ってたけど、ノエルさんって本当に礼儀正しくて素直だよな。

　自分より年下の僕にも丁寧というか、敬意を感じる。

「あの、それで相談というのは？」

　ノエルさんの正面に座って尋ねた。

　彼女はしばし何かを考え、そっと口を開く。

「迷っているんです」

「……迷う？」

「魔術院からのスカウトの件です」

　ノエルさんは沈痛の面持ちで続ける。

「魔術院への推薦状をもらうのは今回で二回目なので、もう次はないと思います。なので魔術院に行くことを真剣に考えているのですが……」

「ラキナさんのことが気がかり？」

「……はい」

　小さくうなずくノエルさん。

「一回目のスカウトを蹴ったのは、ひとりで村を出るというラキナのことが心配だったからなんです」

　そう言ってノエルさんは、少しだけ昔のことを話してくれた。

　彼女たちの故郷、エスト村でのことだ。

　幼馴染で親同士も仲がよかったノエルさんとラキナさんは、まるで姉妹のようにいつも連れ添っていたという。

　時にノエルさんは姉のようにラキナさんを制し、時に妹のように後を追いかけていた。

　ラキナさんは昔から自由奔放で、考えるより先に行動してしまう性格だったらしい。村では『関わらないほうがいい厄介者』として扱われていた。

　だから、冒険者になりたいと言った時も、周りからは『絶対に無理だ』と笑われたのだとか。

「私もそんな村の連中を見返してやりたいと思って、スカウトを蹴ってラキナと一緒に村を出たんです。でも、時間が経てば経つほど、その選択は本当によかったのかと悩むことが増えてきて」

　いつまで経っても一ツ星にすら上がれない現状。行く先が見えない不安。

　そして、ふいにしてしまったエリートへの道。

　後悔というまではいかないにしても、思い悩んで当然だと思う。

　そして、そこにヤムルさんからの二度目の推薦状が来たというわけだ。

　三度目はない、最後のエリートへの道だ。

「私はどうすればいいのでしょうか？　まだ幼いケイにこんなことを相談するのはおかしいと思いますが、ケイなら解決策を教えてくれそうな気がして……」

　ノエルさんは恥ずかしそうにうつむく。

　いやまぁ、僕の精神年齢はアラフォーだからね。

「そうですね……」

　うむむ、と思案する。

　ぶっちゃけ、なんとなく答えは出ているんだけど、それをどうわかりやすく説明すればいいのかが難しい。

「……ええと、これは亡くなった僕の父の話なんですけど」

　そう前置きを入れて、僕は切り出した。

「父は休みを返上するくらい仕事をがんばっていたのですが、ある日、重い病気にかかって寝たきりになってしまったんです」

「……えっ、そうだったんですか？」

　ノエルさんが驚いたような顔をする。

　以前に両親のことを尋ねられた時は「いない」とだけ答えていたし、びっくりさせてしまったのかもしれない。

　でも、ごめんなさい。

　父というのはウソで、これは僕の話なんだ。

「病床に伏している時、父はよく『金はあったけど、俺の人生ってなんだったんだろう』と言っていました。確かに父はお金とか地位とか、そういうものに恵まれていましたが、自分の時間もなく毎日朝から晩まで仕事ばかりで、傍はたから見て幸せな人生だとは思えませんでした。だから僕は、そんな父を反面教師として人生を楽しもうと思ったんです」

「人生を、楽しむ？」

「そうです。だって一度きりの人生ですもん。確かにお金とか地位を手に入れてから人生を楽しむことだってできるかもしれませんが、病気とか自然災害とか……いろいろな理由で楽しめなくなってしまう可能性は大いにあります。だから、今を楽しむのが一番だと僕は思うんです」

　別に「将来のためにがんばるのは無意味だ」なんて言うつもりはない。

　夢を叶かなえるためにがんばるというのは素晴らしいことだ。

　だけど、その夢のために今を殺して命を削って無理をするくらいなら、がんばる必要なんてないと僕は思う。

　自分の身の丈にあったがんばり方で、楽しみながら成長することはできる。

　好きなことをひたすらがんばって生きることだってできる。

　そうやって生きたほうが、絶対人生は楽しい、と思う。

「だからノエルさんも、一番『楽しい』を選んだほうがいいと思います。大丈夫です。ノエルさんの場合、どの道を選んでもきっといい未来につながっているはずですから」

「…………」

　僕の部屋に沈黙が降りる。

　そうしてしばし、時間が流れ――。

「……ありがとうございます、ケイ」

　ノエルさんがそっと口を開く。

「なんだか、わかったような気がします」

　そう言った彼女の表情は、これまで見たことがないような晴れやかなものだった。




＊＊＊




　翌朝。

　僕は宿の中庭にある井戸で顔を洗った後、朝食を取るために下の階の酒場『山猫亭』に行くことにした。

　今日は朝食を食べてから部屋でゆっくりする予定だ。長旅から帰ってきたばかりだし、チョリソーヤでも食べながらだらだらしよう。

　訪れた山猫亭はそこそこの賑わいを見せていた。

　これから受けた依頼の目的地に出発するのか、旅支度を整えた冒険者風の人たちが結構いる気がする。

「あ、ケイく～ん」

　空いてる席を探していると声をかけられた。

　窓際の席で手を振っているラキナさんが目に留まる。

　セクシー給仕に絡まれる前に、足早に彼女の席へと向かうことにした。

「おはようございます、ラキナさん」

「おは～。よく寝れた？」

「はい。やっぱりベッドで寝るのはいいですね。かなり熟睡できました」

「だよね。あたしも。ふかふかベッドを持ち歩くことができたら最高なんだけどな」

　ため息まじりでパンにかじりつくラキナさん。

　彼女の前にはパンのほかにハムエッグとホットミルクが置かれていた。

　ごくごく普通の朝食だけど、すごくおいしそう。

　ちょうど、セクシー給仕さんが注文を聞きに来たのでラキナさんと同じものを頼んだ。

「おはようございます」

　と、今度は別の女性の声が聞こえた。

　ノエルさんだ。

　彼女の姿を見て、ふと昨晩のことを思い出す。

　推薦状の件で相談に来たノエルさんは、あの後すぐに部屋に戻っていった。

　結局、彼女は魔術院と冒険者、どっちを選んだんだろう？

「お、おはようノエル。とりあえず席に座りな？」

「いえ。このままでいいです」

　そう言ってノエルさんはおもむろに腰のポーチから何かを取り出した。

　蝋封された魔術院への推薦状だ。

　それを両手で持ったノエルさんは――。

「えい」

　真っぷたつに破り捨てた。

　それはもう、見事に。

「……どええええ!?」

　ラキナさんの素っ頓狂な声が酒場に響く。

「ちょま！　おま！　ちょまま！　まめもま！」

　ラキナさんはズババッと飛び上がると、ノエルさんの両手をがっしりと握りしめた。

「なな、なんですか!?」

「いやいや、なんですかじゃなかろうよ!?　何しちゃってる系!?　なんで破り捨てちゃった!?　もしかして月の物が来てイライラしてるのか!?」

「来てません！」

　光の速さで顔を赤くするノエルさん。

　彼女はラキナさんの手を振りほどき、どこか気まずそうに続ける。

「これでいいんですよ！　私は魔術院に行くつもりなんてないですから！」

「いやいや、行くつもりないって何言ってんの!?　だってノエル、ずっと魔術院に行くのが夢だったんでしょ!?　あたし、村を出る時にスカウト蹴ったってノエルから聞いて、ちょっとだけ責任感じてたんだよ!?」

「ラキナが責任なんて感じる必要ないですから！」

「大アリのオオアリクイだよ！　間違って破いちゃいましたって言えばヤムルさんも許してくれるよ。だからほら、ね？　ノエルは魔術院に行きな？　ノエルはノエルの夢を追いかけて。あたしはひとりでも大丈夫だから」

「だ・か・ら！　私は行きませんってば！」

「ひゃい!?」

　ズズイッと顔を近づけられ、海え老び反りしてしまうラキナさん。

「いいですかラキナ!?　私の夢は、ラキナと一緒に三ツ星冒険者になることです！　そんな無謀な夢を持ってしまったのはラキナのせいなんですよ!?　だから、えと……さっ、最後までしっかり責任を取ってもらいますからねっ！」

「せ、責任!?　や、さっき責任感じる必要はないって――」

「だまらっしゃい！」

「ぶひっ!?」

　ラキナさん、驚きのあまり豚になっちゃったよ。

「いいですかラキナ!?　私に二度も魔術院のスカウトを蹴らせた罪は重いですからね！　重罪ですよ！」

「どえええっ!?　ちょっと待って!?　一回目はまだしも二回目はあたし関係なくない!?」

　うん。至極もっともなツッコミだね。

　だってラキナさんってば、完全に蚊か帳やの外だったし。

　完全な言いがかりで、怒って当然の内容。

　なのだけれど――。

「……でも、ありがとうね、ノエル」

　ラキナさんの表情が、しだいに喜色に染まっていく。

「あたし、責任取るから。だから絶対にふたりで三ツ星冒険者になろうね」

「……っ」

　真面目顔でそう告げられたノエルさんは、しばし目をパチパチと瞬かせたかと思うと、プイッとそっぽを向いた。

　そして、ドカッと僕の隣に腰を下ろす。

「……なんですか、ケイ？」

　ジトリ、と睨まれてしまった。

「私の顔に何かついてますか？」

「え？　あ、いや、も……」

　こ、怖い。

　へたなことを言ったら【凍棘】をぶちかまされそうだ。

　でも、とそんな照れ隠しでプリプリしてるノエルさんを見て思う。

　正直なところ冒険者を選んでくれてよかった。だって、元気が取り柄のラキナさんが悲しむ姿なんて見たくないからね。

「それで、ケイくんはどうするの？」

　ラキナさんが尋ねてきた。

「魔術院、行くの？」

「え？　僕も行きませんよ。だって、魔術院に行ったら旅ができなくなっちゃうじゃないですか」

「……ふ～ん、そっか」

　興味なさそうに鼻を鳴らすラキナさん。その表情がどこかうれしそうに見えたのは気のせいだろうか。

　と、給仕さんが僕の朝食を運んできてくれた。

　そのタイミングでノエルさんも同じものを注文する。

「……あの、ケイ？」

　ノエルさんが少しバツが悪そうな声で耳打ちしてきた。

「いろいろとありがとうございました」

「……え？」

「昨晩の件ですよ。ケイのおかげで、最善の選択ができたような気がします」

「いえ、僕は何も。でも……よかったですね」

「はい。ケイのおかげです」

　にっこりと微笑むノエルさん。

　たぶん、初めて見るノエルさんのすごくうれしそうな表情。釣られてこっちも笑顔になってしまった。

　ノエルさんって、こんなふうに笑うんだな。




【ああ、なんて美しい女性同士の友情……いえ、百合の花！　最高！　感動しました！　１００萌えptゲット！】




　そしてお約束のごとく、高々と鳴り響くファンファーレ。

　まぁ、絶句したよね。また変な表現になってるし。

　てか百合の花ってなんだよ。ポイント名も少し変わっちゃってるしさ。

　この表現って誰が考えてるのか知らないけど、小一時間くらい担当者を問い詰めたい気分だ。

「……まぁいいや。とりあえずご飯食べよ」

　おいしそうなパンが冷めちゃうからね。【調理】スキルで作るパンもおいしいけど、酒場の焼きたてパンもすごくおいしいのだ。

「あ、あのぅ……」

　早速パンにかじりつこうとした時、弱々しい声が聞こえたような気がした。

　ふと顔を上げる。

　ラキナさんとノエルさんは楽しそうに談笑していた。

　あれ？　声をかけられた気がするけど、勘違いかな？

「あ、あの……すみません、少し……よろしい……でしょうか？」

「……え？」

　同じ声が僕の背後から聞こえた。

　どうやら、気のせいじゃなかったらしい。

　いったい誰だろう。

　そう思って振り返る。

　だけど、僕の背後に立っていた人物を見て、頭の中に再度「誰だろう？」の文字が浮かび上がった。

　年齢はラキナさんたちと同じか、少し下だろうか。

　そこに立っていたのは、いかにも高価そうな刺繍が施された黒いフード付きのマントを着ている小柄な女性だった。

　フードからこぼれ落ちている髪の毛は綺麗な栗色で、燃えるような赤い目をしている。

　初めて会う人だけど、すごくかわいらしい。

　ラキナさんやノエルさんとは違う『小動物系の少女』って感じだ。

　けど、なんだろう。すご～く怯おびえているように思えるけど。

　オロオロとしていて、ちょっと挙動不審だし。

　彼女の存在に気づいたラキナさんが首をひねる。

「およよ？　誰かな？　なんだかめっちゃかわいい子だけど、ノエルのお友達？」

「いえ、違います。というか、なんですか『およよ』って。ものすごくおばさん臭い反応ですけど」

「おばっ……」

　こぼれ落ちそうなくらい、目をギョッと見開くラキナさん。

　その意見には僕も同意せざるを得ない。

　およよ？　なんてリアルで言う女性、初めて見た。

　そんな僕たちの反応に苦笑いを浮かべつつ、少女は続ける。

「お、おお、お食事中にすみません。すっ、少しだけお話がありまして」

「え？　あたしに？」

　きょとんとするラキナさん。

　彼女はしばし考えたのち、合点がいったと言いたげにぽんと手を叩いた。

「あ～わかった、あれか。あたしから将来の三ツ星冒険者のオーラが出ちゃってた系か。いや～、しかたないなぁ～、わかる人にはわかるんだね。でもサインは三つまでだからね？」

「い、いえ、あなたではなく、そちらの白髪の方に……」

「…………」

　ラキナさんがぎゅむっと口をつぐむ。

　華麗な勘違い、お見事ですラキナさん。これはもうお家芸ですね。

「えと、あなたがケイ様……ですよね？」

「え？　はい、そうですけど……？」

　頭の中にクエスチョンマークが大量に出てきた。

　僕の名前を知ってるってことは、どこかで会ったのかな？

　でも、全く記憶にない。

「えと……失礼ですけど、どこかでお会いしました？」

「い、い、いえ、お会いするのは初めてです。でも、ケイ様のお噂はかねがね……」

「噂」

　って、なんの？

　少し嫌な予感がしてきた。

「わ、わわ、私の名前はエアリスといいます。今回は『聖なる勇者の子』の使者としてまいりました」

　聖なる勇者の子――って何？

　え？　勇者の子供ってこと？　このかわいい娘こが？

　困惑する僕をよそに、少女エアリスは怯えながらもはっきりと言う。

「とっ、突然の申し出で恐縮なのですが、ぜひとも私たち『聖なる勇者の子』に参加してはいただけませんでしょうか？」

「……はい？」

　それを聞いて、僕は思った。

　――え？　もしかして、またスカウトですか？










第四章　勇者の血




「…………」

　テーブルにたたずむ、気まずい沈黙。

　僕は無言のまま、エアリスさんとテーブルを囲んでいた。

　この場にラキナさんたちがいないのは、エアリスさんの強い要望で席をはずしてもらったからだ。どうしても僕とふたりで話がしたいらしい。

　こっちには僕以外には見えないウィッキがちゃっかりいるんだけどね。

「……ほ、ほほ、本当にすみません」

　かすれるようなエアリスさんの声が聞こえた。

　顔を上げると、彼女はおどおどとしながら視線を宙に泳がせていた。

「い、いきなり現れてお知り合いの方に席をはずしてほしいなんて不躾なお願いをしてしまって……本当なら死んでお詫わびしたいところなのですが――」

「あら。かわいらしいお客さんね」

「――へあっ!?」

　セクシー給仕さんに耳元で話しかけられ、エアリスさんがビクッと身をすくませた。

「この店は初めてかしら？」

「あえっ……う、えと……」

「ご注文は？」

「ふぉっ!?　ちゅーもん!?」

　ギョッとしたエアリスさんは、アワアワと慌てふためきながらメニューを手に取る。上下逆さまに。

「う……えと、モモ、モムの串焼きを……ひとつ……ください」

「はい、モムの串焼きね。少々お待ちください」

　給仕さんは小さくウインクすると、颯さっ爽そうと立ち去っていった。

　エアリスさんは、まるで襲いかかってきたモンスターから生還できたといわんばかりに、深～い安堵のため息をつく。

「は、はふぅ……助かった」

「あの、大丈夫ですか？」

「うひっ!?」

　驚きすぎて、椅子がガタッと音をあげた。

「すっ、すみまへんっ！　おお、お、お見苦しいところをお見へしてしまいもしたっ！　死にたいです！」

「あ、いえ」

　ちょっと噛かんじゃったね。いや、だいぶ噛んだかな。

　しかし、と平謝りするエアリスさんを見て思う。

　この娘こ、すごく対人関係が苦手っぽいけど大丈夫かな？

　見たところひとりっぽいし、ちゃんと生きていけてるんだろうか。

　まぁ、そんなこと僕が心配する必要なんてないんだけど。

　エアリスさんはどう話を切り出していいのか悩んでいるのか、「あ～」とか「う～」とか、うめき声ばかりをあげている。

　このままでは日が暮れそうなので、僕から話を振ることにした。

「それで、僕に参加してほしいというのは？」

「あっ」

　エアリスさんは、パッと顔を上げると何かを考え始め、やがて言いにくそうに口をそっと開いた。

「あ、えと……あの、ま、まずケイ様にお伺いしたいのですが、私たちのことはどこまでご存じですか？」

「私たちというのは『聖なる勇者の子』のことですか？」

「そっ、そそ、そうです」

「申し訳ありませんが、全く……」

「ぎょっ」

　泣き出しそうな顔になるエアリスさん。

　ギョッとした時に口で「ぎょっ」って言う人、初めて見た。

「ま、全く……ご存じない？」

「はい」

「そ、そうですか……」

　まるで余命宣告を受けたかのような沈痛の面持ちでうつむく。

「……大丈夫。ケイ様はまだお若いので、知らないだけです。わ、私たちの偉大な仕事を知らない人がいるわけないですもん……うん、平気。がんばれ私。あきらめないで……」

　ブツブツと自己暗示するようにひとりごちるエアリスさんを見て、ごくりと息を飲んでしまった。

　見た目はすごくかわいいんだけど、なんだかちょっと怖い。

　この先の言動が全く想像できないというか。

　突然「きええええ！」とか奇声をあげて襲いかかってきたりしないよね？

「で、では……まずは私たちの組織の説明からさせていただきます」

　そんなコミュ障っぽいエアリスさんは、怯えながらも『聖なる勇者の子』についていろいろと丁寧に教えてくれた。

　聖なる勇者の子というのは、五十年前に魔王を討ち滅ぼした勇者エルデと、その息子レリーが立ち上げた、国をまたぐ世界的な組織ギルドらしい。

　彼らの活動内容は『魔王復活を目も論くろんでいる魔王の眷属たる魔族の撲滅と、世界各地に残る魔王が残した技術、魔王の遺産の封印』だという。

　魔族。何度か話題に出てきた種族だ。

　見た目は人間とそっくりだけど、悪魔っぽい特徴を持っているとかなんとか。

　魔王を崇拝していると聞いたけど、魔王復活を目論んでいるのね。

　めちゃくちゃ悪い人たちじゃないか。

「せ、聖なる勇者の子のメンバーになるには、勇者エルデ様の血を引いている必要があるのですが、ケイ様は特別でして……」

「僕が特別？　どうしてですか？」

「ふっ……封印魔術を使えるからです」

　封印魔術。【結界封印】のことか。

「先日、ケイ様がレリクトの森で魔王の遺産『水晶頭蓋』を封印したと耳にしました。それで、勇者エルデ様のご子息であらせられるレリー様が、ぜひケイ様に組織に参加してほしいと」

「なるほど。そういうことですか」

　僕がレリクトの森で魔王の遺産のひとつ『水晶頭蓋』を封印したのは事実。だけど、どうしてそのことを知っているんだろ。

　水晶頭蓋を封印したことを知っている人は、ほとんどいないはず。

　僕とウィッキ。

　それに――ラキナさんたち。

「……あ、ラキナさんだな」

　これは直感……いや、確信に近いかもしれない。

　だって、ノエルさんがそんな噂を広めるわけないし。

　ラキナさんがドヤ顔で「レリクトの森で魔王の遺産を封印したのはあたしの仲間なんだよね。さすがは未来の三ツ星冒険者の仲間だわ」と自慢している姿がありありと浮かぶ。

　ううむ、しっかりと口止めしておけばよかったかな。

「あ、あの、封印魔術が使えるというのは、本当……なのですよね？」

　僕が渋い顔をしていたからか、エアリスさんが不安げに尋ねてきた。

　正直なところ、使えることは隠しておきたかった。

　だって、なんだか面倒そうだし。

　だけど、そこまで知っているのなら隠すのは難しいかもしれない。

「あまり口外したくはないですが、本当です」

「ああ！　やっぱりそうだったのですね！　よかった！」

　エアリスさんの顔に、ぱあっと笑顔が広がる。

　だが、何かに気づいてすぐにその笑顔をひっこめた。

「……あ、いえ、決してケイ様のことを疑っていたというわけではないのですが……えと、その……」

「疑って当然ですよ。僕みたいな子供が使える魔術じゃないというのは、なんとなく知っていますし」

　逆の立場だったら絶対信じないと思う。

「あ、え、う～……」

　僕の気を害してしまったと思ったのか、目を白黒させながらエアリスさんが続ける。

「そっ、そのお若さで高難度の封印魔術を使えるなんて、天才以外の何者でもありませんよ！　ケイ様、最高！　というわけで、ぜひ、世界平和のためにそのお力を貸してください！」

　へたなヨイショをした後、身を乗り出してくるエアリスさんだったが、ハッと我に返ってすごすごと身をすくめる。

　テンションがジェットコースターみたいな娘だなぁ。

　しかし、とそんなエアリスさんを見て思う。

　世界平和か。なんて崇高な使命なんだろう。

　魔王の遺産を魔族の手から守るために封印して回る。そんな活動に協力できるなんて、魔術院に入る以上に誇らしいことだと思う。

　だけど――この世界に転生してきた時、僕はそういうことに時間を浪費するのはやめるって決めたんだ。

「お、お悩みになる必要はありませんよ！」

　興奮気味にエアリスさんが続ける。

「なにせ、勇者エルデ様の血を引いていない方が組織に入れるなんて、すごい名誉なことなんですから！　なのでケイ様も――」

「すみません、エアリスさんには悪いですけれど、ご遠慮させていただきます」

「ええ、そうでしょうそうでしょう。聖なる勇者の子に参加するのを遠慮するなんて――ぶふえっ？」

　エアリスさんは、まるでノエルさんの氷系魔術【凍棘】を食らったかのように、カチンと固まってしまう。

　しばしの沈黙。

「え、ええっと……わわ、わ、私の説明がへたくそだったのでうまく理解できなかった感じ……ですかね？　死んだほうが……いいですか？」

「いえ、実にわかりやすい説明でした。エアリスさんたち聖なる勇者の子がどういう活動をしているのかもはっきりと理解できましたし」

「で、でしたら、どうして？」

「ん～……と、世界平和とか使命とか、そういうことからは極力距離をおこうかなと」

「……はいぃ!?」

　エアリスさんが素っ頓狂な声をあげた。

　周囲のお客さんたちが、いっせいにこちらを見る。

「ちょ、ちょちょ、ちょま……待ってください！　ゆっ、ゆ、勇者エルデ様のご子息であらせられるレリー様の輝かしい活動に参加できるのですよ!?　ここ、こ、断る理由が、どこに!?」

「え？　あ、いや、だって……全然楽しそうじゃないんですもん」

「たのっ」

　エアリスさんの喉から「ぐぎゅ」っと変な音が出た。

　椅子に座ったまま、うつろな瞳でふらふらと頭を揺らし始める。

　な、なんだか悪いこと言っちゃったかな。

　でも、そういう素晴らしい活動は、もっと使命感あふれる別の転生者とかにお願いしたほうがいいだろうし。

　僕以外に転生者がいるのか知らないけど。

「あ、あの、エアリスさん」

「……うう、もう嫌だ。この仕事、やめたい……一生、じめじめとした貝の中に閉じこもっていたい……死にたい……」

　声をかけようとしたけれど、ブラック企業に勤める疲れ切ったサラリーマンみたいなことを言ってたので、口をつぐんでしまった。

　もしかしてこの娘、相当な苦労人なのかな。

「こ、この方、大丈夫ですかね？」

　不安に思ったのか、ウィッキがそっと声をかけてきた。

「……いや。たぶん、大丈夫じゃないと思う」

　だって人前に出ること自体、得意じゃなさそうだし。

　相当なストレスが溜たまってそう。

　ちょうど、彼女が注文したおいしそうなモムの串焼きが運ばれてきたので、口をつけていない僕のホットミルクをそっと添えてあげた。

　エアリスさん。

　僕にできることはありませんが、これでも飲んでがんばってください。
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　放心状態になっているエアリスさんに断りを入れ、僕の朝食分の代金をテーブルに置いてから酒場を後にした。

　通りに出ると、すっかり太陽は高く上がり、町は賑わいを見せていた。

　山のような農作物を乗せた馬車が行き交い、その間を縫うように旅人っぽい服装の人たちや鎧や魔術衣を着た冒険者風の人たちが歩いている。

　もしかして、この中にも特徴を隠している魔族がいるのかもしれない。人間社会に溶け込んでいる魔族の人たちもいるって言ってたし。

　エアリスさんから魔族の話が出たのでちょっと気になってしまった。

「ねぇ、ウィッキ？　魔族が魔王の復活を目論んでいるっていうのは本当なのかな？」

　肩の上のウィッキに尋ねてみた。

　こういう時こそ、頼るべきはもふもふ辞書なのだ。

「本当かどうかはわかりませんが、そういう噂は精霊たちの中にも流れていますね。なんでも、世界中の魔王の遺産を探して回っているとか」

「人間社会に紛れている魔族も裏ではそういう活動に参加しているってこと？」

「う～ん……どうでしょう。そういう活動をしている魔族がいるのは事実でしょうけど、全員が魔王復活を願っているとは考えにくいと思いますよ。十人十色といいますか」

「……そっか」

　確かに、種族で判断するのは間違いかもしれない。

　魔族の中にも人間の世界での生活を楽しんでいる人はいるだろうし、魔王復活なんて勘弁してほしいと思っている人もいるはず。

　人間の中に魔王討伐を成し遂げるような立派な人がいる一方で、人を襲ってお金を強奪する盗賊がいるのと同じだ。

「それでケイさん、今日はこれからどうするんですか？」

「ん～、そうだねぇ……」

　僕は天気のいい空にう～んと大きく伸びをしながら考える。

　今日はだらだら過ごす予定だったけど、外に出たら少し歩きたくなっちゃったな。

　席をはずしてもらったラキナさんたちは冒険者ギルドに行っている。

　なんでも、今日の仕事を探すのだとか。

　遠出の疲れが抜けきってないから簡単な依頼を受けると言っていた。なので、また僕が手伝うなんてことはないと思う。

　たぶん。

「ちょっと町を散策しよっか」

　スロートの町に来て、まだ数日足らず。

　串焼き屋のお兄さんに町のことはいろいろと聞いたけれど、旅の準備やらなんやらで意外と時間が取れなかったので、まだ散策しきれていない。

　町の中心にある立派なエルフの教会にもまだ行ってないし、足を使って町を回ったら意外な発見とかあるかもしれない。

「いいですね。今日は天気もいいですし、絶好の散歩日和です」

「だよね。歩くだけで気持ちよさそう」

　ウィッキの賛同を得たところで、あてもなく町を歩くことにした。

　酒場『山猫亭』がある大通りを歩いて改めて気づいたんだけれど、スロートの町はすごく活気に満ちあふれていた。

　魔王の遺産の影響でレリクトの森に入れなくなって商売がやりづらくなったって聞いてたけど、そんな感じは全くしない。

　いや、これは活気が戻ってきたのかな？

　だとしたら、がんばって魔王の遺産を封印した甲か斐いもあるってもんだね。

「よう、兄ちゃん」

　大通りの脇に並ぶ屋台から声をかけられた。

　先日、いろいろと親切にしてもらった、あの筋肉マッチョのお兄さんだ。

「先日はありがとうございました」

「いいってことよ。しかし、見たところずいぶん軽装だが、雑貨店には行かなかったのかい？」

「行きましたよ。おかげさまで安く買い物することができました。その時に買った物資は宿に置いています」

「ああ、なるほど。そういうことか」

　ちょっとだけバツが悪そうに頭を掻くお兄さん。

　そんなことを話していると、お客さんがやって来て串焼きを注文した。

　すぐに肉を焼く小気味いい音と、食欲をそそられるいい香りがぶわっと広がる。

　さっき朝ご飯を食べたばっかりなのに食べたくなってきたな。

「あの、チョリソーヤをひとつください」

　タイミングを見計らって頼んでしまった。

　お兄さんはしたり顔で笑みを浮かべる。

「ここに来たら注文する。うん、ちゃんと約束は覚えてくれてたみたいだな。そんなしっかり者の兄ちゃんには、一本サービスだ」

「わ、本当ですか!?　ありがとうございます！」

　サムズアップするお兄さんの白い歯がまぶしい。

　というか、やっぱりすごく気前がいいお兄さんだな。一本をウィッキとふたりで分けようと思ったけど、これなら一本ずつ食べられそうだ。

「あいよ、チョリソーヤ二本ね」

「ありがとうございます」

　また来ることをお兄さんと約束して、少し離れたところにあるベンチに座って食べることにした。

　片方をウィッキに渡して、早速かぶりつく。

「……うまっ！」

「……うみゃっ！」

　ウィッキと同時に声が出てしまった。

　何度食べてもこの串焼きはおいしい。甘ダレとよく合っている肉は柔らかいし、この野菜も噛めば噛むほど甘みがにじみ出てくる。

　そういえば、まだチョリソーヤは【調理】スキルで作ってないな。

　レシピはこの前調べたけど、素材のひとつにある『串焼きの甘ダレ』の作り方がわからなくて頓挫してるんだよね。

「あ……もしかして、この甘ダレを【分解】スキルで素材に戻したら、いけるかな？」

　たぶん……というか確実にいけると思う。

　ただ、企業秘密を裏技で暴いてるみたいな罪悪感はあるけど。

　別に商売を始めようってわけじゃないし、いいですよね？

　心の中でお兄さんに謝罪しつつ、ひょいと指先で甘ダレを取ろうとした時だ。

「そ、それ、おいしいですか？」

「ええ。この甘ダレがすごく肉とマッチしてて最高に――」

　一瞬、ラキナさんかノエルさんに話しかけられたのかと思った。

　だけど、今、僕はひとりだということを思い出す。

　え？　誰？

　ぎょっとして隣を見たら、黒いフードを被った女の子がちょこんと座っていた。

「エ、エアリスさん!?」

「え、へへ……こんにちは」

　ぎこちない笑顔を浮かべるエアリスさん。

「どっ、ど、どうしてここに？」

「えっ？　あ……とっ、通りを歩いていたら偶然ケイ様を見かけて……」

　いやいや、絶対ウソでしょ。

　通りを歩いてたらってエアリスさん、あなた酒場で放心状態だったじゃないですか。

「あ、あの、ケイ様……やっぱりあなたの力を聖なる勇者の子で――」

「これ、あげますサヨナラ！」

「……へぅあっ!?」

　チョリソーヤをエアリスさんに押し付けて逃げ出した。
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　自分でもどこを走っているのかわからなくなるくらい、一心不乱に狭い路地から路地へと猛ダッシュで逃げていく。

　いやいやいや。怖い怖い怖い。

　え？　何？　酒場を出た時からこっそり後をつけてたってこと？

　正直、あんなかわいい娘にストーキングされるのは悪い気はしない。

　けど、なんだろう。

　生物としての本能が「逃げて！」って危険信号を発している気がする。

「……ふぅ。ここまで来れば、大丈夫かな？」

　酒場があるメインストリートとはだいぶ雰囲気が違って、落ち着いた時間が流れている。

　人通りも少ないし、ベンチに座ってのんびりしている年配の方が多い。

　町の憩いの場的な場所なのかな？

　魔術で動いている噴水みたいなものもあるし、掃除が行き届いているのかすごく綺麗だ。

　中世っぽい世界だから豚の臓物とか平気で川に流れてそうだったけど、そういうこともなさそう。

　うん、本当に素敵な町だな。

　とりあえず、噴水のところにあるベンチに腰を下ろしてまったりすることにした。

「……ん？」

　ふと、大きな荷物を抱えているおばあちゃんが目に映った。

　背負っているリュックはパンパンに膨れ上がっている。

　両手には麻袋も持っているし、めちゃくちゃ大変そうだ。

　僕は立ち上がると、おばあちゃんに駆け寄った。

「あ、あの……よければその荷物、お持ちしましょうか？」

「……えっ？」

「どこまで行かれるんです？　ご一緒しますよ」

「本当かい？　ありがとう。助かるよ」

　目尻に深いシワを寄せるおばあちゃん。

　すごく愛嬌がある顔で、ついこっちも笑顔になってしまう。

　おばあちゃんからリュックを受け取り、よいしょと背負う。【腕力向上】のスキルを習得しているので、これくらいなんてことはない。

　おばあちゃんに話を聞けば、遠くから息子家族がやって来るらしく、腕によりをかけて料理を作ろうと考えているらしい。

　なるほど。この荷物は食材か。

　滞っていた物流がもとに戻ったと耳にしたので買い出しに出たところ、気づいたらこうなっていたと、おばあちゃんは笑った。

「……いやいや、助かったよ。ありがとうねケイくん。今度うちにご飯を食べにきてちょうだい？」

　自宅の前に到着して、おばあちゃんはそんなうれしいことを言ってくれた。

　うん。こういう出会いもいいよね。




【感謝されるとこっちもうれしくなりますよね！　うれしい出会いに小さな幸せ！　80ptゲット！】




　こういうことで幸福ポイントがもらえるって素晴らしいな。

　親切のしがいがあるっていうかさ。

　や、別に見返りが欲しくておばあちゃんを手伝ったわけじゃないんだけどね。

「ケイ様ってお優しいんですね」

「いやいや、そんなことないですよ」

　あんな大きな荷物を抱えてるおばあちゃんを見たら、誰だって助けるでしょ。

　などと考えて、違和感に気づく。

「そっ、その優しさを、ぜひ、世界平和のために！」

「……ふぁっ!?」

　思いっきり飛び退いてしまった。

　いつからそこにいたのか、エアリスさんが物欲しそうな目でこちらを見ていた。

「し、失礼しますっ！」

　猛ダッシュで逃げる僕。

　もう！　この娘はいったいどこまで追いかけてくるんだよ！

　冗談はよし子ちゃんだよ！

　習得している【スタミナ向上】スキルのおかげで休むことなく走り続けた僕が到着したのは、町の中心部にあるエルフの教会。

「こっ……ここにいらっしゃるエルフの司祭様は、勇者エルデ様に聖剣エクスプレシアを授けたお方で――」

「ご享受ありがとうございましたぁっ！」

　エアリスさんに先回りされていた!?

　脱だっ兎とのごとく逃げた僕が次に来たのは、町の裏路地。

「こ、ここのお店のポーションは、安いわりにはよく効くと評判で」

「ポーションは間に合ってます！」

　逃走。

「こ、この橋で愛を誓った恋人は未来永えい劫ごう幸せになれるらしいですよ……えへへ」

「ひぃ！　誓いません！」

　あの、ちょっと別の意味で物欲しそうにしてませんか!?

　というか、行く先々でエアリスさんに待ち伏せされてるんだけど、どういうこと!?　何かそういうスキルを持ってるの!?

　そんなふうにエアリスさんに先回りされ続けた僕だったが、五、六ヶ所目にきたところでようやく現れなくなった。

　やっと撒けたか。

　本当になんなんだ、あの人は。

　そこまでして僕を組織に加入させたいなんて、ちょっと狂気じみたものを感じる。

「……あれ？　ケイくん？」

　ホッとひと息ついているとまたしても声をかけられた。

　ギョッとして身構えたが――。

「どしたの？　顔真っ青だけど」

「ラ、ラキナさん？」

　そこにいたのは追跡者エアリスさんではなく、ラキナさんとノエルさんだった。

「い、いえ。ちょっとストーカーに追いかけられていて……」

「……へ？　スト？」

　一瞬、首をかしげるラキナさん。

　だが、すぐにドヤ顔を作る。

「あ～、はいはい。あれね、うんうん」

「知っているのですか、ラキナ？」

　ノエルさんが不思議そうな顔をする。

　それを見て、ラキナさんはいたずらを思いついた子供のような悪い笑みを浮かべた。

「あれれ？　もしかして天才魔術師のノエルさんはご存じない？」

「……っ!?」

「んまぁ、しかたないよね。ノエルは真面目だからさ。ストッカーってのはあれだよ。最近流行ってるスポーツ的な、ね？」

「スポーツ？　なるほど……」

　ノエルさんが「ははぁ」と至極納得がいったようにうなずく。

　いやいや、全然違うし。

　そもそも『ストッカー』って、名前の時点で間違ってるし。

　この人、またノエルさんにウソを刷り込もうとしてない？

　この前も山にペンギンがいるってウソを教えてたみたいだしさ。

　というか、ノエルさんもすぐ信じないでください。

「ラキナさんたちはどうしてこんなところに？」

　いろいろと説明するのが面倒だったのでストーカーの件はスルーすることにした。

「実は、ケイくんに用事があって探してたんだ」

「僕に用事？」

「そ。あたしたち三人に仕事を頼みたいって人がいてね」

「仕事……」

　てことは冒険者の？

　でも、三人ってどういうことだろう。

　ラキナさんたちと違って、僕は冒険者じゃないのに。

「へっへっへ。ついにあたしの名声もここまで来たかって感じだよね。こういうのなんていうんだっけ？　蜂食う勢い？」

「破竹の勢いです」

　無表情でツッコミを入れるノエルさん。

「冒険者ではないケイのために私が補足説明しますと、ギルドを通していない仕事を依頼されるのは、二ツ星の超熟練冒険者くらいなんです。なのでラキナはとてつもなく図に乗っているというわけです」

「ちょ、ノエル!?　言い方！」

　なるほど、そういうことか。

　確かに実績もない星なしや、経験が浅い一ツ星冒険者に直接依頼をする物好きはいないよね。

　間に入って最低限の保証を担保してくれる冒険者ギルドって、ただのピンハネ組織ってわけじゃないんだな。

「でも、本当にすごいですね。直接依頼が来るなんて」

「でしょでしょ？　もっと褒めて。そういうの、もっとちょうだい。褒められて態度がでっかくなるタイプだから、あたし」

　たぶん、『褒められて伸びるタイプ』って言いたいんだと思うけど、温かい笑顔だけを返すことにした。

「それで、どうかなケイくん？　手伝ってくれる？」

「もちろん手伝うのはかまいませんけど」

「ほんと？　やった！」

「でも、どんな依頼なんです？」

「ヤムルさんの時と同じく、護衛任務なんだけど……まぁ、依頼主さんに直接話を聞いてもらったほうが早いかもね。ケイくんの知り合いみたいだし」

「へ？　知り合い？」

　って、誰？

　不思議に思っている僕の前に現れたのは、黒いフードを被った女の子。

「……こ、こんにちは……えへへ」

「ふぉ」

　スッと全身から血の気が引いた。

　そこに立っていたのは――苦笑いを浮かべながら気まずそうにしているエアリスさんだった。
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　スロートの町があるエリューデ王国は、森人エルフによって統治されている国で、『緑の王国』と呼ばれるほど森林地帯が多い。

　その最たるものが広大なレリクトの森なのだけれど、光があれば影が生まれるように、エリューデ王国にも緑の王国という名前にふさわしくない地域が存在する。

　それがスロートの町の南に位置する『メギド』と呼ばれる砂漠地帯だ。

　レリクトの森を抜けた先に突然現れる一面砂の死の世界。

　ウィッキに教えてもらったんだけど、このメギド砂漠の歴史はまだ浅く、五十年前に突如として現れたのだという。

　五十年前。つまり勇者エルデが魔王と戦っていた時代だ。

　なんでもこの場所で勇者と魔王軍幹部の壮絶な戦いがあり、その影響で植物がいっさい育たない呪われた場所になったのだとか。

　ただ、メギド砂漠は気候の変化ではなく呪いによって生まれた砂漠なので、五十年が経っても拡大はしていないらしい。

　不幸中の幸いってやつなのかな。

「……それで、今から向かうのは？」

「そ、そ、その砂漠にある、『メギドの墓所』と呼ばれる場所です」

　そっと尋ねると、おどおどとエアリスさんが答えてくれた。

　スロートの町を出発して一時間ほど。

　僕は今、ラキナさんやエアリスさんたちと町の南方に広がる森林地帯にいた。

　こんな場所まで足を延ばしているのは、もちろん依頼を手伝うためだ。

　本当なら「僕抜きでやってください」と言いたいところだけど、内容を聞く前に手伝うと言ってしまった手前、断りづらかった。

　こういうところ、本当に日本人って感じだよね。

　依頼の内容は、メギド砂漠にある墓所までエアリスさんを案内すること。

　どうやらエアリスさんは、僕のスカウトとは別にメギドの墓所に眠っている魔王の遺産を封印するという仕事があったらしい。

　人員のスカウトに、危険な魔王の遺産の封印作業。

　気のせいかもしれないけど、ちょっとハードすぎない？

「墓所かぁ。なんだかレリクトの森を思い出すねぇ」

　ラキナさんが「えへへ」と楽しそうに笑った。

　この人はいつでもどこでも能天気だな。

　今から魔王と戦うって時も、こんな感じな気がする。

「はぁ……何を呑のん気きなことを言ってるんですかラキナは」

　そう返したのは、あきれ顔のノエルさん。

「これから行くのは魔王の遺産が眠っている危険な場所なんですよ？　もっと気を引き締めてください」

「わ～ってるって。そうカリカリしないで。はいノエル。この前教えた、昂たかぶった心を落ち着かせる深呼吸して。せーの」

「……ひっひっふ～……ひっひっふ～」

「何をやってるんですかふたりとも」

　いろいろとツッコむべき所が山盛りだけど、とりあえずノエルさん。

　それは気持ちを落ち着かせる深呼吸じゃなくて、子供を産む時の呼吸法です。

「でも、大変ですねエアリスさん」

　ラキナさんたちは放置して、エアリスさんに声をかける。

　苦笑いを浮かべながらラキナさんたちを見ていたエアリスさんは「うひっ？」と身をすくませた。

「な、な、何が……ですか？」

「いや、ひとりでいろいろ仕事を任せられて、大変だなぁと」

「……そ、そんなことはありません。私、役立たずなんでがんばらないと」

　その言葉は、まるで自分に言い聞かせているようだった。

　なんだか既視感があるなと思った。

　そういえば、転生前に所属していた広告代理店でも、エアリスさんくらいの年齢の子が同じようなことを言っていたっけ。

　無理をしてがんばって、ストレスを溜めて体を壊す。

　世界は違えど、抱える悩みは似たようなものなのかもしれない。

「無理はしないでくださいね。体を壊しちゃったら元も子もありませんから」

「ケ、ケイ様……」

　エアリスさんは、うるうると瞳をうるませる。

「あ、ありがとうございます。そ、そ、そんなお優しいケイ様には、ぜひ、私たち聖なる勇者の子に参加を――」

「しません」

「ぎゃはっ!?」

　それとこれとは話が別です。

　というか、まだあきらめていなかったんですか。

　そんなこんなで、森の中を歩くことさらに一時間ほど。

　モンスターに襲われることもなく、ようやく森を抜けた僕たちの前に現れたのは、目を疑ってしまうような景色だった。

　地面をナイフで切り取ったかのように突然緑の世界がなくなり、代わりに広がっているのは砂の世界。

「す、すごい……」

　つい、声が出てしまった。

　砂漠を見るのは初めてだけど、あきらかに異様な光景だということはわかる。

　こんなふうに綺麗に砂漠との境目なんてあるわけがない。

　左右を見ると、緑と砂色の境界線がはるか彼方まで伸びていて、遠くにぼんやりと森林地帯が見える。

　上空から見たら、森を丸く切り取ったような感じなのかもしれない。

　これが魔王軍幹部が死に際に残したという呪いか。

　エアリスさんがそっと口を開く。

「こ、この呪いが広がらないのは、勇者エルデ様が墓所に施した封印魔術のおかげなんです」

「封印魔術？」

　ああ、なるほど、そういうことか。

　勇者エルデは魔王軍幹部を倒した後、墓を作って封印したというわけか。

　なんで敵の墓を作ったんだろうって疑問だったけど、合点がいった。

「でも、この砂漠の中を歩くのって、ちょっとしんどそうじゃない？」

　そう言うラキナさんは、すでにしんどそうな顔。

　だけど、彼女が言うことももっともだ。

　すでに肌にジリジリくるような暑さを感じてるし、大おお袈げ裟さでもなんでもなく、めちゃくちゃ大変そう。

　砂漠対策で着替えとかいろいろ用意してきたけど、日陰とかないんですかね。

「ケイさん、墓所に向かう途中に小さなオアシスがありますよ」

　そう教えてくれたのは、ウィッキだ。

　どうやら彼のマッピング能力に、この砂漠は含まれているらしい。

　なんて素晴らしい。グッジョブすぎる。

「ありがとうウィッキ。でも、あの砂嵐の中で休憩なんてできるのかな？」

　砂漠の奥に視線を送る。

　砂嵐が起きているのか、ドーム状のモヤが発生している。

　できればあれは避けたいところだけど、あの大きさの嵐を避けるのは無理そうだ。

「大丈夫ですよ」

　だけどウィッキは自信満々だった。

「オアシスは勇者エルデが休憩地として使った場所で、そこも強力な封印魔術が施されているみたいですから」

「え、本当に？　それはいいね」

　後先のこともちゃんと考えてるなんて、さすがは勇者様だ。

　というわけで、僕たちはオアシスを目指して歩くことにした。

　ウィッキの情報では、ここから歩いて十分ほどの場所らしい。砂嵐は少しずつこちらに向かってきているみたいだけど、なんとか間に合いそうだ。

「……あ、そうだ」

　その道中で、ちょっとステータス画面を開く。

　結構過酷な旅になりそうなので、ステータスを強化しておこう。





名前：ケイ・タニヤ

レベル：20　経験値：０／１２００

体力：６５０／６５０　魔力：１３２０／１３２０

腕力：13　生命力：15　器用：18

知力：31　俊敏力：14　幸運：34

タレント：幸福ポイント（１０００pt）




スキルポイント：１

スキル：【炎牙　Lv２】【爆炎　Lv５】【風刃　Lv２】【恵雨　Lv１】【恵水　Lv３】【泥沼　Lv１】【鑑定眼　Lv３】【錬金　Lv３】【調理　Lv３】【木工　Lv３】【呪詛　Lv１】【結界封印　Lv３】【分解　Lv20】




【スタミナ向上　Lv７】【腕力向上　Lv７】






　見ないうちに、また幸福ポイントが増えてるな。

　百ポイントをスキルポイントに振って、あとは経験値に変換することにした。





レベル：20　経験値：９００／１２００






　ううむ。レベル二十にもなったら簡単にレベルが上がらなくなってきたな。

　となれば、強化すべきはスキルのほうか。

　とはいえ、最強になりたいってわけじゃないから、生活にも使えそうな便利なやつを。

　楽しい生活を送るには、何よりもＱＯＬを高めないとね。

　まずは水の確保が難しくなりそうなので【恵水】をレベル十まで上げる。これで、作れる水の量が格段にアップしたはず。

　あとは、暑さを防げるスキルなんかがあるといいな。

　たとえば【猛暑無効】とか、そういうやつ。

「お、あったあった」

　それっぽいのを発見したのは【剣闘士系統】の【状態異常耐性系】ツリーだった。【熱耐性】に【冷気耐性】……それに、【状態異常耐性】、【即死攻撃耐性】なんてものもある。

【状態異常耐性】というのは毒とか麻痺とか魔力症とか、そういうものの耐性がつくってことだろうけど、【即死攻撃耐性】ってなんだろう。

　ひょっとして食らうと死んじゃう攻撃があるってことかな？

　ちょっと怖い。……とはいえ、今は必要なさそうなので【熱耐性】だけを覚えておくことにした。




【熱耐性：熱に対する耐性がつきます。レベルが上がると能力が強化されます。Lv１　熱耐性＋５　効果時間：60秒】




　一応、耐性がついたんだけど、これでいいのかな？

　取得したスキル一覧には表示されているけど、体感で変化は感じない。

　めちゃくちゃ暑いままだし。

　これはたぶん、耐性が足りないんだな。もっとポイントを振ろう。

　ポイントを十振った段階で【熱半減】になり、さらに二十ポイント振って【熱無効】になった。

　これで暑さは感じなくなった。

　だけど、どうやらまだ【熱耐性】にポイントが振れるみたい。

　これ以上、何が強化されるんだろう。

　効果時間は強化されないみたいだけど。

　どうせポイントはたくさん手に入るし、最大まで強化してみようかな。

【熱耐性：熱に対する耐性がつきます。レベルが上がると能力が強化されます。LvＭＡＸ　周囲10メートルの空間に熱無効効果　効果時間：60秒】




「……あれ？　なんか急に涼しくなった？」

　ラキナさんの不思議そうな声が聞こえた。

　彼女の隣を歩いていたノエルさんも、キョトンとした顔をしている。

「そういえば暑さを感じなくなりましたね。何かやりましたか？　ケイ？」

「ええっと、ちょっとスキルを」

「え。すご。暑さを感じなくなるスキルあるんだ。ケイくんってば、家庭にひとつは欲しい子だね」

　僕を必須家電みたいに言わないでください。

　エアリスさんからも何か物言いたげな視線を向けられたので、口を開く前に「聖なる勇者の子には入りませんからね」と釘を刺しておいた。

　しかし、このスキルは本当にいいな。

　ラキナさんじゃないけど、寝苦しい夜も快適に過ごせそうだ。

「……あ、見てケイくん！　オアシスだよ！」

　などと話していると、目的地のオアシスに到着した。

　ちょうど、嵐が強くなってきていたので、ナイスタイミングだ。

　小さなオアシスには、穏やかな時間が流れていた。

　小さな湖に、掘っ立て小屋がひとつ。

　砂嵐で簡単に崩れてしまいそうな小屋だけど、無事なのは勇者の封印魔術のおかげだろう。

「……わっ、すごい。上見てよケイくん」

　ラキナさんに促されて空を見上げると、なかなかにすごい光景が広がっていた。

　オアシスの周辺に吹き荒れている砂嵐に、ぽっかりと穴が空いていたのだ。

　なんだか台風の目みたいですごい。

　これが勇者の封印魔術の力か。僕の封印魔術よりも強力なのがうかがい知れる。

「とりあえず、砂嵐が過ぎ去るまでここで休憩しましょうか」

　ノエルさんが湖のそばに背負っていた荷物を置いた。

　日帰りで町に帰る予定なので寝具関係は持ってきていないけど、砂漠越えのためにいろいろと用意してきたのだ。

　まずは戦闘を想定した各種ポーション。

　それと、砂だらけになった時用の着替えと、万が一、依頼が夜までかかった時のための防寒具。

　この世界の砂漠も、日中は暑いが夜は気温が氷点下まで下がることがあるらしい。

　そういう防寒具関連を町で用意してくれたのはラキナさんたちだ。

　僕の担当は、各種ポーションと食事。

　いつでも調理できるように、食材をいろいろと買ってきた。

　というわけで、早速【調理】スキルでエリューデコーヒーとキノコの肉まんを生成することにした。

　食材は人数分用意しているけど、やっぱり最初にふるまうべきは依頼主のエアリスさんだよね。

「……あの、エアリスさん？」

「はひっ!?」

　僕たちから少し離れた場所に座っていたエアリスさんに声をかけたんだけど、激しく驚かれてしまった。

「なな、な、何か!?」

「あ、いえ……食べ物と飲み物を持ってきたんですが、ご一緒にどうです？」

「えっ？　わっ……おいしそう」

　キノコの肉まんを見て、一瞬だけ表情が和らぐエアリスさんだったが、すぐにいつもの挙動不審に戻った。

「……あ、お、おっ、おっ、おかまいなく！　にに、任務中はお腹が空いたりしない性格なので！」

「そ、そうですか……」

　お腹が空かない性格ってのはよくわからないけど。

　というか、なんでこんな離れたところにひとりでいるんだろう。

　や、別に仲良くしたいってわけじゃないけどさ。

　だって、仲良くしたらまた「組織に入って」とか言われそうだし。

　とはいえエアリスさんは依頼主だし、疎おろそかにするわけにもいかないよね。

「お隣、失礼します」

「……あ……どど、どうぞ」

　とりあえず、ふたり分の肉まんとコーヒーを手に、エアリスさんの隣に座る。

　エアリスさんの分を彼女の前に置いてから、どうしようかとしばらく考え、コーヒーをすすった。

　空を見上げると、砂嵐の中にぽっかりと開いた穴から青空が見えている。

　ああ、綺麗だな。

　――超絶気まずいけど。

　どうしよう。座ったはいいものの、いったい何を話せばいいのか。

「あ、あの、エアリスさんは、どうして聖なる勇者の子に入ったんですか？」

「……へっ？」

　他愛もない話題のつもりだったけど、ポカンとした顔をされてしまった。

　変な質問だったかな？

　エアリスさんはしばし瞬きを繰り返し、それからあたふたとした後でようやく口を開いてくれた。

「わっ、わわっ……私、勇者エルデ様の血を引いているんです。なので、その……自然に入ったというか、入らされたというか……」

「えっ」

　驚いた。

　エアリスさんって、勇者の子孫だったんだ。

　そういえば「聖なる勇者の子に加入できるのは、勇者の子孫だけ」って言ってたっけ。でも、勇者の子孫なら、もっと胸を張っていいんじゃない？

　なんでそんなにおどおどしているんだろう。

　エアリスさんは続ける。

「で、でも、血を引いていると言っても、エルデ様の『はとこ』なんですけど」

「はとこ？」

　って、どういう血縁関係だっけ。

　いとこの又いとこ？　あれ？　違うっけ？

「ええっと、エルデ様のお祖父様のお兄様の孫というか」

「……あ～」

　よくわからない。

「血の濃さでいえば一パーセントほどです」

「少なっ！」

　思わず声が出てしまった。

　エアリスさんがギョッと目を見張る。

「……っ！　ごご、ごめんなさい！　偉そうにエルデ様の血を引いているなんて言っちゃって……死にたい……死にます……死なせて……」

「あ、わっ」

　しまった。

「こっ、ここ、こちらこそすみません！　一パーセントでも血を引いているのは間違いないですよ！　大丈夫です！　すごいです！」

　フォローを入れたけれど、エアリスさんはすっかりどんよりモードになってしまった。

　これはマズい。完全に失言だ。

　平謝りした後、お詫びというわけじゃないけど【調理】スキルで『モムの串焼き』を作ることにした。

　これが好きって言ってたし、少しは機嫌が戻ってくれたら――と思っていたのだけど。

「え、わ、すごい！　おいしそう！　ありがとうございます！」

　エアリスさんの顔が、ぱぁっと明るくなった。

　うん、大好物の効果てきめんだ。よかった～。

　任務中はお腹が空かない性格だと言っていたけど、エアリスさんはモムの串焼きをおいしそうに食べ始める。

　すっかり機嫌がよくなったエアリスさんは、勇者と勇者の血族についていろいろと話してくれた。

　五十年前にエリューデ王国から魔王討伐に出立した勇者エルデ。

　彼はその体の中に流れる『聖なる血』によって、神々に匹敵する力を得て魔王を討伐することに成功した。

　そして、その聖なる血は彼の子孫にも引き継がれていて、たった一パーセントでも強力な勇者の力が使えるらしい。

　どういう力が使えるのかまでは教えてもらえなかったけど、エアリスさんはその勇者の力を使って、聖なる勇者の子の仕事をこなしているのだとか。

「……でも私、組織をやめたいと思っているんです」

「え？　やめたい？　どうしてですか？」

「そっ、それは……えと」

　彼女は急に言葉を濁し始めると、ぶんぶんと大きくかぶりを振った。

「な、な、なんでもありません。い、い、い、今の話は忘れてください！」

　エアリスさんが、キノコの肉まんにがぶりとかぶりついた。

　あ、肉まんも食べちゃうのね。

　しかし、いい食いっぷりだなぁ。こんなにおいしそうに食べてくれるなら、作り甲斐もあるというもんだ。

　――いや、そんなことはどうでもよくて。

　エアリスさんは酒場でも「仕事をやめたい」みたいなこと言ってた。

　選ばれた人間しか入れない組織に所属していて、世界を魔族から救おうとしている。それだけ聞けばすごくやりがいがある仕事だと思うけど……違うのかな。

「ケイく～ん！」

　と、ラキナさんの声。

「嵐が弱まったから、そろそろ出発するよ～！」

「あ、は～い！」

　空を見ればすっかり砂嵐は消え、抜けるように青い空が広がっていた。

　嵐は過ぎ去ったみたいだけど、めちゃくちゃ暑そうだな。【熱耐性】スキルを習得して正解だった。

「それじゃあ、行きましょうか」

「……はい」

　はにかむように、ぎこちない笑顔を見せるエアリスさん。

　そんな彼女の目は、いつも以上に何かに怯えているような気がした。




＊＊＊




　ウィッキがいてよかったと、改めて思った。

　オアシスを出発して一時間ほどで、目的の『メギドの墓所』に到着したんだけれど、ウィッキがいなかったら絶対に見つけるのは無理だった。

　だだっ広い砂漠の中にわずかに盛り上がる砂の山があって、砂を払いのけると石で組まれた枠とドアが現れたのだ。

　そのドアを開けると地下に続く階段が出てきた。

　ここが墓所の入り口らしい。

　うん。絶対見つけるのは無理でしょ。これ。

　かろうじて目印になりそうなものといえば、周囲にわずかながら生えている草花くらい。たぶん、封印術が施されていて、ここだけ呪いの影響を受けていないんだと思う。

　この広い砂漠の中でこんな小さな草花を見つけるのは至難の業だけど。

　こういう状況をよく『森の中で針を探すようなもの』と言うけれど、本当にそれだ。

　僕たちに護衛を頼んだエアリスさんも、具体的な場所までは知らなかったみたいだし、本当にウィッキ様様だよ。

「えっへん。伊だ達てに二百年、生きていませんからね？」

　僕の肩の上でドヤるウィッキ。

　ちょっと偉そうだけどかわいいので許す。むしろ大歓迎。

　ドヤ顔ウィッキを堪能したところで、皆で階段を降りることにした。

　ここの奥にある魔王の遺産を封印するのがエアリスさんの目的なんだけど、中にモンスターがいそうだし同行することにしたのだ。

「これは戦いの予感がビシバシするね……むっふっふっふ」

　松たい明まつ片手に不敵な笑みを浮かべたのは、やる気満々のラキナさんだ。

「さぁて、未来の三ツ星冒険者ラキナ様の手腕、見せちゃいましょうかね。あ、そうだ。あたしが先陣、切ろっか？」

「いえ。ラキナは絶対ドジるので後ろで」

「しかたないな。じゃあ、あたしはノエルの後ろで――って、ちょいとノエルさん？　アリューシア山を迂回するレベルで遠回しにあたしをディスってない？」

「いえ、最短距離でディスってます」

「おっほおぃノエル!?　純粋無む垢くなきゃわいい目をしてても、言っていいことと悪いことがあるんだけど!?　びっくりしたなぁもう！」

「ラキナ、モンスターに気づかれます。静かに」

「誰のせいじゃい！」

　やいのやいのと騒ぎ出すおふたり。

　相変わらず緊張感がないなぁ。

　そんなふたりに先導されながら階段を降りていったのだけれど、しだいに妙な圧迫感を感じるようになってきた。

　なんだか既視感があるな……と思ったけど、これはあれだ。レリクトの森で水晶頭蓋が眠っていた墓所で感じたものと同じ圧迫感。

　ということは、魔王の遺産が近いってことかな？

　ラキナさんたちも、その異様な圧迫感に気づいたのか、しだいに口数が少なくなっていく。

　しばらく階段を降り続け、たどりついたのは大きな部屋だった。

　天井が高くアーチ状になっていて、細かい装飾や守護神のような像。それに、多くの棺ひつぎが並んでいる。

　ここは、納骨堂だろうか。

「……ウィッキ、ここが魔王の幹部が眠ってる場所？」

「だと思います。墓所の内部構造まではわかりませんが、異様な魔力の滞留を感じます」

　異様な魔力の滞留。魔王の遺産によるものだろう。

　たくさん棺があるということは、魔王の幹部以外の魔族もここに眠っているのかもしれない。

　しかし、と周囲を見渡しながら思う。

　この納骨堂のどこに魔王の遺産があるんだろう。

「……と、とりあえず、奥に行きましょうか。魔王の遺産は近いはずです」

　エアリスさんの声。

　ノエルさんが深くうなずく。

「早く魔王の遺産を封印してしまいましょう」

「そ、そうだね。ちゃちゃっと封印して、ぱぱっと帰ろ？」

　引きつった笑顔を覗かせるラキナさん。

　入った時の威勢はどこへやら、すっかり怖くなってしまったらしい。

　僕たちは警戒しつつ、足を進める。

　納骨堂の中は予想以上に広く、松明の明かりだけでは少々心もとなかった。至るところに暗闇があって、モンスターが潜んでいたら不意打ちをされる危険がある。光源を確保できるスキルか魔術、あったっけ。




【炎灯トーチ：５分間、術者のそばに炎の塊を出現させ、周囲を明るく照らす。レベルによって継続時間が伸びる。魔力コスト５】




　これだ。

　スキルポイントが七十余っていたので、十ポイント振ってレベル十まで上げて効果時間を延ばした。




【継続時間：30分】




　うん。これくらいあれば大丈夫だろう。

　早速【炎灯】を発動させる。

　手のひらから生まれた火の玉が頭上にふわっと浮かび上がり、まぶしいほどの明かりを放つ。

　ちょっとびっくりした。

　松明とは比べ物にならないほどの光量だ。

　これ、明るすぎて魔王の幹部が目覚めたりしないよね？

「うわっ!?」

　ラキナさんが声をあげた。

「ちょ、な、何それ!?　まぶしすぎなんだけど！　目が！　目がぁ！」

「す、すみません。ちょっと暗いかなと思ったので、【トーチ】という魔術を習得してみました」

「……え？　【トーチ】？」

「炎系統の魔術ですね。光量を持続させるのが難しい中級レベルの魔術です」

　ノエルさんが補足してくれた。

　初級魔術っぽかったけど、意外と難易度が高い魔術だったのね。

「へぇ、そんな魔術があるんだ。てかケイくんってば、相変わらず猫ちゃんが子供産むみたいにポンポンとスキルとか魔術を出すんだね。ケイにゃんって呼んでいい？」

「ダメです」

　どういう経緯ですか。ちょっとかわいいけどさ。

　少しぶーたれてるラキナさんは放っておいて、周囲探索を続ける。

　墓所に入ってきて感じていた圧迫感はしだいに強くなっている。

　この感じだと、魔王の遺産は近いはず。

　――なんだけど、ちょっと気になることがあった。

「……モンスターが一匹もいませんね」

　ノエルさんの声。

　僕もまさにそれを考えていた。

　モンスターどころか、生き物すら見当たらない。

　ネズミの一匹くらいいてもおかしくないと思うけど。

「ま、魔王の遺産のせいだと思います」

　おもむろに口を開いたのは、エアリスさんだ。

「この墓所にある魔王の遺産が、そういう能力を持っているので……」

「遺産の能力？」

　ってなんだろう？

　というか、エアリスさんはここにどんな魔王の遺産が眠っているか、知ってるのかな？

　まぁ、封印に来たんだから知っててもおかしくはないけど、そういう話は出てこなかった。

「ん？」

　と、僕の【トーチ】に照らされ、暗闇の中に何かが浮かび上がった。

「……あれは、祭壇？」

　数段高くなった場所に、ボロボロになった燭台と聖具類……それに、ひときわ大きな棺が置かれている。あれが魔王の幹部が眠る棺だろう。

　だけど、僕の目を引いたのは棺ではなく、その傍らに立っている奇妙な像だった。

　それだけ鎧のようなものを着ていたのだ。

　材質から見るに革鎧――だろうか。

　黒い革で作られているが、至るところがボロボロでつぎはぎだらけだ。これじゃあ鎧としての役割は果たせないと思う。

　もしかして、勇者に討たれた魔王の幹部が身につけていた鎧かな？

　それにしてはちょっとみすぼらしいけど。

「あれが魔王の遺産、『メギドの布鎧』です」

　エアリスさんの声が、納骨堂に浮かんだ。

「……え？　あれが魔王の遺産なんですか？」

　なんていうか……ちょっとしょぼくない？

　レリクトの森にあった同じ魔王の遺産の水晶頭蓋はいかにもマジックアイテムみたいな感じだったけど、これは見るからにボロボロだし。

「き、気をつけてくださいケイさん」

　震える声で注意を促してきたのはウィッキだ。

「あれに近づきすぎると……命を奪われてしまいますよ！」

「え？」

「メギドの布鎧は『身につけた者は不老不死になる』といわれている強力なマジックアイテムなのですが、その正体は、周囲の生物の魂を吸収するという恐ろしくもおぞましい、呪われた鎧なんです」

「たっ、魂を吸収!?」

「はい。ただ、見たところ能力は発動してないみたいなので、今のところは大丈夫だと思いますが……」

　そうなのか。よかった。

「でも、魂を吸うって、カッパの尻子玉みたいだね」

「え？　尻？」

「あ、いや、ごめん。なんでもない」

　カッパなんてわかるわけがないか。

　でも、魂を吸収するって怖すぎる能力だな。

　ここにネズミの一匹もいないのは、そういう理由だったのか。

「で、では、行きましょうか、皆さん」

　エアリスさんを先頭に、ゆっくりとメギドの布鎧に近づいていく。

　一歩、また一歩と近づいていくたびに、あれが恐ろしいアイテムである確信が深まっていった。

　心臓をギュッと握られているような圧迫感が強まっていったからだ。

　嫌な汗が、額ににじみ出す。

「……封印は、エアリスさんが？」

　そっと尋ねる。

「は、はい。封印魔術のスクロールを持ってきているので」

　エアリスさんが腰のポーチから小さな巻物を取り出した。

　スクロールって王国魔術院が作ってる魔術書……だっけ。

　どうやって封印魔術を使うのかと思ってたけど、それを使うのか。

「……あ、あの、ケイ様？」

　不意にエアリスさんに声をかけられた。

「もう一度だけ、尋ねてもいいですか？」

「……え？　尋ねる？　って、何をです？」

「せ、せ、聖なる勇者の子に、加わってはいただけませんでしょうか？」

　さすがにちょっとあきれてしまった。

　危険な空気を放っている魔王の遺産を前にして何を言っているのか。

「申し訳ありませんが、僕の返答は変わらないです」

　ぶっきらぼうに答えてしまった。

　エアリスさんは、「うっく」と息を飲み、静かにうつむく。

「……そうですか」

　エアリスさんは、手にしていた巻物を開く。

　瞬間、ポッと巻物が青白く輝き始めた。

　どこか既視感があるなと思ったのは、レリクトの森で使った【結界封印】の魔術の発動の時と似た感じだったからだ。

　これで魔王の遺産は封印される。

　――はずだったのだけれど。

「……【結界封印・解】」

「え？」

　エアリスさんの口から放たれたのは、封印とは真逆の言葉。

【封印呪師系統】の【結界封印】魔術は、結界を生成できるが、逆に解除することもできるのだ。

　つまりエアリスさんは、すでに魔王の遺産にかかっていた【結界封印】の魔術を解除した――。

「う、わっ!?」

　メギドの布鎧が青白く輝いた瞬間、思わず目を閉じてしまうほどのおびただしい魔力があふれ出してきた。

「エ、エアリスさん!?　いったい何を……」

「ほ、本当にすみません、皆さん」

　青白い光を背に、エアリスさんがこちらを振り向いた。

「ここまで一緒に来てくれたのに――皆さんを殺さなくてはいけないなんて」

「……は？」

　殺す？　僕たちを？

「でも、世界平和のためなので、許していただけますよね？」

　エアリスさんが、引きつった笑みを浮かべる。

　瞬く間に大混乱に陥った僕だったが、困惑しているのは僕だけではなかった。

「ちょ、ま、どっどど、どゆこと!?」

　ラキナさんが目を白黒させながら続ける。

「あ、あたし、何かエアリスを怒らせるようなことした!?」

「考え直してくださいエアリス！　寒いギャグをぶっ放して場の空気を凍りつかせていたのはラキナで、私とケイに罪はありません！」

「ちょほっと、ノエル!?」

　ああもう！　あんたらも時と場合を考えなさい！

「いったい、どういうことですかエアリスさん!?　なぜ、僕たちを!?」

「あきらめてくださいケイ様。これは、レリー様のご命令なんです」

　レリー。勇者エルデの息子の名前だ。

「レリー様は私におっしゃいました。もし、ケイ様が聖なる勇者の子への参画を拒否されたら――その事実を知っている者と共にメギドの墓所で葬れと」

「……はぁっ!?」

　思わず素っ頓狂な声をあげてしまった。

　な、何それ、勧誘を断ったら殺せって……どこのヤクザ組織ですか!?

　というか、レリーさんって魔王を倒して世界を救った勇者の息子なんだよね？

　そんな恐ろしいことを平気でやるような超危険人物なの？

　困惑する僕をよそに、状況はさらに悪化していく。

　触手のようにバラバラになったメギドの布鎧がエアリスさんの体にまとわりつき、やがて禍々しい姿へと変貌していく。

　漆黒の鎧に、悪魔の翼のような形をしたマント。

　ルビーのように赤く美しかった瞳は色素を失い、白濁してしまっている。

　その姿はまるで――魔王のごとき様相だった。

「ケイ様、世界平和のために……ここで死んでください！」




＊＊＊




　僕の頭は混乱の極みだった。

　必死になって僕を聖なる勇者の子に勧誘してきたエアリスさんが、今度は僕たちの命を狙っている。

　しかも、「懐柔できなければ殺せ」という、勇者の息子レリーさんの命令で。

　命を狙う理由もとんでもないけれど、方法もとんでもない。

　よりによって、魔王の遺産『メギドの布鎧』を使うなんて。

　魂を吸収する能力を持つマジックアイテム、メギドの布鎧――。

　あの異様な魔力の奔流を見る限り、その無敵の能力は解放されたと考えていいだろう。

　だけど、やりようはある。

　近づくと魂を吸われるということは、裏を返せば近づかなければ吸われることはないということだ。

　つまり、距離を取ったまま、もう一度封印してしまえばいい。

　でも、エアリスさんを自由にさせたままだと、また封印を解除されるかもしれない。

　となれば、まずはエアリスさんを止める？

　いや、そのためにはメギドの布鎧をエアリスさんから引き剥がす必要があるし――。

「ケイ！　迷っている暇はないですよ！」

　ノエルさんの声。

　彼女に続いて、ラキナさんも叫ぶ。

「そうだよケイくん！　エアリスはあたしたちを本気で殺そうとしているんだ！　うだうだ悩んでると、あの棺の中に入ることになっちゃうよ！」

　ごめん、悩んでいるのはどうやってメギドの布鎧を封印するかであって、戦うかどうかじゃないんだけどな。

　しかし、とラキナさんたちを見て思う。

　ずいぶんと意気揚々としてるけど、もしかしてエアリスさんを止めるアイデアがあるのかな？

「……あの、ずいぶんとやる気満々ですけど、エアリスさんを止める方法があるんですか？」

「え？　ないけど？」

「それは追々考えます」

　あっけらかんとした顔で答えられた。

　ふたりとも行き当たりばったりだなぁ！

　いきなり突っ込もうとしているあたり、メギドの布鎧の効果も知らないんじゃない!?

「ケイ様、おとなしく私に殺されてください」

　と、エアリスさんの声。

　そちらを見ると、悪魔のごとき姿のエアリスさんが漆黒の翼を大きく広げ、ゆっくりとこちらに歩いてきていた。

「大丈夫です。魂を吸われるのは一瞬なので、全然痛くありませんから。ほら、痛くな～い……痛くな～い……」

　うん。怖い。

　言ってることも顔も姿も全部怖いよ！

　そうこうしている間にエアリスさんは一歩、また一歩と近づいてくる。

　彼女が足を踏み出すたび、周囲の草や苔が枯れて朽ち果てていった。

　あれが魂を吸う能力か。

　見たところ範囲は周囲二メートルほど。

　あそこに入らなければ危険はないはず。

　エアリスさんには悪いけど、遠距離から魔術を使って戦わせてもらおう。

　そう思って、手始めに【爆炎】を放とうとした時だ。

「……え？」

　目の前で不思議なことが起きた。

　納骨堂に散らばっている塵じん芥かいが磁力に引き寄せられるように集まり、やがていくつもの骸骨の姿に変わっていったのだ。

「……ス、スケルトン!?」

　声をあげたのはノエルさんだ。

「気をつけてください！　あれはアンデッドモンスターです！」

「モモ、モンスター!?」

　ちょっと待って。その能力は聞いてない。

　というか、勇者の血を引く人間がやることじゃなくないですかそれ!?

「ちょ、ちょっと、どうやって戦う？」

　さすがのラキナさんも状況が悪いと見たのか、尻込みしている様子だった。

「足元の枯れちゃってる草を見る限り、なんだかエアリス様にはお近づきにならないほうがよさそうだし！　や、前衛職のあたしが言うのもアレだけどさ！」

「ラキナさんとノエルさんは周りのスケルトンをお願いします！　僕は……エアリスさんをどうにかします！」

「どうにかって……どうやって!?」

「わからないですけど、どうにかしてどうにかします！」

　僕は努めて冷静に状況を分析する。

　やはりメギドの布鎧を【結界封印】で封印してしまうのが最善策。

　となると、まずはエアリスさんを無力化させる必要がある。

　黒い布が体にまとわりついてあの鎧になったことを考えると、強引に引き剥がせばあの能力を止めることができるかもしれない。

　でも、どうやって？

　引き剥がすには、彼女に近づく必要がある。

　そんなことをしたら、あっという間にあの世行き。

　あの能力はある意味――即死攻撃に近いのだ。

「……ん？　即死攻撃？」

　その時、僕の頭にふと、とあるスキルの名前がよぎった。

　即座にステータス画面を開き、スキルツリーを確認する。




【即死攻撃耐性：即死攻撃に対する耐性がつきます。レベルが上がると能力が強化されます。Lv１　即死耐性＋５　効果時間：60秒】




　相変わらずこの『プラス五』の意味がわからないけど、【熱耐性】と同じ種類のスキルだと考えるとレベルマックスまで上げればいけるはず。

　早速習得して、さらにポイントを振る。




【Lv20　即死確率半減　効果時間：１２０秒】




　ラキナさんたちが動き出した。

　メギドの布鎧の効果を警戒して、ノエルさんの魔術でスケルトンをエアリスさんから引き離し、ラキナさんが華麗な剣術で処理していく。

　そんな彼女たちを横目に、僕は急いでスキルポイントを振りまくる。




【LvＭＡＸ　即死攻撃無効　効果時間：１８０秒】




　よし。レベルマックスまできた。

　効果時間も延びたし、これでメギドの布鎧の効果を防ぐことができる、と思う。

　……いや、できる！

　絶対にできる！

　できなかったら、僕が困る！

「ごめんなさいエアリスさん！　【マッドマター】！」

　こちらににじり寄ってくるエアリスさんに向かって土系魔術の【泥沼】を発動させた。

　地面を一定時間、泥沼に変化させる魔術だ。

　瞬時に石造りの床がぬかるみに変化し、エアリスさんの両足が膝近くまで沈んでいった。

　まずは動きを止める。

　これが僕の必勝パターンだ。

「な、何を……む、無意味なことを！」

　と言いつつも、動けなくなって慌てている様子のエアリスさん。

　それを見て、意を決して走り出す。

　彼女との距離が二メートルほどまで近づいた時、ギュッと心臓を握られたような悪寒がした。

　魂の吸収能力の範囲内に入った。

　一瞬、背筋が寒くなった。だけれど、僕の体に特に変化はなかった。

　よし。【即死攻撃無効化】が効いている。

「……っ！　どうして!?　なんで布鎧の能力が発動しないんですかっ!?」

　白濁してしまっているエアリスさんの目が驚いたように見開かれた。

「なっ、何をするつもりなのかわからないですけど、させませんっ！」

　エアリスさんが手のひらをこちらに向けた瞬間、ガラガラと数体のスケルトンが現れ、僕の行く手を阻んだ。

　ええい、面倒だな。

　メギドの布鎧で呼び出しているスケルトンは、魔王の幹部が従えていた兵士の成れの果てなのか、古びた剣や槍を持っている。

　いくらボロボロの武器だとはいえ、斬られたりしたらひとたまりもない。

「どけっ！　【フレイムバースト】！」

　即座に【爆炎】魔術を放つ。

　僕の手から発射された火の玉は、スケルトンの足元に着弾し、数体のスケルトンごと大きく爆ぜた。

　だけど、まだスケルトンは残っている。

　続けざまに【風刃】を連続で放ち、とどめの【爆炎】でスケルトンを塵芥の姿へと逆戻りさせた。

「こ、これほどの魔術を連続で使えるなんて……やはりあなたは危険です！」

　その時、白く濁ったエアリスさんの目が、赤く輝いた。

　瞬間――僕の首に違和感が生まれる。

「うぐっ!?」

　何かに絞めつけられているような鈍い痛み。

　とっさに両手でその何かを引き剥がそうとしたけれど、僕の首には何も触れていなかった。

　なんだこれは。触れることはできないけど、何かが確実に僕の首を絞めあげている。

「これが勇者の血の力、『聖なる第三の手セイヴィアハンド』です！」

　エアリスさんが引きつった顔で言う。

　そうだ。すっかり忘れていたけど、勇者の血を引いているエアリスさんは勇者の力が使えるって言っていたっけ。

　油断した。一パーセントの血の濃さで、こんな凶悪な力が使えるなんて。

「ケ、ケイさん！　今、ボクが！」

　ウィッキが必死に僕の首から『聖なる第三の手』を剥がそうとするが、虚しく空を切る。どうやら精霊でも触れることはできないらしい。

「……う、く」

　マズい。

　これはとてもマズい。

　首を絞めつける指の力が増し、少しずつ視界がブラックアウトしていく。

　そして、しだいに意識が遠のき始めた――その時だ。

「……【アイスジャベリン】ッ！」

　僕の背後から、刺すような冷気が頬をかすめていった。

　ノエルさんの【凍棘】魔術だ。

　飛来した巨大な氷の棘は空中で何かにぶつかり爆ぜる。

　その瞬間、僕の首を絞めつけていた何かがすっと消えたような感覚があった。

「げほ……っ！」

「ケイ!?　大丈夫ですか!?」

「ごほっ……だ、大丈夫……です、ありがとうございます」

　どうやらスケルトンとの戦闘の合間で、ノエルさんがこっちに【凍棘】を放ってくれたらしい。

　本当に助かった。

「ノエル！　そっちからまたスケルトンが来たよ！」

「あまり無理をしないでくださいね、ケイ！」

　ノエルさんがスケルトンとの戦闘に戻る。

　ラキナさんたちの周りに十体ほどのスケルトンが見えた。

　さっきより増えている気がする。

　たぶん、エアリスさんが追加召喚したのだろう。

　早くエアリスさんを止めないと、向こうもヤバいかもしれない。

「ケイ様」

　背筋が寒くなるような、エアリスさんの声が浮かぶ。

「今すぐメギドの布鎧の効果を消しているスキルを解除してください。そうすれば、苦しまずに死ねます」

　そう言ったエアリスさんの姿は、先程よりもさらに禍々しくなっていた。

　まるで成長しているかのように漆黒の鎧はエアリスさんの指先まで覆い尽くし、顔の半分も飲み込んでいる。

　もはやそれがエアリスさんだとわかるのは、白濁した目元くらいだ。

　だけど――その目は、変わらず何かに怯えているような雰囲気があった。

「エアリスさん、本当はこんなことやりたくないんじゃないですか？」

「……えっ？」

「あなたはしきりに『組織をやめたい』と口にしていました。もしかして……組織に何か弱みを握られて、しかたなくやっているんじゃないですか？」

「……っ!?」

　エアリスさんが息をのむ。

「そっ、そ、そんなことはありません！　わっ、わっ、わ、私は聖なる勇者の子に所属していることを誇りに思っています！　レリー様が掲げていらっしゃる理念に深く感銘を受けて、せ、世界平和の礎になるべく、わ、わ、私は――」

「何をされているのか話してください。僕にお力になれることがあるかもしれません。言われるがまま僕を殺しても、状況は何も変わりませんよ？」

「かっ、変わりますよっ！　つらいことでも必死にがんばっていれば、きっとたぶん、絶対いいことがあるんですからっ！」

　なんだかすっごい自信がない決心だな。

　でも、レリーさんに弱みを握られて強制的にやらされているのは間違いなさそうだ。勇者の息子なのに、なんてひどいことを。

「だっ、だから、世界平和と私のために死んでください！　ケイ様！」

「……っ！　【フレイムバイト】！」

　エアリスさんが手のひらをこちらに向けた瞬間、とっさに魔術を発動させた。

　手のひらから噴射された炎の柱が空中で見えない何かに衝突し、火花を散らしながら四散する。

「無駄ですよ！　私のセイヴィアハンドに弱点はありません！」

　エアリスさんが腕を大きく振った。

　見えない手の攻撃が来る――。

　僕は完全な憶測で横に飛び退いた。

　耳元をかすめたのは、ひゅっと空気を切り裂く音。

　今まで僕がいた地面が大きくえぐられた。

　背筋に冷たいものが走る。

「次ははずしませんからね」

　エアリスさんが、決意に満ちた目でこちらを睨みつけてきた。

　ちょっとヤバいかもしれない。

　さっきは当てずっぽうで運よくかわせたけど、二度目は厳しい。

　どうする、僕。

　どうやって、エアリスさんの見えない攻撃を避ける？

　あの聖なる第三の手は物理的に触れることはできない。魔術は当たるみたいだけど、ダメージが入っているようには思えない。

　完全無敵のチート攻撃。さすがは勇者の力だ。ずるすぎる。

「……魔術が当たる？」

　と、頭の中で何かがつながりそうになった。

　魔術を使ってもダメージは入らない。

　だけど――さっきの【炎牙】のように、攻撃を当てることだけはできる。

　てことは。

「【リフレクターレイン】ッ!!」

　魔術を発動させた瞬間、天井から大粒の雨が降り始めた。

　僕が発動させたのは、水系魔術の【恵雨】だ。

　効果は『五秒間、大雨を降らせる』という、鎮火用くらいにしか使えない魔術。だけど――。

「……やっぱりだ。見えるぞ」

　僕の目に、はっきりと聖なる第三の手の形が見えた。

　天井から降り注ぐ魔術の雨が、エアリスさんの背中から伸びる腕に当たって跳ね返っていたからだ。

　この雨が自然発生したものだったらこうはならなかっただろう。

　だけど、これは魔術によって作り出した雨。

　聖なる第三の手を止めることはできないけれど、当てることならできる。

「この雨になんの意味があるのかわかりませんが、死んでくださいケイ様！」

　状況がわかってないエアリスさんが腕を振るう。

　雨に弾かれながら、聖なる第三の手がこちらに猛然と伸びてきた。

　だけど、全然反応できる速さ。

　再び横っ飛びして攻撃をかわす。

「んなっ!?」

　エアリスさんがギョッとした。

「い、一度ならず、二度も……っ！　さすがはケイ様ですねっ！」

　腕を振るうエアリスさんだったが、バレバレの攻撃は僕の体を捉えることができない。

　三度、四度。エアリスさんの攻撃は空を切る。

「ふええぇ!?」

　ついにエアリスさんは瞳に涙を浮かべ始めた。

「どど、どうしてぇ!?　どうしてセイヴィアハンドの位置がわかるの!?」

「それは……企業秘密ですよっ！」

　僕は再度【恵雨】を発動させて、エアリスさんに向かって走り出す。

　エアリスさんは慌てて第三の手を使って僕を止めようとするが、僕はたやすくその手をかわす。

「……っ！　ケ、ケイ様っ！」

　怯えたエアリスさんの表情がわかる距離まで来た。

　あとは彼女からメギドの布鎧を引っ剝がすだけ。

　だが、その時だった。

　僕の胸に、鈍い痛みが走った。

　まるで心臓を掴まれたような痛み。

　まさか聖なる第三の手の攻撃かと思ったけど、すぐにその正体がわかった。

　発動させていた【即死攻撃耐性】の効果が切れたんだ。

　メギドの布鎧の能力に対抗すべく発動させたスキルの効果は百八十秒だった。

　スキルが切れた以上、このまま近づくと鎧の即死攻撃を食らってあの世行きになってしまう。

　ここはいったん距離を取って、スキルを再発動させるべきか？

　――いや、そんなことをしている暇はない。

　魂を完全に吸収される前に終わらせる。

「う、うおおおおおっ！」

　エアリスさんに体当たりをして彼女を地面に押し倒す。

　そして、馬乗りになって彼女の体にまとわりついている漆黒の布を力任せに引っ剝がした。

　子供の力では難しかったかもしれないけど、【腕力向上】スキルを習得していたので、思いのほか簡単に引きちぎることができた。

　――だけど。

「……あ、ひゃあっ!?」

　納骨堂の中に、エアリスさんの悲鳴が轟いた。

　瞬間、嫌な想像が僕の脳裏によぎる。

　もしかして、メギドの布鎧を強引にはずしてしまった影響で、彼女の体に何か悪影響を及ぼしてしまったんじゃないだろうか。
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　マズい。さすがにそこまでは考えていなかった。

　なにせ周囲の生物の魂を吸うなんて危険な能力を持っているのだ。

　身につけた主とて、無事に済まない可能性は高い。

　と、思ったのだが。

「はわわっ……」

　エアリスさんは苦痛のあまり苦く悶もんの表情に顔を歪ゆがめる――こともなく、恥ずかしそうに耳先まで顔を真っ赤にしていた。

「ケケ、ケイ様!?　ななな、何を……っ!?」

「えっ？」

「わっ、わわ、私の服……っ」

「服？」

「私の服……返してっ！」

「あっ」

　そこでようやく僕は気づく。

　勢い余ってエアリスさんの服ごと、布鎧を引きちぎってしまったことに。

　僕の視線はまるで重力に引かれるように、エアリスさんのあらわになった胸元にすすすっと降りる。

　なんとも彼女らしい控えめな大きさ。

　かわいらしい下着をつけているのも、実にエアリスさんらしい。

　……や、そんな生々しい説明をしている場合じゃなくて。

「ええっと」

　僕は冷静に状況を整理する。

　年端もいかない少女に馬乗りになり、必死の形相で服を引きちぎっている僕。

　あ～、うん。

　これは別の意味でとんでもなくヤバ～い状況かもしれない。

　だけど待ってほしい。これは不可抗力なんだ。

　僕はただ、エアリスさんを傷つけることなく無力化させようと思って。

　それにほら、エアリスさんはこっちを本気で殺そうとしてきたわけだし……これくらいのことをやっても、許してもらえるはずだよね。

　え？　だめですか？




＊＊＊




「おかえりケイく……あ、ごめん間違えた。おかえり、かわいい顔した変態ケイくん♪」

「……」

　メギドの墓所の入り口で僕を待っていたラキナさんが、楽しそうにそんなことを口にした。

　彼女の隣にいるノエルさんも、氷魔術を放っているかのごとく冷え切った視線をこちらに向けている。

　そんな彼女たちに、僕は改めて声を大にして言いたかった。

　あれは濡れ衣ぎぬなんです、と。

　いろいろと想定外のことは起きてしまったけど、メギドの布鎧を……というかエアリスさんの服をひん剥いてしまったことで彼女は戦意を喪失し、ようやく戦いは終わりを告げた。

　そして、ラキナさんたちは戦意喪失したエアリスさんと外に出てもらい、僕はメギドの布鎧を封印することにした。

　ああ、本当に疲れた。

　いろいろな意味で。

「どうしよう……どうしよう……このままだと、レリー様に殺されてしまう……どうしよう……」

　ふと見たエアリスさんは、入り口の端っこで頭を抱えていた。

　ラキナさんに貸してもらったのか、彼女の赤いマントを羽織っている。

　そんな彼女を見ながらラキナさんに尋ねた。

「エアリスさん、大丈夫なんですかね？」

「ん～、どうだろう。彼女、ずっとこんな感じなんだよね。事情を聞いても教えてくれないしさ」

「そのレリーという人物に口止めされているのかもしれませんね」

　そう補足してくれたのは、ノエルさん。

「まぁ、命を狙われた側の意見としては、ここに放置してさっさとスロートに帰るべきだと思いますけれど」

「いやいや、そういうわけにもいかないよ。だって今回の依頼主はエアリスだし。置いてっちゃったら、お金もらえない」

「……確かにそうですね」

「それに、お金の件を抜きにしても、なんだか事情がありそうだしさ。このまま終わりにするのはかわいそうだよ」

　僕もラキナさんの意見に賛成だった。

　魔王の遺産の封印は完了したけれど、これで万事解決というわけじゃない。

　エアリスさんが抱えている問題をどうにかしないと、また同じことが繰り返されるかもしれないのだ。

　とりあえず、なんとかしてエアリスさんに話を聞けないかな？

「あの、エアリスさん」

　そっと彼女に声をかける。

「何か事情があるのなら話していただけませんか？　もしかすると、お力になれるかもしれませんし」

「…………」

　エアリスさんがびくりと体をすくませて僕の顔を見た。

　その目には、恐怖がありありと浮かんでいる。

「レリーさんに殺されるって、どういうことなんです？」

「そ、それは……」

　エアリスさんは何かを言おうとして、ぐっと言葉を飲み込んだ。

　やっぱり話してはくれないか。

　理由はわからないけど、相当根が深そうだ。

　温かい飲み物でも出したら、少しはリラックスしてくれるかな？

　そう思って、【調理】スキルでコーヒーを出そうと思った時だ。

「……の、呪いです」

　ぽつり、とエアリスさんが口を開いた。

「レ、レリー様のご命令を遂行できなかった組織の人間は、勇者の血の呪いで殺されてしまうんです」

「勇者の、血の呪い？」

　思わず首をひねってしまった。

　エアリスさんの中にも流れているという、勇者の血。

　その血のおかげで聖なる第三の手みたいな強力な能力を使えるみたいだし、『呪い』というより『加護』みたいなものじゃないの？

「勇者の血は魔を討つ剣でもあり、血族同士を結ぶ鎖でもあると聞いたことがあります」

　口をつぐんだエアリスさんと立ち代わりに説明してくれたのはウィッキだ。

　彼いわく、「勇者エルデの正統継承者であるレリーさんは、ほかの勇者の血族を支配する能力を持っているのではないか」という。

　魔を討つための勇者の強大な力のベクトルを内側に向けて暴走させる。そうして暴走した血によって、命を奪うのではないかと。

　ありえない話ではないとは思う。けど、そもそもの話――。

「そのレリーって人、勇者の子供なんだよね？」

　僕の懸念を代弁してくれたのはラキナさんだった。

「だとしたらちょっと変じゃない？　だって勇者って正義の味方の代名詞みたいな存在だし、任務に失敗したからって命を奪ったりはしないでしょ。エアリスの勘違いじゃ――」

「ラ、ララ、ラキナさんはレリー様のことを知らないから、そっ、そんな呑気なことが言えるんですよ！」

「……っ!?　お、おう!?　そうだねゴメン！」

　すごい剣幕で返されたラキナさんは、土下座でもするのかという勢いで頭を下げる。

「み、み、皆さんには理解できないかもしれませんが、勇者の血が流れている人間に失敗は許されないんです。だから役に立たない『失格者』は処分される。それが聖なる勇者の子と、レリー様のルールなんです……」

　役に立たない失格者、か。

　なるほど。少しだけわかった気がする。

　レリーさんは「勇者の血を引く者は完璧でなくてはならない」と考えているのかもしれない。小さな失敗すら許されず、勇者の名を汚すことは言語道断。

　だから、任務に失敗して恥をさらした血縁者は闇に葬られる。

　でも、失敗したら実際に首を斬られるなんて、現代のブラック企業も裸足はだしで逃げそうな劣悪な労働環境だな。

　そりゃあエアリスさんもしきりに「仕事をやめたい」ってぼやくわけだ。

　レリーさんって「勇者の血族は簡単にできないなんて言うな！　どうやったらできるかを考えろ！」なんて言ってそうだな。

　そういう人、転生前に見たことあるもん。

「……ん～、ルールかぁ」

　不服そうな声をあげたのは、ラキナさん。

「なんだかエアリスの話を聞いていると、聖なる勇者の子って平和的な組織って感じがしないね。どちらかっていうと――」

「はい。盗賊団や犯罪組織に近い感じがします」

　ノエルさんが真面目顔でサラッと言い放つ。

「ちょ、ちょっとノエノエ、さすがのあたしでもズバッと言わないほうがいいなって思ってたのに、モロに直で言うじゃん」

「なんですか？　変に言葉を濁すより、はっきりと言ったほうがエアリスのためになると思うのですが」

「あ、や、そう……だけどさ」

　ラキナさんが心配そうにチラチラとエアリスさんを見る。

　今のエアリスさんに事実を突きつけたら、「わかりました死んで詫びます！」とか言って自害しそうだ。

「ノエルさんの言う通りです」

　だが、エアリスさんは自害する様子もなく、はっきりとした口調で言う。

「聖なる勇者の子は、世間一般で認識されているような平和的な組織ではありません。私たちがレリー様より与えられている任務は、魔王の遺産の『封印』ではなく『回収』なんです」

「回収？　魔族みたいな魔王の遺産を悪用しようとしている人の手に渡らないように保護してるってことですか？」

　僕がそう尋ねると、エアリスさんは小さく首を横に振った。

「違います。回収しているのは魔王の遺産を『武器』として使うためです」

「ぶっ、武器!?」

「そうです。レリー様は、魔王の遺産を使って世界を正しい形に統一しようと考えていらっしゃいます」

　静寂が僕たちの間に流れる。

　正しい形に世界を統一する。

　なんだかいいことをしているような雰囲気があるけど、簡単に言えば魔王の遺産を使って世界征服を企んでいるってことだよね？

　なんて皮肉なんだ。

　人間を滅ぼそうとしていた魔王を討伐した勇者の子孫が、魔王の意思を継いで世界征服を企んでいるなんて。

　無能上司以上のヤバさじゃないか。

　というか、そういうのって魔王の眷属である魔族がやろうとするのが王道パターンじゃないの？

「だから私は……うっ」

　突然、エアリスさんが苦悶の表情を浮かべた。

「エ、エアリスさん!?」

「む、む、胸が……苦しっ……ううっ」

　ギュッと胸を押さえながら、エアリスさんが地面に倒れ込む。

　慌てて抱きかかえたが、すでにエアリスさんの意識はなく、その顔は青白くなっていた。

　これはまさか――血の呪い？




【勇者の血の呪い：勇者の血の支配によって発動される状態異常。効果：全ステータス－１００００。一秒間に150ダメージ。効果時間：永続】




【鑑定眼】で見てみたけど、とんでもない弱体化効果だ。

　というか、一秒間に百五十ダメージって、早くどうにかしないとエアリスさんの命が危ない。

「ど、どどど、どうする!?」

　ラキナさんが慌てふためく。

「このままだとエアリスが死んじゃうよ!?」

「大丈夫ですよラキナ！　今すぐそのレリーとかいう不届き者を殺せば、エアリスは助かるかもしれません！」

「ふぁ!?　いやいや、今からじゃ絶対間に合わないし、そもそもいきなり勇者の子供を殺そうなんて物騒なこと言わないでくれる!?」

　おかしい。いつも冷静なノエルさんがヤバいこと言ってるし、逆にいつも適当なことを言うラキナさんが真っ当なことを言ってる。

　これは……かなりマズい状況かもしれない。

「ウィッキ、何かいい方法はないかな？」

「そ、そうですね……勇者の血の呪いが、一般的な呪詛と同じだったらいくつか方法はあると思いますが……」

「呪詛？」

　その言葉で、僕の頭にとあることが浮かぶ。

　そうだ。これが呪いなら、僕にも解除できるかもしれない。

　即座にステータス画面を開き、【封印呪師系統】ツリーにある【呪詛】魔術をタップする。




【呪詛：解除されるまで半永久的に弱体化効果を与えます。また、この魔術で呪詛効果を解除可能。レベルによって、弱体化効果が追加され、解除できる呪詛レベルが上昇します。魔力コスト10】




　この魔術は対象に弱体化効果を与えたり、解除したりできる。

　その【呪詛】魔術の解除効果を使えば――勇者の血の呪いも解除できるかもしれない。

　だけど、現在の【呪詛】のレベルは一。

　レリクトの森でウッドゴーレムの呪いは解除できたけど、レベルを上げておいたほうがいいかもしれない。

　なにせ相手は、五十年前に魔王を討伐した伝説の勇者の呪いなのだ。

　すぐにスキルポイントを使ってレベルを十まで上げて、魔術を発動させる。

　僕の周囲がきらきらと輝き出し、真っ青になっていたエアリスさんの表情に血色が戻った。

　――これは、成功だ。

「お、おお！」

　ウィッキが歓喜の声をあげた。

　彼の声に反応するように、エアリスさんの瞼まぶたがゆっくりと開く。

「……あ、あれ？」

　困惑した表情で周囲を見渡すエアリスさん。

「ケ、ケイ様？　い、いったい何が？」

「もう大丈夫です。僕の【呪詛】魔術で、勇者の血の呪いが解除された……んだと思います」

「じゅ、呪詛魔術!?　そ、そんなものまで使えたのですか!?」

「え、ええ、まぁ……」

　その反応だと、【結界封印】だけじゃなくて【呪詛】も結構レア魔術みたいだな。もしかすると【封印呪師系統】のスキルツリー自体が希少なのかも。

「あの、体の具合はどうですか？　胸の痛みとかありますか？」

「……あっ」

　エアリスさんがハッと我に返り、体のあちこちを確認する。

「き、き、消えてる!?　むむ、胸の、いっ、い、痛みが……消えてます！」

「……えっ、ウソッ!?」

　エアリスさんに続くように、ラキナさんが驚嘆の声をあげた。

「何!?　本当に呪いを解除しちゃったの!?」

「冗談だと思いたいですけど、エアリスを見る限り信じざるを得ないみたいですね……まさか【呪詛】魔術まで使えるなんて」

　ノエルさんは少しだけ悔しそう。

　あれ？　【呪詛】魔術って、ふたりに見せるのも初めてだったっけ？

　というか、そんな褒め称えないでほしい。

　スキルポイントを振って取得しているだけだから、魔術の才能はノエルさんのほうが上だと思うし。

「と、とりあえず、ですね」

　むず痒くなってきたので話をエアリスさんに戻した。

「呪いは消えました。なので、自由ですよ」

「じ、自由……？」

「はい。もう、勇者の血に縛られて、やりたくないことを強制されることもありません。これからはエアリスさんのやりたいことを自由にやってください」

「……っ」

　エアリスさんが、ハッと息をのんだ。

「とっ、ということは、魔王の遺産を回収して回らなくてもいいんですか？」

「はい、大丈夫ですよ」

「嫌がる人を力ずくで組織に入れるなんてことをしなくても？」

「ええ、そんなことする必要はありません」

「じゃあ、周りの目を気にして毎日お風呂に入らなくてもいいんですね！」

「は……いや、それは毎日入ってください」

　危なく了承するところだった。

　それって、勇者の血の呪いと関係なくない？

　単に自堕落してるだけだと思うんだけど。

「と、とにかく、これからは自分の心を偽って、やりたくない仕事を無理してやる必要はありません」

「ほっ……」

　エアリスさんは目をぱちくりとさせたかと思うと、瞳に涙を溜めながらうれしそうに破顔した。

「ほぉおおおぉおお……！　はわあああああぁぁっ！」

　そして、全力で僕に抱きついてくる。

　なんだか甘い香りがフワッと僕の鼻をくすぐった。

「あ、ちょ、エアリスさん!?」

「うえええぇええん！　あ、あ、ありがとうごじゃいますぅ！　ケイしゃまあああっ！　組織の仕事、本っ当に嫌だったんですよぉおおお！　畜生っ！　何が『お前の代わりなんていくらでもいる！　ここでダメならどこに行ってもダメだぞ！』だよっ！　くそったれレリーなんて死んじゃえ！　ずびびっ！」

「うわ、きたなっ！」

　鼻水をつけないでください。

　というか、薄々感づいてたけど、やっぱりレリーさんってそういう人だったんだな。

　そういうことを言うのって現代人だけだと思ってたけど、この世界にもしっかりいるんだね。

　うん。自由になれて本当によかったですね、エアリスさん。




＊＊＊




　大通りに出ると、スロートの町は相変わらずの賑わいを見せていた。

　たくさんの農作物を積んだ荷馬車が行き交い、その間を縫うように旅人や冒険者風の人たちが歩いている。

　いや、相変わらず……というか、心なしか増えている気さえする。

　レリクトの森の危険がなくなり、離れていた人たちがさらに集まっているのかもしれない。

　まぁ、単に今がこの世界の収穫時期でかきいれ時ってだけかもしれないけど、なんにしても賑わっているのはいいことだ。

　歩いているだけでワクワクしちゃうしね。

「お、ケイじゃないか。いらっしゃい」

　僕の名前を呼んだのは、あの串焼き屋のお兄さんだ。

　いきなり名前を呼ばれてびっくりしてしまった。

　自己紹介なんてしてないし、どこで僕の名前を知ったんだろう。

　というか、ちょっと気まずいな。

　転生前に、よく行っていた定食屋の店員から「また来てくださいね」と言われてすごく行きづらくなったことがあるんだよね。

　なんかこう、僕という存在を認識されてしまったのが気まずいっていうかさ。

　でも、チョリソーヤが食べられるのはここだけっぽいし、なんだかんだで足を運んじゃうと思うけど。

「こんにちは。チョリソーヤください」

　というわけで、早速注文した。

「あいよ。今日も二本？」

「あ～……ええっと、はい」

　一瞬悩んで、僕とウィッキの分だけを頼んだ。

　これからラキナさんたちと合流する予定だから、彼女たちの分も買っておこうかと思ったけどやめておこう。

　冒険者ギルドで何かの手続きをすると言ってたので時間がかかりそうだし。

　一本をウィッキにあげて、早速頬張る。

　ああ、何度食べてもうまい。

　肉のうまみとタレが絶妙すぎる。

「しかし、昨日はいろいろあったなぁ……」

　思わずしみじみとしてしまった。

　濃すぎる一日だったというか。

　メギドの墓所から戻って、依頼完了ということでエアリスさんから報酬をもらったんだけど、彼女から「これからの人生について皆さんに相談させてください！」と頼まれ、酒場で人生設計をすることになった。

　結局、決まったことといえば、エアリスさんは聖なる勇者の子には戻らず、しばらくこの町に滞在するということだけだったけど。

　でも、エアリスさんはずいぶん晴れやかな表情をしていた。

　これから「夢を見つける」って言っていたし、いい人生の再スタートが切れたんじゃないだろうか。

　いい出会いとか、あるといいな。

「あたしはね、人生ってすごく世知辛いと思うわけ」

　突然、背後から声がした。

　なんだと思って振り向くと、難しい顔をしたラキナさんが立っていた。

　そのそばには、胡う散さん臭そうな顔をしているノエルさんと、困り顔のエアリスさんもいる。

「日々の生活でいっぱいいっぱいな苦労人がいる一方で、嗜し好こう品にお金を回せる裕福な人もいる。ホント不平等。どう、ケイくん？　アンダスタン？」

「……あ、僕に話しかけてたんですか」

「当たり前じゃない」

　ため息まじりで即答するラキナさん。

　なんか面倒なことになりそうな気配がした。

「でね？　この世界は平等になるべきだと思うわけよ」

「はぁ……」

「だって、小さなことで奪い合いの争いが起きたら悲しいじゃん？　心はおおらかに。このあたしみたいにさ」

「そうですね。できればそうあるべきかと僕も思います。ラキナさんがおおらかかどうかは置いといて」

　残りのチョリソーヤを頬張る僕。

　瞬間、俊敏力強化のスキルをいかして、ラキナさんが光の速さで詰め寄ってきた。

「だわ～っ！　争いが起きるって言ってるじゃんか！」

「……うわっ!?　なな、なんですか!?」

　何!?　なんで怒られたの!?

「……ええと、ラキナの言葉を直訳するとですね？」

　ノエルさんが、とてつもなく面倒そうな顔で僕のそばにやって来た。

「ケイが持ってるチョリソーヤを食べたかった、とラキナは言ってます」

「……へ？」

「つまり、お腹が空いてるから、そのチョリソーヤを分けてほしいと」

「…………」

　面倒くさ。

　遠回しにじゃなくて素直にちょうだいって言えばいいのに。

　というか、子供の僕にたかるってどうなんだろう。

　昨日エアリスさんからたんまりと報酬金をもらってるはずなのに。

「他人のお金で食べる肉はうまい。この世の摂理」

「さいですか」

　言いたいことはわかります。

　けど、他人の心の声を勝手に読まないでくれませんかね。

「……ところでお三方は冒険者ギルドで何をやってたんです？」

　結局、チョリソーヤを追加で三人分買ってから尋ねた。

　串にかぶりついたラキナさんに代わり、ノエルさんが答えてくれた。

「主に事務手続きですね。私とラキナは冒険者試験に関する手続きで、エアリスは――」

「ぼ、冒険者協会に登録を……」

　エアリスさんが恥ずかしそうに肩をすくめる。

「え？　てことは、エアリスさんも冒険者に？」

「はい。あれからひと晩やりたいことを考えてみたのですが、お金を稼ぎながら世界を旅したいなぁと……」

「おお、旅ですか」

「故郷に残している家族への仕送りも続けたいですし、仕事をしながら世界を回れる冒険者が理想かなって」

「いいですね。エアリスさんの夢にぴったりの職業だと思いますよ」

「えへへ、ありがとうございます」

　頬を赤らめるエアリスさん。

　なんだか昨日の雰囲気とはずいぶんと変わったな。憑つき物が落ちたというか、肩の荷が降りたというか。

　でも、故郷の家族に仕送りなんてしてたんだね。

　すごくいい子じゃないか。

　そんな親孝行者のエアリスさんが続ける。

「それで、これからラキナさんたちと一緒に王都に向かおうかと」

「王都？」

　って、確かバルフロアって名前だったっけ。

　そういえば、ヤムルさんが所属している王国魔術院があるのも王都だったな。

　ヤムルさんと一緒に山越えをしたのは数日前だけど、ずいぶんと昔のように思えてしまう。なんだかまた会いたくなってきたな。

「ラキナさんたちはどうして王都に？」

「エアリスのおかげで試験を受ける資金も貯まったし、一ツ星の冒険者試験を受けようかなって」

「ああ、なるほど」

　ラキナさんたちは星なしの冒険者で、星を得るには試験を受ける必要があるって言ってたっけ。

「あの、僕もご一緒していいですか？」

「え？　ケイくんも？」

　キョトンとした顔をするラキナさん。

「や、あたしとしては全然ウェルカムだけど……いいの？　しばらくスロートを離れちゃうことになるけど」

「問題ありませんよ。僕の目的もエアリスさんと同じで世界を旅することなので。それに、先日ヤムルさんから話を聞いて、少しだけ王都に興味があったんですよね」

　そもそも、レリクトの森を離れたのも世界中を旅するためだし。

　スロートの町に滞在し続けるのもいいけれど、王都に行けばもっと楽しいことがたくさんありそうだ。

「……いいよね？　ウィッキ？」

「ええ！　もちのロンです！」

　目の前でくるっとうれしそうにダンスするウィッキ。

　でも、なんだかラキナさんみたいな返しをしてくるな。

　もしかして毒されちゃった？

「……あのさ、ケイくん」

　そのオヤジギャグ毒素を放出している犯人ことラキナさんが、訝しげな目を向けてくる。

「前々から思ってたんだけどさ。時々ひとりでなんかブツブツ言ってるよね？」

「え？　そ、そうですか？」

　しまった。また普通に人前でウィッキと話してた。

「もしかしてアレ？　しゃべり足りなくて独り言が出ちゃうとか？　んもう、しかたないなぁ。寂しかったらラキナお姉さんが夜通しでお話相手したげ」

「いえ、結構です」

「うん、ごめん。まだ最後まで言ってない」

　最後まで聞く必要はありません。

　僕の安眠を妨げようとしないでほしい。

「それで、どうですかね？　ノエルさん？　エアリスさん？」

「私も大歓迎ですよケイ」

「わっ、私も……ケイ様と一緒なら。たた、楽しそうだし……賛成です」

　ノエルさんもエアリスさんも、ふたつ返事で了承してくれた。

　それを聞いて、ラキナさんがうれしそうに拳を掲げる。

「よっし！　それじゃあ早速、王都を目指して出発しよう！　ほら、『悪は延べよ』って言うし！」

「それを言うなら『善は急げ』ですよ、ラキナさん」

　思わずツッコんでしまった。

　また真逆の意味だし。本当に適当だなぁ、ラキナさんって。

　でも、と楽しそうに話しているラキナさんたちを見て思う。

　ウィッキとふたり旅ってのもいいけど、四人旅も楽しそうだ。

　護衛依頼じゃないし、のんびりこの世界を楽しみながら行けばいいし。

　想像しただけで、なんだかワクワクしてきた。

　素材を大量に買い込んで、料理をたくさん作っちゃおうかな。




【新しい仲間と旅が始まりました！　１００ptゲット！　順調にこの世界を楽しんでいますね！　この調子で人生を満喫しましょう！】




　いつものファンファーレと共に、幸福ポイントが加算された。

　新しい仲間と新しい旅の始まり――。

　うん、次の旅もすごく楽しそうだ。










あとがき




　ギックリ腰をやってしまいました。

　と言っても、全く動けなくなるレベルのギックリではなく、トイレからしばらく立ち上がれなくなるくらいのギックリです。

　このままトイレから動けなくなったら下半身丸出しで救急車を呼ぶ羽目になるのではと少しだけ焦りましたが、なんとかパンツだけは履くことができました。

　焦るあまり、お尻を拭いていないことに気づいてもう一回脱ぎましたけど。

　つい忘れてしまうことって、結構ありますよね。

　僕はよくスウェットパンツを着ていて、友人の作家から「怪しい投資家っぽい」とか言われることがあるのですが、チャックがないスウェットをいつも着ているものだから、たまにジーパンとか履くとフルオープンになってたりします。

　変質者で捕まらないよう、指差し確認しようと思います。




　作者の邑上です。数ある中から本書を手にとっていただき、ありがとうございます。

　一度は誰しもが考える「楽して生きたい」という切実な願いを具現化した物語でしたが、いかがでしたでしょうか。

　夢や目標を叶えるために必死にがんばるという生き方も素晴らしいのですが、自分の身の丈にあったがんばり方で楽しく生きるというのも、今の時代にあっているんじゃないかなと思います。

　身の丈にあったがんばり方で楽して生きるために欲しいですよね。

　不労所得。




　最後に謝辞を。

　編集者Ｍ様、いつもうれしい感想をありがとうございます。なにげにあの感想を楽しみにしています（笑）

　イラストを担当いただきました、こよいみつき先生。

　ケイもラキナもノエルも最高にかわいかったのですが、ウィッキのかわいさに昏倒しかけてしまいました。最高のイラストありがとうございます。

　そして、本書の制作に携わってくださった皆様と、こうして本書を手にとってくださった皆様に、心からの感謝を。

　それでは、またお会いしましょう！

邑むら上かみ主もん水ど










ラキナの苦手なもの




「……というわけで、ケイくんを見習ってあたしたちも冒険者生活を楽しんでいこうってわけさ。どうノエル、アンダスタン？」

　昼下がりの噴水広場。

　私と一緒にベンチに座っているラキナが、ドヤ顔で尋ねてきた。

　ここはスロートの町の西に位置する住宅地区で、魔術で動いている噴水と呼ばれるモニュメントがある西地区の象徴的な場所だ。

　様々な店が軒を連ねる東地区と違って長閑な空気が流れていて、午後のひとときを楽しむ年配の方も多くいる。

　というより、ここでのんびりするのはそういう人たちだけ。

　そんな所になぜいるのかと言えば、ラキナが突然「冒険者生活を楽しむための特訓をする」と言い出したからだ。

「それは最初に聞いたので理解しています。でも、こんな場所で何の特訓を？」

　冒険者がやる特訓と言えば『経験値稼ぎ』だ。

　経験値を稼いでレベルアップすれば依頼の回転率を上げることができるし、楽にお金を稼ぐこともできる。

　でも、こんなところで経験値を稼ぐ方法はない。

「そりゃあアレよ。弱点克服的なさ」

「ラキナの弱点？　頭ですか？」

「うん、どした？　いきなり攻めてくるじゃん」

　笑ってないタイプの笑顔を向けてくるラキナ。

　しかし、ラキナにしては着眼点が良いなと思った。

　長所を伸ばすのもいいけれど、短所を克服することができれば仕事が楽になるのも事実。

　こんな平和な場所で克服できる弱点があるのか疑問だけど。

「それで、ラキナの弱点って何なんです？」

「はい！　突然始まるラキナさんのワクワクイズ『それって何!?』……今日のお題は『ラキナさんの弱点克服!?　えっ、未来の三ツ星冒険者に弱点なんてあるの!?　いや、むしろあるのが良い的な!?』だよっ！」

　自分でもわかるくらいに冷え切った目でラキナを見た。

　タイトル長いし、死ぬほどテンポが悪すぎる。

「もしかして私がここに呼ばれたのは、そのワクドキクイズに参加させるためですか？」

「そうだけど、ワクワクイズね。そこ、間違えないで」

「なるほど」

　私は首がもげるかと思うくらいに深く頷いて続ける。

「ではクイズに答えますね。ラキナの弱点はこんなくだらないことを考えるその頭です。では私はこれで」

「ちょ、ちょいちょい！」

　ラキナが席を立とうとした私の腕を掴んでくる。

「何ですか？　クイズは正解しましたよね？」

「いや、全っ然当たってないし！　あたしの弱点はアレだから！」

　ラキナが指差したのは、噴水のまわりを歩いている鳩だった。

「……え？　鳩？　鳩が弱点なんですか？」

　もしかしてラキナって、虫だった？

「実はあたしって昔から鳩が苦手でさ。ほら、あいつらって突然飛ぶじゃん？」

「鳥ですからね」

「それに首の動きも奇妙だし。あれ、魔力減少効果あるよ絶対」

「むしろ癒やし効果があると思いますけど」

「というわけでさ、苦手克服のために一緒にいてよ、ノエル」

　手を合わせてテヘペロと舌を出すウザラキナ。

　それを見て、ため息をひとつ。鳩恐怖症なんて聞いたことがないけれど、冗談を言ってる感じはしない。本当に弱点を克服したいのかも？

「……仕方ないですね」

「えへへ、ありがとねノエル。後でチョリソーヤおごっちゃるから」

　スロートの名物串焼きチョリソーヤ。報酬としては悪くない。

　しかし、と午後のひとときを楽しんでいる老齢の方たちや、のんびりと噴水のまわりを歩く鳩たちを見て思う。

　ラキナと一緒にこんな時間を過ごすのも悪くない気がする。

　これがケイの言っていた「人生を楽しむ」ということなのだろうか。

　ふと、笑顔になっている自分に気づく。

　仕方がない。どうせ今回だけで鳩恐怖症は克服できないだろうし――今後しばらくラキナに付き合ってあげよう。
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。











楽しいが最強！ ポイ活スキルでもふもふと自由に生きる
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